
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　シシリーが、自身としては初めての子供を産んだ。

　子供は女の子で『シャルロット』と名付けられた。

　大きな祝福の中で産まれてきたシャルロットは、俺たち両親や爺さんばあちゃんセシルさんやアイリーンさんたち祖父母、それに兄であるシルバーから沢山愛されて健やかに育っている。

　シャルロットは『シャル』という愛称で呼ばれ、名前を呼ばれるたびに嬉しそうに笑う姿は本当に愛らしい。

　産まれて日が経つごとに顔立ちがしっかりしていき、今の時点で相当可愛らしい顔をしている。

　親馬鹿ではない、皆もそう言ってるんだからな。

　それに加えて、あまり人見知りせず愛あい嬌きようがあるもんだから、家族以外にもアルティメット・マジシャンズの仲間たちや、ナターシャさんやミランダなどからも愛されている。

　まあ、一番愛しているのはエカテリーナさんかもしれないけど……。

　これまでも結構な頻度でうちに来ると思っていたけど、シャルが産まれてからは数日と日を置かずに遊びに来ている。

　そして、シルバーも含めて自分のことを『ばあば』『おばあちゃん』と呼ばせようと刷り込みをしている。

　シルバーは大だい分ぶ言葉がしっかりしてきたので、今止めさせないと手遅れになるかもしれない。

　……もう手遅れかもしれないけど。

　そんなこんなで、新しい家族を迎え入れたウォルフォード家は、日々賑にぎやかさを増している。

　そんな子供がいる家特有の賑やかさを眺ながめながら、俺は自分が幸せ者なのだと改めて実感するのだった。




　願わくば、この幸せがずっと続きますように……。




　今世での両親を、産まれてすぐ魔物による襲しゆう撃げきで亡くしている俺は、この幸せな光景がずっと続くようにと、願わずにはいられなかった。
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　シシリー、オリビア、エリーがそれぞれ子供を産むと、アールスハイド王国はまたしても祝しゆく賀がムードに包まれた。

　王太子妃であるエリーの産んだ王女はオクタヴィアと名付けられ、ヴィアちゃんと呼ばれて仲間の皆から可愛がられていた。

　王女が、周りから敬われることはあってもこんなに可愛がられることなんてないと、ディスおじさんが初孫であるヴィアちゃんを愛おしそうに抱っこしながらそう言っていた。

　オーグによると、自分が幼い頃は両親以外に気安く接してくる者など皆かい無むだったとのこと。

　まあ、普通王族だとそうなのかな。

　俺らは、オーグが王族だってことを時々忘れそうになるくらい親しくしているから、どうしても友達の子供って感じで接してしまう。

　けど、それは俺らだけで、他の貴族の人たちは違う。

　生後数ヶ月を過ぎて御お披ひ露ろ目めされたときには、大の大人たちが揃そろって膝ひざをつき頭を垂れたと、家に遊びに来たお義父さんであるセシルさんが、シャルを抱っこしながら教えてくれた。

「そういうことを聞くと、オーグが王族だって思い出しますね」

「いや……普通、そういうことがなくてもアウグスト殿下が王族であることを忘れる人なんていないのだが……」

「本人が時々王族であることを忘れてますからねえ」

「殿下……」

　セシルさんはそう言うとガックリと項垂うなだれた。

　その様子がおかしかったのか、シャルがキャッキャと笑ってセシルさんの顔をペチペチと叩いた。

　その光景を、シシリーと義母であるアイリーンさんがクスクス笑いながら見ている。

「おばあちゃん、おじいちゃんどうしたの？」

　アイリーンさんの膝の上に抱かれているシルバーには、なぜおじいちゃんであるセシルさんが項垂れているのか分からない。

　そこで顔をあげてアイリーンさんに訊たずねたのだが、その言葉は以前と比べ物にならないくらいしっかりしている。

　ちょっと前までじいじ、ばあばと呼んでいたのに凄い進歩だ。

　シャルたちが産まれ、実際に妹たちを見てお兄ちゃんとしての自覚を改めて持ったのか、その成長ぶりが顕けん著ちよに見られた。

　問われたアイリーンさんも、シルバーの成長に目を細めて微笑ほほえみつつ自分を見上げてくるその頭を撫なでながら話しかけた。

「なんでもないのよシルバーちゃん。おじいちゃんはちょっとお疲れなだけよ」

「そうなの？　おじいちゃん、げんきだして」

「シルバーちゃんは優しいわねえ。ほら、アナタ。シルバーちゃんが心配するからシャキッとなさい。シン君たちの関係なんて今更でしょう？」

「……そうだな。ごめんなシルバー、おじいちゃんはもう大丈夫だよ」

「……ほんと？」

「ああ、ほら、シルバーもこっちにおいで」

　セシルさんはそう言うと、シャルを抱きながら自分の膝を叩いた。

「うん！」

　シルバーはその誘いに乗ってアイリーンさんの膝の上から降り、セシルさんの膝の上に乗った。

　シャルを抱いてシルバーを膝の上に乗せている状態だが、その姿に不安定なところは一切ない。

「凄いですね、お義父さん」

　俺が素直にそう言うと、セシルさんは笑っていた。

「こう見えても四人の子持ちだよ？　特にロイスとセシリアとシルビアは年子だったから三人同時に構ってやらないと構ってもらえない子が拗すねちゃって大変だったんだよ。逆に、シシリーのときは皆が構いたがってね、順番を守らせるのが大変だったなあ」

　そういやそうか。

　四人も子供がいれば、慣れるのは当たり前だな。

　セシルさんの膝の上に乗ったシルバーは、シャルを一生懸命あやしている。

　シャルもお兄ちゃんが分かるのか構われて嬉しそうだ。

「でも、貴族の方って育児は乳う母ばとか使用人に任せるってイメージがあるんですけど、そうじゃなかったんですか？」

　俺がそう言うと、セシリアさんとアイリーンさんは顔を見合わせたあとクスッと笑った。

「確かに、そういう家もあるけどね。アールスハイドでは、その考えは少し時代遅れなんだよ」

「もちろん、主人には仕事があるし、私も他の家のご夫人方とのお付き合いもあるから、少しは手伝ってもらったけれど、基本的には私たちで育てたのよ」

「まあ、夜泣きの対処は全面的に使用人に任せたから、その面では随ずい分ぶん楽をさせてもらったけどね」

　セシルさんとアイリーンさんがそう言うと、シシリーが同意するように頷うなずいた。

「私も、シルバーのときは自分で全部やるんだって頑張りましたけど、今回は皆さんにお手伝いしてもらってます」

　生後三ヶ月を過ぎて夜泣きの始まったシャルだが、今はメイドの皆さんに協力してもらっている。

　シルバーのときは使命感とか初めての子育てだからとかで気張っていたけど、まだ学生で学院に通わないといけないこともあって倒れそうになってしまったからなあ。

　今は仕事もしているし、頼れるところは頼ろうということにしたのだ。

「でも、そう考えるとマークのところは大変だな」

うちは平民だけど、爺さんとばあちゃんの威い光こうが絶大なので、王家が気を利かせて使用人を派遣してくれている。

　けど、マークとオリビアのところは純粋な平民家庭だ。

　両親はいるけど使用人はいない。

　さぞ大変なんだろうなと思っていると、不意にゲートが開いた。

　誰だろうと見ていると、中から出てきたのは疲れた様子のマークとオリビアだった。

　オリビアの腕には、二人の子である男の子が抱かれている。

「どうもッス、ウォルフォード君」

「お邪魔します」

「ああ、いらっしゃい。マックスもいらっしゃい」

　マックスというのは、マークとオリビアの子供の名前だ。

　オリビアの腕に抱かれているマックスの頰ほおをつつきながら挨あい拶さつすると、マックスはキョトンとした顔で俺を見ていた。

「あ、シシリーさんのお父さんとお母さんも来てたんスか」

「すみません。お邪魔でしたか？」

　俺に挨拶をしたあと、セシルさんとアイリーンさんに気付いたマークとオリビアは、申し訳なさそうな顔をしながらそう聞いてきた。

　それに答えたのは俺ではなくセシルさんとアイリーンさんだった。

「いや、全然構わないよ」

「フフ、また赤ちゃんが増えたのね。嬉しいわ。さあ、遠慮せずにこちらにいらっしゃい」

　二人はそう言うとオリビアをソファーに招いた。

「し、失礼します」

　オリビアは、セシルさんとアイリーンさんの間に座らされた。

　それに真っ先に反応したのはシルバーだ。

「まっくす！　こんにちは！」

　セシルさんの膝の上から降りたシルバーは、セシルさんとオリビアの間に座り直した。

「こんにちはシルバー君。今日もマックスと遊んでくれるかな？」

「うん！」

　オリビアにマックスの子守りを任されたシルバーは元気に返事をした。

　早速シルバーがマックスの頭に手を伸ばすと、マックスは満面の笑みでシルバーの手を受け入れた。

　……俺のときはキョトンとされたのに……。

　マックスの態度の違いにションボリしていると「ああぅう」と、なんだかシャルのご機嫌が怪しくなってきた。

　その様子を見て、アイリーンさんがクスクス笑いながらシルバーに言った。

「あらあら、シャルちゃんはもっとお兄ちゃんと遊んでもらいたいみたいよ？」

「え？」

　アイリーンさんの言葉でシャルの方を向いたシルバーは、自分に向かって手を伸ばしているシャルを見た。

「しゃる、ごめんね」

　シルバーはそう言うと、伸ばされたシャルの手を握り頭を撫でた。

　すると今度はマックスの機嫌が悪くなる。

「わわっ」

　慌ててマックスの方を向いたシルバーは、頭を撫でたことでシャルに放してもらえた手でマックスの頭を撫でる。

　両手で一生懸命二人をあやしているシルバーの姿に、俺たちの口から自然と笑いが溢こぼれた。

「フフ、良いお兄ちゃんですね、シルバー君」

　自分の子を一生懸命あやしているシルバーを微笑ましそうに見つめるオリビア。

　その顔は、もう立派な母親だった。

「そういえば、さっき二人の話をしてたんだ」

　二人が来る前にしていた会話を思い出してそう言うと、マークとオリビアは首を傾かしげた。

「自分たちの話ッスか？」

「ああ。今回、俺らはシャルの世話を使用人さんたちにある程度お願いすることにしたんだけど、マークたちのところはそういう人がいないから大変だろうなって」

　俺がそう言うと、二人は揃って苦笑を浮かべた。

「確かに大変ッスね」

「今ならお二人の苦労が分かります。学院に通いながらシルバー君を育てたなんて本当に尊敬します」

　今は気き丈じように振る舞っているけど、二人からは隠しきれない疲れが見える。

　今はマークの実家に戻っているのでマークの両親も手伝ってくれるのだろうが、頼りきりになるわけにもいかない。

　特にオリビアは、幼おさな馴な染じみで昔から知っている仲とはいえ、他家に嫁とついだ身だから中々頼みづらいだろうしな。

「だと思ったよ。マックスは俺らで見てるから、少し仮眠してきたら？」

　俺がそう言うと、マークとオリビアは顔を見合わせた。

「……お願いしていいッスか？」

「ああ、客間は分かるよな。そこ使っていいよ」

「助かるッス」

「ありがとうございます」

「いいって。じゃあ、ある程度時間が経ったら起こしに行くから」

　俺がそう言うと、オリビアは異空間収納からベビーベッドを出して、そこにマックスを寝かせた。

「じゃあ、お願いします」

「ああ、ごゆっくり」

　二人は少しホッとしたような顔をして階段を上がっていった。

　その二人の後ろ姿を目で追っているとセシルさんが立ち上がった。

「シャルもマックス君と一緒に寝ようね」

　セシルさんはそう言うと、マックスの隣にシャルを寝かせた。

　一緒のベビーベッドに寝かされた二人は、なんだかご機嫌そうだ。

「あらあら、二人とも仲良しさんですね」

　その可愛らしい光景に、シシリーの顔は蕩とろけそうだ。

　シルバーもベビーベッドを覗き込みながら二人の様子を見ている。

　そんな和なごやかな時間が流れていたのだが、またリビングにゲートが開いた。

　そして、その途端に赤ちゃんの泣き声が聞こえてきた。

「シルバー！　助けてくださいませ！」

　そんなことを言いながらゲートから出てきたのはエリーだった。

　腕にはヴィアちゃんが抱かれている。

　そのヴィアちゃんは、エリーの腕の中で元気よく泣いている。

「えりーおばちゃん。びあちゃんどうしたの？」

　シルバーがコテンと首を傾げてそう聞く。

　ついこの前まで「おねえちゃん」と呼ばれていたのに、子供が産まれた途端に「おばちゃん」と呼ばれるようになったエリーは、一瞬「ぐぬっ」といった顔をしたけれど、なんとか持ち直しシルバーの視線に合わせて膝をついた。

「ヴィアが、シルバーに会いたいって泣くのですわ。慰なぐさめてあげてくださいませ」

　エリーはそう言うと、ヴィアちゃんをシルバーに見せた。

　泣いているヴィアちゃんを見たシルバーは、その頭を撫でた。

「びあちゃん、よしよし」

　すると、さっきまでエリーがどんなにあやしても泣き止まなかったヴィアちゃんがピタリと泣き止み、シルバーに満面の笑みを向けた。

「はぁ……なにをやっても泣き止みませんでしたのに、シルバーだと一瞬ですのね……母として自信をなくしますわ」

　エリーが少し拗ねたようにそう呟つぶやいたので、俺とシシリーは思わず吹き出してしまった。

「笑い事ではありませんわ！　母としての矜きよう持じが……あら、クロードご夫妻、いらっしゃいましたの」

　エリーは、立ち上がり頭を下げているセシルさんと、カーテシーをしているアイリーンさんを見つけて声をかけた。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます、王太子殿下、妃殿下」

　セシルさんは頭を下げながらそう言った。

「二人とも、そう畏かしこまらないでくれ。ここは公の場ではないのだからな」

　エリーが来てるってことはオーグも一緒なわけで、突然現れた王太子一家を見て、セシルさんたちは慌てて臣しん下かの礼れいをとったのだ。

「しかし……」

「この場でそのような態度をとるのは二人だけだぞ？　シルバーに至っては我らのことをおじちゃんおばちゃんと呼ぶのだ。そんな中で畏まっているのもおかしな話だろう。楽にしてくれ」

「はぁ……」

「……では、失礼致します」

　なんか変な論法だったけど、これ以上礼儀にこだわるのも失礼だと思ったのだろう、二人とも戸惑いながらもソファーに腰を下ろした。

「それにしても、ヴィアはシルバーが気に入ったか」

　シルバーに頭を撫でられてご機嫌に笑っているヴィアちゃんを見ながら、オーグがそう呟いた。

「シャルもマックスもそうみたいだな。いいお兄ちゃんって証拠だろ」

「ん？　マックスもいるのか。ビーン夫妻はどうした？」

「上で仮眠してる。二人のとこには世話をしてくれる使用人さんがいないから」

「ああ、そうか。私たちは普段から乳母や使用人たちにヴィアの世話を任せているからな。そういう話を聞くと、彼女たちのありがたさが分かるな」

「でも、今日は自分たちで子守りしてるんだな」

「休日くらいはな。恐らく将来、ヴィアとシャルロットは友人同士になる。そのとき、両親の対応が違うと言われたら可哀想だろう？」

　へえ、オーグがこんなこと言うなんてな。

「意外と親馬鹿なんだな」

「は？　親として当然のことだろう？　ところで、シン」

「なに？」

　急にオーグが真剣な顔をして俺を見てきた。

「最近のシルバーの様子はどうだ？」

「どうって？」

　オーグがなにを言いたいのか分からなくて聞き返すと、オーグは神しん妙みような顔をして近寄ってきた。

「私もシルバーをずっと見てきたから今まで問題がないのは分かっている。だが、ここ最近シルバーは随分と自我がハッキリしてきただろう？　それに伴って様子が変わったなどということはないか？」

　その言葉を聞いた俺は、オーグがなにを言っているのか理解し、怒りを込めてオーグを睨にらんだ。

　だけど、オーグの顔は真剣だ。

　オーグは、シュトロームとミリアという魔人同士の親から生まれてきた子供であるシルバーをそれとなく監視している。

　この国の王太子として、少しでも危険があることは許容できない。

　シルバーを養子として引き取る際、オーグにそう言われたことを思い出した。

　今までは、自我の乏とぼしい幼児ということで静せい観かんしていたようだが、ここ最近のシルバーは三人の赤ちゃんのお兄ちゃんとして急速に自我が発達した。

　それに伴って今まで顕けん在ざい化かしなかった危険性が表れていないか知りたいのだろう。

　そのことを思い出した俺は、怒りをグッと押し殺しオーグを見返した。

「なにもないよ。むしろ、同年代の子たちよりよほど良い子に育ってる。お前が考えてるような危険性はない」

「それは断言できるか？」

「できる」

　俺がそう言うと、オーグは真剣な顔をして考え込んだ。

　そんなオーグを、周りの皆も黙って見つめている。

　思い悩む王太子に、誰も声をかけることができない。

「おい、なにが言いたいんだよ？」

　俺は、この空気を打破しようとオーグに声をかけた。

　すると、俯いて考え込んでいたオーグが顔をあげ……。

　とんでもないことを口にした。

「いや……シルバーを婿むこに貰もらうのと、ヴィアを嫁に出すのと、どちらがいいか考えていた」

　その言葉が発せられた瞬間、リビングの空気が固まった。

「は？　なに言ってんの？」

　あまりに突然のことで理解が及ばずそう返すと、別のところから追及が入った。

「殿下、それはうちを王家に取り込みたいってことかい？」

　今日は、セシルさんたちクロード家の人にシャルと触れ合ってもらいたいという理由で、離れた場所からこちらを見ていたばあちゃんが会話に入ってきた。

「いえ、そういう意図ではないのですが……」

「だったら、どういう意味なんだい？」

　口籠もったオーグをばあちゃんがさらに追及すると、おずおずと話し出した。

「ヴィアは、私や母であるエリーよりもシルバーに懐なついている気がします。このまま成長した場合、ヴィアがシルバーに恋心を抱く可能性が高そうなので」

「……まあ、確かにその可能性はなくはないかもねえ」

　オーグの言葉でばあちゃんが、シャルやマックスが寝かされているベビーベッドに一緒に寝かされたヴィアちゃんを一生懸命あやしているシルバーを見る。

　ヴィアちゃんは、来たときの様子とは違いシルバーを見て非常に嬉しそうにしている。

　その横では、エリーが複雑な顔をしてその様子を見ていた。

「ヴィアが成長し、シルバーと付き合いたい、もしくは結婚したいと言ってきた場合、その希望を叶えてやりたいと考えています。そうなった際、王家に婿入りしてもらう方がいいか、ウォルフォード家に嫁に出した方がいいか、今から考えておいた方がいいかと思いまして」

　娘が生まれたばっかりなのに、もうそこまで考えてるのかよ。
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　ああ、でも、なるほどな。

　だからさっきの質問なのか。

「王女であるヴィアちゃんの配偶者として、シルバーが相応ふさわしいかどうか確認したかったのか」

「ああ。家柄で言えば、シルバーは魔王と聖女の息子だ。なんの問題もない。問題なのはその出自だからな」

「なるほど。自分の娘であるヴィアちゃんを嫁とつがせてシルバーを監視下に置きたいという意図はないってことだな？」

　俺がそう言うと、オーグは少し視線を泳がせた。

「……一石二鳥だと思わないか？」

　オーグのその台詞に、俺は深い溜め息を溢してしまった。

「はぁ……お前、やっぱりそういう意図があったんじゃないか」

　俺がそう言うと、オーグは真剣な顔で反論してきた。

「元々は、ヴィアが望むことを叶えてやろうという気持ちなのは間違いない。ただ、そういう一面もあるということだ」

「ヴィアちゃん、まだ赤ちゃんだろうが！」

「お前、ヴィアのあの様子を見てなんとも思わないのか!?　両親である私とエリーよりもシルバーに懐いている。これで将来シルバーに懸想しないなんてことになったら、そっちの方が驚きだ！」

　オーグの顔は真剣で、冗談を言っているようには見えない。

「はぁ、お前、男親としてそれでいいのかよ？」

　俺は、シャルが産まれたときからシャルが可愛くて仕方がない。

　将来、シャルが彼氏を連れてくることすら考えたくない。

　それなのに、オーグはもうヴィアちゃんを嫁に出す、もしくは婿を迎えることまで考えている。

　するとオーグが苦笑しつつ答えた。

「まあ、私は王族だからな。生まれた子が男であれ女であれ結婚するのは義務みたいなところがある。元から覚悟はしていたのだ」

　ああ、なるほど。

　まだ二十歳前で妙に達観したことを言うと思ったら、そういうことか。

「なんにせよ、今から心配してもしょうがないだろう。そのときになったら相談に乗ってやるくらいでいいんじゃないかい？」

　ばあちゃんにそう言われると、オーグは少し考え、フッと笑った。

「そうですね。少々先走りすぎたようです」

「やっぱり親馬鹿だな」

「うるさい」

　そんな会話をしながら子供たちを見た。

　すると、そこではシルバーが忙しそうに三人の赤ちゃんをあやしている姿があった。

　シルバーの手は二本しかないのに、赤ちゃんは三人いるから常に誰かが撫でてもらえず不満げな声を漏らす。

　すると慌ててシルバーがその赤ちゃんをあやす。

　そして、シルバーの手が離れた赤ちゃんが不満を漏らす。

　その微笑ましい光景をクスクス笑いながら見ていると、次第に赤ちゃんたちが眠りに落ちていき、ようやくシルバーは手を休めることができた。

　三人とも寝静まったことを確認したシルバーは、フーッと息を吐いた。

「おにいちゃんはたいへん」

　若じやつ干かん疲れた様子を見せながらそう呟いたシルバーを見て、シルバーには悪いと思いつつ俺たちは笑ってしまった。

　シルバーは意味が分からずキョトンとしている。

　するとシシリーがシルバーを抱っこしてその頭を撫でた。

「ありがとうシルバー。偉いね、さすがお兄ちゃんですね」

　そう言われたシルバーは、キョトンとした顔から満面の笑みに変わって大きく頷いた。

「うん！　だってぼく、おにいちゃんだから！」

　シシリーに抱っこされながら嬉しそうにそう言うシルバーを、オーグやエリー、ばあちゃんまで微笑ましそうに見ている。

　いい光景だなあ。

　そう思っていると、エリーがポソッと呟いた。

「やはり、シルバーに婿に来てもらった方が……」

　だから、気が早いってんだよ！




　三人の赤ちゃんたちが寝付いて静かになったリビングで、俺たちはようやく一息ついた。

　普通なら、シルバーもまだ三歳前なので落ち着きのない年頃なんだけど、お兄ちゃんとしての自覚からなのか大人の皆と同じように大人しくお菓子を食べている。

　そんなお利口なシルバーの頭を愛おしそうに撫でているアイリーンさんに、シシリーが声をかけた。

「そういえばお母様、アリスさんの様子は如何いかがですか？」

　シャルが産まれる少し前に、アリスとシシリーの兄であるロイスさんとの婚約が発表された。

　それに伴い、将来子爵夫人となるアリスは、休日にアイリーンさんに貴族としてのマナーを習いに行くようになった。

　シシリーから質問を受けたアイリーンさんは、シルバーの頭を撫でる手を止めニコッと微笑んだ。

「アリスちゃんに必要なのは、食事のテーブルマナーとか立ち居振る舞いくらい。元々、元気だけど不ぶ作さ法ほうな子ではないもの、問題ないわ。むしろ、教えることが少なすぎて張り合いがないわね」

「でも、貴族って揚あげ足あしを取られないように会話にも気を付けるって本で読んだことありますけど、そういうのは教えないんですか？」

　俺がそう聞くと、アイリーンさんとセシルさんは一瞬キョトンとしたあと笑い出した。

「アルティメット・マジシャンズであるアリスちゃんの揚げ足を取るって、そんな命知らずな人間がいるとは思えないわね」

　そうなのか？

　俺たちが、他の魔法使いよりも大きな力を持っていることは十分理解している。

　ただ、それは純粋に武力として、暴力としての力だ。

　権謀術数ではない。

　暴力で意見を封殺するって、余計な軋あつ轢れきを生むような気がするんだけど……。

　そんな考えが顔に出ていたのか、アイリーンさんは俺の顔を見るとクスッと笑った。

「シン君が心配していることは分かるわ。けど、ひとまずその心配はないわ」

「え、なんでですか？」

「貴方あなたたちのこれまでの実績ね」

「実績？」

「そう。貴方たちは、アールスハイド国民の恐怖の対象であった魔人を簡単に討伐することができる。そして、それを実践してみせた。そんな貴方たちに歯向かおうなんて人間は、この国にはいないわ」

　そういうことか。

　歯向かってくる人間がいないから、暴力で屈服させる必要はないってことか。

「もちろん、貴方たちがその力を振るえば私たちに抗あらがう術すべはない。けど、貴方たちはそんなことしないでしょう？」

「それはもちろん」

「アリスちゃんにも、その辺りはよく言い聞かせてあるわ。アリスちゃんには力がある。畏怖もされている。だから、色々と誤解されないように気を付けなさいって」

「そうだったんですか」

　さすがアイリーンさんだ。

　俺たちが周りからどう見られているのか、身近にいる分、よく状況が理解できている。

　こういう人が近くにいれば、アリスは多分大丈夫だ。

　シシリーを見ると、安心したように微笑んでいる。

　平民から貴族に嫁ぐと大変だってオーグが言っていたからどうなるかと思っていたけど、なんとかなりそうだ。

　そう思っていると、リビングにゲートが開いた。

　そこから出てきたのは……。

「あ、お義父様、お義母様」

　清せい楚そなワンピースを着た少女だった。

「あらアリスちゃん、今日のレッスンは終わったの？」

「はい。お義父様とお義母様がシン君の家に行くと言っていたので迎えに来たんです」

「そう。お疲れ様、ゆっくり休みなさい」

「はい」




　……誰だ、これは？




　アイリーンさんと和やかに会話している、このいかにも清楚なお嬢様は誰だ!?

　顔はアリスの顔をしている。

　……アリス!?

　アリスのあまりの変貌ぶりに、俺は思わず固まってしまった。

「ありすちゃん？」

　シルバーも、ついこの前まで元気なお姉さんだったアリスがお淑しとやかなお姉さんに変わってしまって混乱している。

　シシリーは……あれ？　ニコニコしていて動揺した様子がない。

「さて、アナタ。もう孫たちとの交流の時間は終わりよ。そろそろ帰らなくては」

「もうそんな時間か。じゃあねシルバー。また遊びに来るよ」

　アイリーンさんに帰宅を促されたセシルさんが、シルバーの頭を撫でながら立ち上がった。

「それでは、殿下、妃殿下、御前失礼致します」

「失礼致します」

「シン君、シシリー、また遊びにくるよ」

「アリスちゃんは、ゆっくりしていきなさい」

　二人は、オーグとエリーに挨拶をしたあと、俺たちに声をかけてからアリスが開いたゲートを使って帰って行った。

　そして、アリスがそのゲートを閉じた瞬間……。

「……だっはい!!」

　謎の掛け声をかけつつ、アリスがドカッとソファーに座り込んだ。

「あ～、疲れた～。あ、ありがとマリーカさん」

「いえ」

　ダレた格かつ好こうでソファーに座るアリスに、マリーカさんが冷たい飲み物を手渡した。

　そしてアリスは、優ゆう雅がさの欠片かけらもない恰好でそれを飲み始める。

「プハッ！　生き返ったぁ」

　そう言いながら、アリスは飲み干したグラスをテーブルの上に置いた。

「随分お疲れのようですわね」

　そんなアリスの様子を見て、エリーがクスクス笑いながら言った。

「さっきまでダンスのレッスンだったんだよ。ダンスなんて今まで踊ったこともないから大変なんだよ」

「まあ。では、私が教えて差し上げましょうか？」

「うへえ、やめてよ。折せつ角かく休憩に来てるのに、なんでわざわざ疲れることするのさ」

　アリスがそう言うと、エリーとシシリーはクスクス笑いだした。

「まあ、今から覚えるというのは大変ですわよね」

「ですねえ。私たちは幼い頃からレッスンを受けていましたけど、大人になってから覚えるのは大変だと思います」

　エリーとシシリーの言葉を聞いたアリスは、ソファーの背もたれにもたれかけ唇を尖らせている。

「むう。食事のマナーも難しいし、言葉遣いも直さなきゃいけないし、面倒臭いなあ……」

　若干ウンザリした雰囲気を醸かもしながらアリスがそう言った。

　アリスは面倒臭いと言うが、それらは貴族夫人にとっては必須なこと。

　それを放棄されてしまってはロイスさんとの結婚ができなくなるかもしれない。

　そう思ったのか、シシリーがフォローに回った。

「食事のマナーも、言葉遣いも、皆様に白い目で見られないために必要なことですよ」

「そうですわ。クロード夫人の言うように、確かに貴女あなた方がたは貴族も含めてこの国の人たちから畏怖されています。けれど、その畏怖が侮あなどりに転じることなど簡単なことですわよ？」

「え？　そうなの？」

　シシリーの言葉を引き継いだエリーにアリスが驚いて目を見開き、ダレていた姿勢から前のめりに変わった。

「ええ。いかに英雄といえども、その人物が粗そ野やで教養のない人物だと人々はどう思うでしょう？　表向きは反抗的な態度を取らずとも、裏では野や蛮ばんな人間だと侮るようになるのですわ」

「……」

「そして、こうも言われるでしょうね『クロード子爵家のアリス夫人は、その力でロイス様を脅し、夫人の座を手に入れた』と」

「はあっ!?」

　エリーの言葉に、アリスは立ち上がって激高した。

　そんなアリスを、エリーは静かに見つめている。

「言われますわよ。今、貴女方を見る皆の目は羨せん望ぼう。その中には、若干の嫉しつ妬とも含まれているのです。そんな中、平民から貴族夫人になった貴女がそのような態度を取ってごらんなさい。あっという間ですわよ」

「……」

　エリーに揶揄からかう様子はなく、真剣な表情でそう言った。

　それを聞いたアリスは、無言のままソファーに腰を落とした。

「ですから、面倒臭がらずに頑張りなさいな。貴女の行動が、そのままロイス様の評判に繫がるのですから」

「……そうだね。ロイスさんが馬鹿にされるのは我慢できないから、頑張るよ」

「貴女には私やシシリーさんが付いています。悩みごとがあるならいつでも相談なさって結構ですよ」

「うん。ありがとうエリー」

　そう言うアリスは、さっきまでのウンザリした表情ではなく、決意に満ちた顔をしていた。

「あ、ということは、ここでも喋り方を変えた方がいいのかな？」

「別に今のままでいいんじゃありません？　公私の切り替えができないとしんどいですわよ？」

「そっかあ、じゃあここでは素でいようっと」

「そうなさいな」

　エリーはそう言うと、優雅な仕し草ぐさで紅茶を一口飲んだ。

　俺は、先程の発言といい仕草といい、驚きとともにエリーを見つめていた。

　その視線に気づいたのか、エリーがムッとした顔をして俺を睨んだ。

「……また失礼なことを考えていますわね？」

「なぜ分かった」

「分かりますわよ！」

　そういえば、エリーが妊娠してすぐのころ、同じようなやり取りをしたなあ。

　エリーは王太子妃。

　この国の王妃であるジュリアさんに次ぐ二番目に高貴な女性だ。

　しかし、俺はエリーの公私のうち、『私』であるプライベートな姿しか見たことがない。令嬢らしい姿を見ると、どうしてもムズムズしてしまうのだ。

「まったく、オーグもなんとか言ってくださいな」

　エリーはオーグに俺を窘たしなめてもらおうとしたのだろうけど、当のオーグはさっきから顔を伏せてお腹を押さえている。

　必死に笑いを堪えているんだろうなあ。

「オーグ！」

「ああ、いや、すまない。いいではないかエリー。こんな気安いやり取りができるのもココだけだ。改めるのは惜しいと思うぞ」

「それはそうですけど……」

　オーグとエリーは、しょっちゅう家に遊びに来る。

　とくにエリーの訪問頻度は高い。

　オーグがいなくても、シシリーに連絡を取り迎えに来てもらうほどだ。

　よっぽど居心地がいいんだろうな。

「それにしても、コーナーももうすぐクロード夫人か。これは色々と考えなければいけないな」

「なにをですか？」

　自分のことでオーグが考えないといけないことがあると言うので、アリスも気になったようだ。

「コーナーがクロード夫人になるとアルティメット・マジシャンズに常じよう駐ちゆうすることは難しくなる」

「あー、そうですね」

　アリスが嫁ぐのは、クロード子爵家の次期当主であるロイスさん。

　ということは、アリスは次期当主夫人として色々な所に顔を出さないといけなくなる。

　アルティメット・マジシャンズの活動をしている場合ではないのだ。

「ウォルフォード夫人、ビーン夫人も今は産休中だ。恐らく、今後も産休を取ることが多くなるだろう」

　それって、二人目、三人目が産まれることは確定ってことかよ。

　まあ、否定はしないけど。

「それに、カールトンやメッシーナだって今後どうなるか分からん。そうなると、アルティメット・マジシャンズは人材不足になってくる」

「そうだなあ……」

「それに、私もその内王位を継ぐことになるしトールやユリウスも次期当主だ、いずれお前も歳を取る。折角生まれた超国家的な組織なのに、我々の世代だけで終わらせるのはあまりにも惜しい」

「……ああ、分かった。つまり、俺たちの後継者が欲しいってことだろ？」

「その通りだ」

　後継者かあ。

　確かに、このアルティメット・マジシャンズという組織は俺たちありきで成り立っている。

　俺たちがいなくなれば、組織自体が存続できない。

　しかし、一年間活動をした結果、各国からの評判はすこぶる良い。

　このまま失くすには惜しい組織になってしまったということだ。

「ということは、新しいメンバーを入れるってことか？」

「そうなんだが……これもまた悩ましいところでな」

「なにが？」

「私たちは、お前の前世の知識をもとに他にはない実力を手に入れた」

「ああ」

「しかし、この力は使い方を間違えれば新たな火種になる。おいそれと教えるわけにはいかん」

「まあ、そうだよなあ」

　俺は、世の魔法使いの実力を知らなかったために安易にオーグたちに前世の知識をもとにした魔法を教えてしまった。

　結果は、全員この世界では隔かく絶ぜつした実力の持ち主になった。

　俺たちは元同じクラスでいつも一緒にいた仲間。

　だからこそ悪用はしないと信じられるけど、新しく仲間になる人はどうか分からない。

　もしかしたら、野や心しんを隠して近付いてくる人間もいるかもしれない。

　そんな人間に、前世の知識をもとにした魔法を教えてしまうと、折角魔人を倒して手に入れた平穏が人間の手によって壊れるかもしれない。

　それは、以前からオーグに口を酸っぱくして言われ続けていることなので、俺たちの直弟子と言ってもいいメイちゃんにも教えていない。

「俺の知識を教えないとなると、実力不足は否めないってことか」

「そういうことだ。アルティメット・マジシャンズは世界最高峰の魔術師集団でなければならない。これは私の意思ではなく、民意だ」

「皆は俺たちにそうあって欲しいと思ってるってこと？」

「そうだ。だからこそ、私たちに全幅の信頼を寄せてくれていると言っていい。そこに実力が足りず、依頼をこなせないものが入ってみろ、信頼を失うぞ」

「そうかあ」

　確かに悩ましいな。

　人材は確保したいが、アルティメット・マジシャンズに入団させる条件は厳しくせざるをえない。

　すると、該当する人物がいなくなる。

「うーん、そうなるとアルティメット・マジシャンズの下部組織みたいなのを作るしかないのかなあ」

　俺が思いついたのは、前世のプロスポーツ組織だった。

　そこでは、入団してすぐの選手はまず二軍とかマイナーとか下部組織に入って実力を伸ばし、やがて一軍に合流する。

「下部組織か……」

　そう思っての発言だったのだが、意外とオーグの関心を引いたようで腕を組んで考え込み始めた。

「とりあえず見込みのありそうな人間を入団させ、下部組織で育てる……案外いい案かもしれんな」

「そう？　なら入団基準を決めないとな」

　どうやら下部組織を作ることで決まりそうなのでそう言ったのだが、ここで俺はちょっと気になることを聞いてみた。

「そういや、最近メイちゃんの魔法の練習を見てやれてないけど、どれくらいの実力になってるんだ？」

　メイちゃんは、この春から中等学院三年生になった。

　中等学院から魔法の実践授業があるので、メイちゃんが中等学院に入学してからは練習を見ていない。

　俺の前世知識を教えずにどれくらい実力が伸びたのか、メイちゃんが基準になるのではないかと思ったのだが……。

　聞かれたオーグの顔は、非常に渋いものになっていた。

「……もうそろそろ、災害級の魔物なら単独で討伐できそうだな……」

「はあっ!?」

　オーグの言葉に、一番に反応したのはばあちゃんだ。

「ちょっ！　それは本当かい殿下!?　マーリンだって、高等学院一年生のときに大型の魔物を討伐するのに四苦八苦してたのに、中等学院三年になったばかりで災害級!?」

「確かに……それはちょっと凄いのお……」

　ばあちゃんだけでなく、爺さんも驚いている。

　それはそうだろう、なんせ自分の若い頃より強いと言っているようなものだ。

　オーグの発言に、シシリーとエリーも驚いている。

　動じていないのはアリスだけだ。

「アリスは知ってたのか？」

「まあねえ、メイ姫様を魔物討伐に連れて行ってたのはあたしたちだもん」

　アリスがそう言うと、オーグはキッとアリスを睨んだ。

　睨まれたアリスは「スーッ」と吹けもしない口笛を吹いてそっぽを向いている。

「はぁ……普通なら、成人もしていない人間が魔物討伐に行くこと自体が異常なのだがな。この通りコーナーやヒューズが同行しているために遠慮なく魔物討伐をしていたらしいのだ」

　らしいって……オーグは知らなかったのか……。

「それに、メイの学友も一緒らしいからな。友人と遊びに行く感覚で魔物討伐をしていたらしい。ハンター協会も、コーナーやヒューズが一緒にいることで特に問題視しなかったそうだ」

　ああ、有名になり過ぎて妙な信頼を得ちゃったからかあ。

　確かに、魔人すら簡単に倒せるアリスやリンが一緒なら、協会の人もなにも言わないか。

「ちょっと待って、メイちゃんの友達ってあの二人？　確か、アグネスさんとコリン君だっけ？」

「そうだ」

　アグネスさんは、トールやユリウスと同じように幼い頃からメイちゃんに付けられた側付きだ。

　家柄、人格共に問題ないということで選ばれたらしいけど、二人は本当に仲がいい。

　親友と言っていい間柄だ。

　コリン君は、実は俺も幼い頃からお世話になっているトムおじさんの息子だ。

　平民だけど、とある出来事が縁で男の子としては珍しく王女であるメイちゃんの側付きをしている。

　ばあちゃんの信頼も篤いハーグ商会会頭であるトムおじさんの息子として、こちらも家柄には問題ないとされ初等学院の頃から一緒にいる。

　この二人、実は初等学院の頃に俺たちが直接魔法の指導をしたことがある。

　メイちゃんの提案にアリスとリンが悪ノリした結果なのだが、他より早く魔法の練習をし始めたからか同年代より魔法の実力は優れているらしい。

「三人とも、大型までなら単独で倒せるようになったよ。災害級は、また三人で連携しないと無理かなあ」

「それでも異常だ」

　これまで、世界最高峰と言われた爺さんが高等魔法学院一年生のときになんとか大型の魔物を倒していたということは、今の時点で過去の爺さんの実力を上回っているということに他ならない。

「まじか……今の子はそんなに進んどるのか……」

　あ、爺さんが若干落ち込んでいる。

「アンタの場合は独学じゃないか。あの子たちにはシンっていう教師がいるんだ、同じ条件じゃないよ」

　おお？　ばあちゃんが爺さんを擁よう護ごした!?

　今まで見たことがない光景に驚きよう愕がくしていると、爺さんが気を取り直した。

「ふむ、それもそうじゃの」

　爺さんは驚愕もしていないし珍しがってもいない。

　こういうところは元夫婦って感じがするな。

　っていうか、また一緒に暮らし始めて何年も経ってるんだから籍も元に戻せばいいのに。

　そんなどうでもいいことを考えていると、ばあちゃんがオーグの方を向いた。

「それで、他の子たちもメイちゃんたちと同じくらいの力を持ってるのかい？」

「いえ。シンの直接指導を受けたからでしょうか、その三人だけ突出しています」

「ということは、全体的なレベルはそう変わってないってことかい？」

「そうでもないです。シンが私たちや魔法師団にもたらした情報、魔法の基本は詠えい唱しようではなく魔力制御にあるということはすでに広く知れ渡りましたから、学生のレベルは年々上がっています」

　そうなのか。それは初めて知った。

　俺の知ってる世界は、実は驚くほど狭い。

　結局、高等魔法学院でもＳクラスの人間としか交流がなかったし、それ以外の場所でもディスおじさんやメイちゃんなど王族とか、シシリーの実家とかしか交流がなかったりする。

　……よくよく考えると凄い歪いびつな交友関係だな。

　俺、身分は平民なのに。

　最近は、シルバーを通じて子供たちのママさんやパパさんたちと多少の交流はあるが、魔法に関する仕事をしている人はいない。

　なので、今の魔法界がどうなっているのか、正直に言うとあんまり詳しくない。

　魔法師団とも交流はないしな。

　しかし、子供たちのレベルが年々上がっているのなら、オーグの懸念は解消できるんじゃないだろうか？

「それならさ、まずはメイちゃんたちをアルティメット・マジシャンズに入れたら？」

　俺がそう言うと、オーグが凄い険しい顔をした。

「確かに、今の子供らの中ではメイたちの実力は飛び抜けている。しかし、世間はそれを知らない。そんな中でメイを入れてみろ。アルティメット・マジシャンズは縁えん故こで新規採用をする団体だと思われるぞ」

　ああ、そうか。

　俺たちは気軽に接しているけど、メイちゃんは王族。

　一般の人たちは、メイちゃんのそういう個人情報は手に入れられない。

　そんな中でメイちゃんをアルティメット・マジシャンズの追加団員第一号にしてしまうと、縁故と思われてしまう。

　そりゃ、悩むよな。

「それに、そもそもメイは王女だぞ？　いまでさえお転てん婆ばという言葉では言い表せないほどの状況になっているのに、これ以上だと……嫁の貰い手がなくなってしまう」

　おおう。

　そういや、昔ディスおじさんにも同じこと言われた気がする。

　けど、メイちゃんももう十四歳……もうすぐ十五歳か。

　それくらいなら、好きな人の一人や二人できていそうなもんだけどな。

「メイちゃんにそういう話はないのか？」

「さあ？　私もメイの全てを知っているわけではないからな。特に中等学院でのことなど知る由よしもない」

「メイちゃんに興味なさすぎじゃね？」

　王女だろ？

　もしお付き合いしている人がいるなら、王族として知っとくべきなんじゃ……。

「それは私の知るところじゃないな。メイが誰かと付き合うなら調査くらいはするだろうが、それは相手の素行調査くらいだ。メイを害する意図があるかとか、裏社会と繫がりがないかとか」

「それでいいのか？」

「構わんさ。アールスハイドは自由恋愛の国だ。後ろ暗い相手でなければ王族だって誰と恋愛したって構わない」

「へえ」

「だからこそ、これ以上暴れられると困るのだ。その内、行き遅れ王女とか言われるようになったら目も当てられん」

　オーグはそう言うと、本当に疲れたように溜息を吐いた。

　いつも邪険に扱ってるけど、こういうところはちゃんとお兄ちゃんなんだよな、コイツ。

「じゃあ、どうする？」

「とりあえず……メイに関しては、本人の意思は尊重するが第一号とするのは止めた方がいい。その前に入団試験などをして実績を作るべきだろう」

「そうか。じゃあ、下部組織を作って入団試験をするか」

「そうだな、じゃあ試験内容を……」

「ちょっと、二人とも！」

　俺とオーグが試験内容について話し合おうとしたとき、エリーの声がそれを遮った。

「今日は休みに来たのですよ？　それなのに仕事の話ばかりして。もうちょっと家族の時間を大事にしてくださいませ！」

　エリーが、膨れっ面になりながらそう言った。

「そうですよ。お仕事に真面目なのはいいことですけど、今日は家族で一緒に過ごす日です。お仕事のことは忘れてください」

　シシリーにもそう言われてしまえば仕方がない。

　俺たちは、お互い顔を見合わせて肩を竦すくめた。

「そうだな。今日は休日なんだし、仕事の話はナシにするか」

「ああ。すまなかったなエリー」

　エリーたちの言う通りなので、この話は一旦ここで打ち切り、家族との時間を過ごすことにした。

「あれ？　なんか、あたしだけ邪魔者なような気がする」

　アリスがそんなことを言うので、俺とシシリーは顔を見合わせたあとアリスに向かって言った。

「なにを言ってるんだ義姉さん」

「そうですよお義姉さん。お義姉さんも家族じゃないですか」

「……義姉さんはやめてよう、すっごい壁を感じるよう」

　そう言って涙目になるアリスに、俺たちは思わず笑ってしまった。

　こうして、俺たちの休日は和やかに過ぎていった。

　しかし、アルティメット・マジシャンズの新規団員か。

　これは、早急に解決しないといけない案件だな。

　休日が明けたらすぐにでも皆の意見も聞きつつ話を詰めないとな。





　　　　◆






「新規団員、ですか？」

　休日にオーグと話し合っていたことを、アルティメット・マジシャンズの業務終了後に事務所で他のメンバーにも話した。

　事務所で話しているので、事務員さんたちも一緒である。

「確かに、折角できた超国家的組織を、自分たちの代だけで終わらせるのは勿もつ体たいないですね」

「そういうことだ。なので、これから新規団員を迎えるための試験やら体制やらを作り上げなければならない。お前たちも協力してくれ」

『分かりました』

　オーグの言葉に、事務員さんたちも同意した。

　その中で、カタリナさんがスッと手をあげた。

「どうした？　アレナス」

「質問、よろしいでしょうか？」

「ああ、構わん。他の者も、疑問があればどんどん質問してくれ」

「ありがとうございます。それでは、新規団員の募集ですが、どういった条件で行うのでしょうか？」

「なるべく自分たちで育成したいからな。各国の魔法学院を卒業予定の者を対象とするつもりだ」

　オーグがそう言うと、カタリナさんは難しそうな顔をした。

「どうした？」

「あ、いえ。それは来年卒業予定の人を対象にするということですか？」

「ああ」

「先日卒業した人は？」

「その予定はない」

　今は新年度が始まったばかり。

　一番直近の卒業者はつい先日卒業したばかりの人たちだ。

　もう進路が決まってしまっているのでオーグが対象外だと言うと、カタリナさんはますます難しそうな顔をした。

「おい……」

「いやあ、それは反発が起きるかもしれないですね」

　オーグがカタリナさんを問とい質ただそうとすると、イアンさんがそう言った。

「なんで反発が起きんの？」

　俺がそう言うと、アンリさんが「マジか？」っていう顔で俺を見た。

「なんでって……シン様、ご自覚がないのですか？　アルティメット・マジシャンズといえば、魔法使いの最高峰。世界を救った英雄。その一員になれるかもしれないのに、一年早く産まれただけでそのチャンスを逃すのですよ？　途と轍てつもない反発が生まれるに決まっています！」

　アンリさんが、とても熱の籠もった演説をしてくれた。

　まあ……一応、世間で俺たちがどういう風に言われているのかは知ってるつもりだよ？

　けど、なんというか俺たちの認識と世間での認識にズレがあるというか……。

　なんか美化され過ぎてて、正直ついていけないのだ。

「私もそう思います。私が事務員として選ばれたときでさえ色々言われましたから。それが、今は下部組織とは言え将来は団員として仲間になれるかもしれないとなると……」

　アルマさんが、自分が事務員に選ばれたときの体験をもとにそう言った。

「なるべく各国の組織に所属していたことのある人員は遠慮したいのだがな……反発が生まれるのなら仕方あるまい。先日卒業した者と、アルティメット・マジシャンズが発足した昨年の卒業生まで遡って募集してみるか」

　最終的に、来年卒業予定の人と、今年に限って先日卒業した人と昨年卒業した人で入団試験を行うことに決定した。

　来年以降は、新規卒業者のみになる。

　来年卒業予定の人は問題ないけど、今年と昨年卒業した人に関してはすでに各国の魔法師団に所属している人もいるので、ディスおじさんを通して各国にお願いすることにした。

　試験に合格してアルティメット・マジシャンズに入団することになると現在の所属先を辞めてもらわないといけなくなる。

　話を通しておかないと、優秀な人材を引き抜かれたと禍か根こんを残すことになるからね。

　まあ、試験を受けること自体は自由だから、受験するために辞職する必要はないんだけど。

「それで、試験の詳細とか合格基準とかはどうするんですか？」

　話がある程度まとまったところで、マリアが試験について聞いてきた。

「そうだな。試験の内容についてはまだ考えていないが、最低でもゲートの魔法が使えそうな者でないと話にならん。その辺を見極めることになるだろうな」

　オーグがそう言うと、マリアは目を見開いた。

「え!?　ゲートを教えるんですか!?」

「そうだが、なにか問題か？」

「いや、問題って……ゲートって犯罪に使いやすいから使える人間は限定するって言ってたじゃないですか」

「それについての問題は解決したからな。もしゲートを不正に使用したとすればすぐに分かる」

「え？　ああ、あの魔道具ですか……」

　オーグに言われて、マリアはようやく魔ま力りよく紋もん測そく定ていのことを思い出したようだ。

　まあ、あれは主に犯罪捜査に使われるもので、使用者は警備局が主だ。

　ほぼ使うことのないマリアが忘れていてもしょうがないか。

「あと、一番重要なのは人格だな」

「人格ですか？」

　一番重要と言われたのが、実力ではなく人格であるということにマリアは疑問を持ったようだ。

「ああ。一番望ましいのは、優秀で尚なお且かつ謙けん虚きよな人間だな」

「それだけですか？」

　オーグの答えに、ますます疑問が増えた様子のマリア。

　けど、まあ、俺もそれが一番だと思うよ。

「どんなに優秀でも、力に溺れて傲慢になるような人間ならアルティメット・マジシャンズの評判を貶おとしめる結果になってしまいますから」

　マリアの疑問にトールが答えるが、マリアの疑問はまだ晴れない。

「いや、それは分かるけど、そうじゃなくて。他にも見るべきところがあるんじゃない？　犯罪を犯しそうにない人だとかさ」

　その言葉に、オーグは苦笑した。

「そんなことが分かれば苦労しないさ。それに、どんなに清せい廉れん潔けつ白ぱくな人物でも、ほんの少しの誘惑で犯罪に手を染めてしまうことはある。重要なのはそうさせないための意識付けと、万が一問題が起きたときに隠いん蔽ぺいしないことと、厳正な処罰を行うことだ」

「……問題が起きることは仕方がないんですか？」

「今のメンバーなら全員気心も知れているし、そうしないだろうという信頼もある。だが、組織が大きくなればそういう問題はどうしても出てくる。問題のない組織なんてありはしない」

　オーグはそうキッパリと言い切った。

「じゃあ、そのうちアルティメット・マジシャンズの評判に傷が付くようなことも起きるってことですか？」

「そうならないために、厳正な処罰を課すんだ」

「それなら……でも、うーん……」

　マリアは、納得したような、そうでもないような感じでまだ唸っている。

「それより殿下。合格基準はどうするんですか？」

　唸っているマリアをよそに、おそらく入団試験についても仕切ることになるであろうカタリナさんがそう聞いてきた。

　なので、先日俺たちが話し合った基準について伝えると、事務員の皆は目を見開いた。

「お、お姫様がそんなに強いんですか？」

「ああ……残念なことにな」

　オーグからジト目を向けられるが、これはメイちゃんに才能があっただけの話だから、俺は悪くない、はず。

「どうやら魔法に関しての才能があったようでな。それに加えてシンや、マーリン殿、メリダ殿の指導を初等学院生時代から受けている。その結果が、第二のシン誕生というわけだ」

　オーグはそう言うと深い溜め息を吐いた。

　最近よく、嫁の貰い手がなくなると溢しているからなあ。

　まあ、強くなったとは言っても魔法的にだから、外見はそんなこと想像もできないくらい可愛く成長してる。

　そんな心配することないと思うんだけどな。

「それでは、いつ頃試験を行いますか？」

　色々と事務手続きが必要になるからだろう、この一年で事務方のまとめ役になりつつあるカタリナさんがそう聞いてきた。

「そうだな。まず昨年と今年の卒業者だけ先に募集して実施するか。来年卒業予定の者は年明けにでも試験をすればよかろう」

　もうすでに卒業している人は別の組織に所属しているかもしれないから、試験をするならできるだけ早い方がいい。

　その後、試験会場や日程についてはまた後日詳しく決めるということで今日の所は解散となった。

　さて、どれくらいの応募が来るのだろうか？

　全然集まらなかったりして……。

　なんか、急に不安になってきたな。





　　　　◆






『アルティメット・マジシャンズ、新規団員募集』

　その発表は、ディスおじさんを通じて各国に伝えられ、発表された。

　正直、どれくらいの応募が来るのか心配だったんだけど……。

「え？　こんなに？」

　アルティメット・マジシャンズの事務所に来ると、そこには箱詰めされた応募用紙が山のように積みあがっていた。

「まさかの、アルティメット・マジシャンズ新規団員募集ですからねえ。該当者のほぼ全てが応募してきたんじゃないですか？」

　箱に入っている応募用紙を手に取りながら、イアンさんがそう呟いた。

「ある程度予想はしていたが、この量はちょっと想定外だな。少し絞り込まないといけないか……」

　オーグとしてもこの量は意外だったようで、試験方法について再度考え直すことになった。

　その結果、一次試験として各国で絞り込みを行ってもらうことにした。

　そこで選抜された人の素行調査をして、問題ない人に最終試験と面接を受けてもらうことにした。

　そうしないと、試験だけで業務が埋まってしまう。

「では、そのように通達しておきます。審査基準は各国にお任せでいいですか？」

「ああ、それで構わない。人格云々は伝えなくていいからな。まずは実力者を選抜したい」

「分かりました」

　カタリナさんはそう言うと、テキパキと書類を作成し始めた。

　草案をカタリナさんが作り、アルマさんが清書。

　それをアンリさんが王城に持って行った。

　その様子を見ていたオーグが、なにやら考え事をしている。

「どうした？」

「いや、うちの事務員たちは優秀だなと思ってな」

「なにを今更。元々、各国でもエリートを選抜してもらってるじゃないか」

「まあな。それより、団員が増えるとなると事務員も増員した方がいいか……」

「また各国にお願いすんの？」

「いや、今回は公募にするか。あまり優秀な人間を引き抜いても恨みを買うかもしれんからな」

　そういうわけで、事務員さんたちの増員も検討することになった。




　そういう話があった週の週末、俺の家に訪問者があった。

「シンお兄ちゃん！　お話があります！」

　リビングに開いたゲートから出てきて、開口一番にそう言ったのはメイちゃんだ。

「お、メイちゃん久しぶり」

　中等学院生になってから色々と忙しいらしくあまりうちに来ることがなかったメイちゃんが、オーグと共にやってきたのだ。

「めいちゃん！」

　メイちゃんに久しぶりに会ったシルバーはテンションが上がり、飛びついていた。

「わあ、シルバーちゃん！　また大きくなったです！」

「えへへ」

　飛びついてきたシルバーを抱き留めたメイちゃんは、そのままシルバーを抱っこして頰ずりした。

　シルバーも、滅多に会えないお姉ちゃんに受け入れられて嬉しそうだ。

「いらっしゃいませメイ姫様」

　シシリーはシャルを抱っこしてるのでソファーに座ったまま挨拶をした。

　メイちゃんは、そのシシリーの腕に抱きかかえられているシャルを見つけ、目を輝かせた。

「シャルちゃん！　こんにちわ！　メイお姉ちゃんですよ！」

「あぅ？」

　突然現れた見知らぬお姉ちゃんに、シャルはビックリして固まっている。

　まあ、生まれたばかりの頃に見に来ているのだが、当然シャルはそんなこと覚えていない。

　っていうか、今会ったことも覚えてないだろう。

　赤ちゃんだし。

　ともかく、シャルにとっては初めて見る人。

　あまり人見知りはしない子だけれど、初めて見る人なので驚いているんだろう。

「あはは、可愛いです」

　メイちゃんはそう言いながらシャルの頰をぷにぷにと突っつく。

「あぅ、きゃあ！」

　構ってもらえて嬉しいのか、シャルは笑いながらはしゃいでいる。

　もう戸惑っている様子はない。

「うふふ、可愛い……」

　シルバーを抱えシャルを構う。

　その状況に、メイちゃんの顔がだらしなく蕩けている。

　今のメイちゃんは中等学院の三年生で、もうすぐ十五歳。

　第二次性徴を迎え、背も伸び、体形も女性らしくなった。

　けど、中身はあんまり変わってないなあ。

　見た目は美少女なのに、だらしない表情のせいで色々台無しだ。

　そんな、残念な子を見る目で見ていると、メイちゃんの頭にチョップが振り下ろされた。

「んぎゃっ！」

「お前は、一体なにをしに来たんだ？」

　頭を押さえて涙目になっているメイちゃんに、オーグが呆れたようにそう言った。

　メイちゃんにはまだゲートの魔法を教えていないから、ゲートが開いたということはオーグが一緒に来ているということだ。

　そういえば、ゲートから出てきたときに話があるとか言っていたな。

「はっ！　そうでした！　シンお兄ちゃん!!」

　メイちゃんは、シルバーを下ろし俺を真っすぐに見てきた。

「なに？」

「私も、アルティメット・マジシャンズに入りたいです!!」




　……。
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「ん？」

「ん？　じゃないです！　非ひ道どいです！　アルティメット・マジシャンズは新規団員を募集すると聞いたです！　それなのに、私に声をかけてくれないなんて!!」

「いや、メイちゃん、募集要項見た？」

「ぼしゅうようこう？」

「こんな人を募集しますってやつ」

「見てないです」

　やっぱりか。

　メイちゃんは、俺らが新規団員を募集するって言葉だけ聞いて飛んで来ちゃったんだな。

「あのね、今回募集したのは昨年と今年の各国高等魔法学院卒業者に限ってるんだよ」

「ええ!?　なんでですか！　別に若くてもいいじゃないですか!!」

「ダメだ」

　メイちゃんの主張を、オーグが一刀両断にぶった切った。

「なんでダメなんですか!?」

「確かに、実力だけで入団させるのなら、お前でも別に構わない」

「じゃあ、私も試験受けさせてくれてもいいじゃないですか！」

「アルティメット・マジシャンズは軍隊じゃない」

　オーグのその言葉に、メイちゃんはハッとした顔をした。

「戦場に駆り出すのならいくら若くても構いやしない。けれど、アルティメット・マジシャンズは軍隊じゃない。民や国の要請を受け、その国の魔法使いでは解決するのが難しい案件や、遠くてすぐには行けない地方の問題を解決するための組織だ。故ゆえに、実力だけでなく信頼も必要になる」

「……子供だと信用してもらえないってことですか？」

「そういうことだ。本当に依頼をこなしてもらえるのか？　派遣された人員を見てそんな不安を抱かせるようなことは、私たちにはあってはならない」

　まあ、俺らもようやく二十歳になるけど、シュトロームや魔人たちを討伐したことは広く知られているから信頼してもらえている。

　逆に言えば、その実績がなければこんなに各国から依頼が来るなんてこともなかっただろう。

　若わか造ぞうの集団だし。

　その若造の集団の、さらに下部組織なんだから、せめて俺らと年齢が近くないと新規団員たちに信頼なんて寄せてもらえないかもしれない。

　そういう意図も今回の募集要項にはある。

　それを聞いたメイちゃんは、しばらく難しい顔をしていたけど、やがて小さく息を吐きだした。

「……分かったです。シンお兄ちゃん、わがままを言ってごめんなさい」

「いや、いいよ。それに、メイちゃんも来年高等魔法学院に入って卒業すれば応募資格が得られるんだから、それからでも遅くないって」

「うー……でも、私、アルティメット・マジシャンズの新団員の第一号になりたかったです」

　ああ、そういう目的もあったのか。

　だけど、残念ながらそれを待つことはちょっと難しいかな。

　人員不足については、訓練の時間もあるから早めに集めないといけないんだよな。

　ただまあ、メイちゃんを新規団員第一号にするのはオーグが前に言っていたように、余計な邪じや推すいを生むからできないんだよな。

　それを説明すると、納得できないのかメイちゃんは唇を尖らせて「むー」っと拗ねてしまった。

「他の人の言うことなんて無視すればいいです。私はなんて言われたっていいのに」

「そんなわけにいくか」

　他人の意見なんて気にしないというメイちゃんに、オーグは深い溜め息を吐いた。

「周囲の意見や噂というのは無視できないものなのだぞ？　もし悪意を持って噂を流されたらそれが我々の評判になる。実情を知らんからな。事実を知らない民たちからすれば、真まことしやかに流れている噂の方が事実になるというわけだ」

「むぅ」

　まあ、これはよくあることだよな。

　ある人に関する良くない噂があったとして、実際にその人と接してみると滅茶苦茶いい人だったとか。

「シンを見てみろ。実際はこんな無茶苦茶な奴なのに、あの本のお陰で世間のイメージはまるで聖人のようだ」

「俺のことかよ!?」

　っていうか、あの本は王家編纂だろ！

　そもそもの原因は王家にあるんじゃねえか！

「え？　シンお兄ちゃんは立派な人ですよ？　本の内容とあんまり変わらないです」

「ちょっと、メイちゃん？」

　え？　メイちゃんの中の俺って、あの本に書かれてる俺と乖かい離りないの？

「ほう……これだけ親しいメイにもそう思われているのか。印象操作は完璧にできているな」

「はあっ!?」

　印象操作って！　やっぱり、あれは意図的に書かせたのか!!

「てめっ！　オーグッ！　やっぱりそういうことだったのかよ!!　あれのお陰で俺がどれだけ恥ずかしい思いをしたか!!」

「しかし、そのお陰でお前を恐れる者はいなかっただろう？」

「それは、そう、だけど……」

「私としても、お前が必要以上に恐れられることは避けたかったからな」

「オーグ……」

　俺の評判を気にして……。

「……その割には、大爆笑したって聞いたけど？」

　オーグは誰より先に原稿を見ているので、本になる前に目を通している。

　その際に、呼吸が苦しくなるくらい爆笑していたと聞いたことがある。

「……」

「……」

「……っんふ」

「てめえ！　やっぱり面白がってんじゃねえか！」

　おのれ。

　今も思い出して笑いを堪えてんじゃねえか。

　堪えられてねえけどな！

「まあ、冗談はともかく、噂は侮れんということだ。メイが入る前に何人か新規団員を入れて、そのあと高等魔法学院をちゃんと卒業し、試験を突破すればおかしなことを言う輩やからも少なくなるだろう」

「……分かったです」

　くそ、結局冗談で誤魔化されてしまった。

　それはともかく、メイちゃんはオーグの説得で、ようやく諦めてくれたようだ。

「あ、ところでメイちゃんの進路って高等魔法学院でいいの？　その前提で話してたけど」

「もちろんそのつもりです！」

「まあ、実技は問題ないだろうが、学科は？　ちゃんと勉強もしているのか？」

　オーグがそう言うと、メイちゃんの動きが止まった。

「めいちゃん？」

　今まで俺たちの話を大人しく聞いていたシルバーも、突然固まったメイちゃんを見て不思議そうに声をかけた。

　その声で我に返ったのか、メイちゃんはゆっくりと俺たちを見た。

「えへ」

　そう言って片目を瞑つむり、小さく舌を出して頭に手を当てる。

　あー……こんなわざとらしいテヘペロが出るってことは……。

「お前……まさか実技ばかりで学科はおざなりにしているんじゃ……」

「そ、そんなことないですよ!?」

　そういうメイちゃんの目は泳ぎまくってる。

　これは、メイちゃん、ピンチか？

「分かった。これから学科の成績が悪ければ実技は禁止にしよう」

「そんな!?　お兄様は鬼です!!」

　そ、そこまで言うほどか？

　鬼と言われたオーグは、その言葉とは裏腹ににこやかに微笑んでいた。

　……逆に、その笑顔が怖……。

「ひっ！」

「そうか。妹を思う兄心が分からないとは悲しいな。それでは、私がお前を本当に心配しているのだと分からせることにしよう」

「いえ！　分かります！　十分理解しました!!」

「いやいや、そんなはずがない。ここはキチンと態度で示さなければ」

「示さなくていいです!!」

「さて、シン。私たちはやることができた。今日はこれで失礼する」

「助けてください！　シンお兄ちゃん!!」

　オーグからは暇いとまの挨拶を、メイちゃんからは帰りたくないという懇願を受けたが……。

「お、おう。じゃあ、またな、オーグ」

「シンお兄ちゃん!?」

　すまん、メイちゃん。

　あのオーグに逆らうのは、俺も怖い。

「ああ、またな。ほら、行くぞ、メイ」

「いぃやあぁああ!!!!」

　オーグは、涙目のメイちゃんの襟えり首くびを摑んで引ひきずって帰って行った。

「……大丈夫かな？　メイちゃん」

「え、あー、どうでしょう？」

　オーグが自分にも他人にも厳しいのはシシリーも知っているから、これからメイちゃんが遭遇するであろう困難を簡単に予想できるんだろう。




　メイちゃんの襲撃のあった翌日、アルティメット・マジシャンズの事務所でその顚てん末まつを話した。

　その話を聞いたアリスは、妙に納得した顔をしていた。

「あー、メイ姫様ならそう言うだろうなあ。あの子、いつも将来はアルティメット・マジシャンズに入りたいって言ってるから」

「そうなの？　それじゃあ、コリン君とアグネスさんは？」

「コリン君は将来ハーグ商会を継ぐって言ってる。アグネスさんは、多分コリン君に嫁入りするんじゃない？」

「あ、やっぱりそうなんだ」

　俺が面倒見てた初等学院のころから、アグネスさんのコリン君に対する好意はバレバレだったからなあ。

　上手くいってるんなら良かった。

　そして、自分にも相手ができたため、アリスも他人の恋愛事情について嫉妬することがなくなった。

「メイちゃんにそういう話はないのか？」

「さあ？　そこまで聞いたことはないなあ。中等学院の付き合いも知らないし」

「リンも？」

「他人の恋愛事情に興味ない」

「あ、そう」

　リンは、相変わらず魔法以外のことに興味がなさそうだ。

「そういえば、今年の高等魔法学院の志願者は史上最多を更新しそうらしいですけど、姫様は大丈夫なんですか？」

　そう聞いてきたのはシャオリンさんだ。

「え？　そうなんですか？　っていうか、なんでシャオリンさんがそんなこと知ってるんですか？」

　意外な人からの情報に、思わず訊ねてしまった。

　するとシャオリンさんは、小さく溜め息を吐いた。

「いよいよ語学学校を開設するので、生徒を募集するために中等学院にも色々と広報活動をしているのですが、今中等学院生には魔法の私塾が一番人気なんです」

「へえ、そうなんだ」

「語学学校もいわゆる塾ですから、魔法使いの素質がなくて経法学院を目指している生徒には受け入れてもらえてます。ですが、少しでも魔法使いの素質がある子は、こぞって魔法使いの私塾に通いだしたそうです」

　ああ、なるほど。それで知ってたのか。

「ということは、来年の高等魔法学院受験者って相当な数になりそうってことか」

　メイちゃん、実技は大丈夫だろうけど学科は大丈夫か？

　オーグに引きずられて帰って行ったので、その後どうなったのかとオーグを見た。

　俺の視線に気付いたオーグはフーッと小さく息を吐いた。

「アイツは本当に感覚派だからな。シンのように理詰めで考えないから、相当フワッとした知識しかもっていなかった」

「……マジか」

「まあ、実技は実際に確認したから問題ない。合格はするだろうが、Ｓクラスに届くかどうか微妙なラインだな」

「へえ。でもまあ、アルティメット・マジシャンズの応募要項は高等魔法学院卒業者なんだからクラスは関係ないんじゃない？」

「それはそうなんだが、できればＳクラスが望ましいな。少人数だからいざという時対処しやすい」

「王族だと、そんなことも気にしないといけないのか」

「まあな。それに、ハーグとドネリーは学科も優秀らしいから間違いなくＳクラスになるだろう。そう言ってやったら必死になって勉強を始めたよ」

　ハーグとはコリン君のこと、ドネリーとはアグネスさんのことだ。

「へえ。それじゃあ、なんとか間に合うかな？」

「色々と目標ができたからな。モチベーションも上がったんだろう、珍しく自室でも勉強しているな」

　珍しくって……。

　メイちゃん……。

　そんなやり取りがあり、来年以降も新規入団希望者は問題なくいそうだと確認してからしばらく経ったころ、各国から一次選抜が終わったと連絡があった。

　その一次選考通過者をオーグと俺で確認していたのだが……。

「……ダームの一次選抜者の人数が多いな」

「そうだな……」

　ダームは、先日のエリー襲撃事件の首謀者がいると目されている国だ。

　結局、ダームが関与していた証拠も見つからず、犯人の目星もついていない。

　だが、状況的に怪しいことには変わりなく、オーグは今も警戒を緩めていない。

　そりゃ、自分の嫁と子供が狙われたんだから当然だな。

　そんなダームから送られてきた一次選抜合格者の人数が、他の国と比べて随分多い。

「どうしても穿うがった見方をしてしまうが、数を送り込めば一人くらい通過するとでも思われているのだろうか？」

「……こりゃ、選抜条件をかなり厳しくするしかないかな？」

「下部組織とはいえ、お前の直接指導を受けさせるんだ。元々そのつもりではあったがな。ダームからの候補者は特に注意して素行調査をすることにしよう」

　実際には、エリーを襲撃した犯人とはなんの関係もない人もいると思うけどね。

　どうしてもフィルターを通して見てしまう。

　それにしても、アルマさんは可か哀わい想そうだな。

　尋問の結果、アルマさんの身の潔白は証明されている。

　事務所内に目を向けると、自分の机で真面目に仕事をしているアルマさんがいる。

　他の事務員さんたちと打ち解けたことで働きにくいということはなさそうだ。

　アルマさんの仕事は書類の清書や報告書の作成で、その仕事ぶりはアールスハイドの王城勤務の文官さんたちのお墨付きだ。

　勤務態度も真面目だし、能力も高い。

　それなのに、母国はオーグから疑惑の目を向けられている。

　いたたまれないだろうな……。

　俺はそう思いながらカリカリと書類にペンを走らせているアルマさんを見ていた。

　そういえば……。

「タイプライターとかないんだな」

「タイプライター？」

　ポソッと呟いた俺の言葉に、オーグが反応した。

「なんだそれは？　また前世にあった道具か？」

「え？　ああ、声に出してたか。そうそう、機械式で文字を紙に書く道具のこと。この世界の文字様式ならあった方が便利だと思うんだよ」

「ふむ……具体的にどんな道具なのだ？」

　そう聞かれたので、俺はイラストも使いながらタイプライターの説明をした。

　最初は興味本位といった感じだったオーグの顔が、みるみるうちに輝きだした。

　え、なに？

「シン！　こいつをすぐに作ってくれ！　早急にだ!!」

「お、おお。お前がそう言うなら作ってみるけどよ……どうしたんだよ？」

　オーグの食い付き方が半端じゃない。

　鬼気迫っていると言ってもいい。

「これがあれば書類作成の時間が大幅に短縮できる！　読み辛い書類に頭を悩ませずに済む！　素晴らしいではないか!!」

　オーグの絶賛が凄い。

　あまりに大きな声を出していたので事務員さんたちも仕事の手を止め俺たちを見ている。

「どうかしたんですか？」

　その事務員さんたちを代表してカタリナさんが聞いてきた。

「うむ。シンが素晴らしい発明のアイデアを思い付いてな。思わず興奮してしまった」

「素晴らしい発明……殿下がそう言うということは、作っても問題ないものなんですね。なんですか？」

　俺の作る道具に敏感なトールも会話に参加してきた。

「それはだな……」

　オーグが先ほど俺が説明した内容を話すと、事務員さんたちとトールの目が輝きだした。

「素晴らしいです、シン殿！　すぐ！　すぐに作りましょう!!」

「ええ！　ええ!!　今すぐ！　早急に作ってください!!　それはまさしく私たちの救世主になります!!」

　オーグと同じく、トールとカタリナさんも食いつきが凄い。

　カタリナさんだけじゃなく、他の事務員さんたちも同じく期待に目を輝かせている。

　そんな中、アルマさんがおずおずと手をあげた。

「ん？　どうしたのアルマさん？」
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「あ、あの……」

　アルマさんは、モジモジしながらも俺の目を見て言った。

「お、お金は払うので、個人用に一つ売ってもらえませんか？」

「個人用？」

「はい、あの……それがあれば、執筆が凄くはかどると思うので……」

　自分が小説家であることをカタリナさん以外の事務員にもカミングアウトしているアルマさんがそう言った。

「それは素晴らしいです!!　執筆速度が上がるということは、アマーリエ先生の新作がすぐに読めるということですね!?」

　アマーリエはアルマさんのペンネームである。

　そのアマーリエの大ファンであるカタリナさんが、さっき以上の熱量で熱弁を振るっている。

　仕事より趣味か。

「シン。これは王太子である私からの緊急依頼だ。早急にそのタイプライターの製作に取り掛かってくれ」

「い、いいけど。またビーン工房にお願いすることになるから……開発に時間がかかるかも」

　ビーン工房は今、自動車の解析と製造も始めている。

　その合間に製作するとなると、時間も人員も足りな……。

「車なぞ後回しでいい！　それより、これを最優先にしてくれ！　なんなら王命を出す!!」

「そんな大事にすんな!!　分かったから！　親父さんにはそう言っとくから!!」

「頼んだぞ!!」

　……こんなオーグは初めて見るな。

　隣には同じく必死な顔のトールや事務員さんたちの顔も見える。

　よほど書類仕事に辟へき易えきしているらしい。

　これは、早急にタイプライターを完成させないと事務所内暴動が起きるかもしれん……。

「スマン、マーク。また無理させるわ……」

「はは……殿下の御用命とあれば致し方ないッスよ。それに、確かに車よりそっちの方が優先度が高そうッスし」

　ビーン工房に無理をさせるとなると、マークも無関係ではいられなくなる。

　なのでマークに詫わびると、苦笑しつつも容認してくれた。

「はあ、こんなことならもっと早くに作っときゃよかったな」

「しょうがないッスよ。俺らにはそういうの必要ないんスから」

「それもそうか」

　そういうわけで、事務員さんたちが新規団員の入団試験の準備に奔ほん走そうする間、俺とマークはタイプライターの製作に奔走することになった。

　はあ、不用意な一言で急に忙しくなったな。





　　　　◆






「うああ……忙しいぃ……」

　アルティメット・マジシャンズ新規入団試験が近付いたある日、俺は事務所の自分の机に突っ伏していた。

　一年もこういった活動をしていると緊急の案件もなくなり、最初の頃のように毎日全員が出動するということもなくなってきた。

　つまり、アルティメット・マジシャンズの活動はそんなに忙しくないのだが……。

「なに？　随分お疲れね」

　俺と同じく、今日は出動がなく事務所待機だったマリアがそう聞いてきた。

「ああ……オーグからタイプライターの製作を急かされててさ……それ以外にも、固定通信機のインフラ工事が始まるし、例のリーグも始まるからその準備もあるし……」

　先日、ここでついポロリと漏らしてしまったタイプライターの話にオーグがメッチャ食い付いてきて、とにかく最優先で開発してくれと依頼してきた。

　その熱量は尋常ではなく、国の上層部を説得して開発補助金までもぎ取ってきた。

　オーグのプレゼンを聞いた上層部の人たちも全会一致で賛成したらしい。

　……どんだけ書類仕事に不満抱えてるんだよ……。

　お陰で俺もビーン工房の親父さんも嫌とは言えず、ビーン工房の従業員総出で開発に取り組んでいる。

　どういうものかという完成形は分かってるんだけど、細かい機能なんかは知らなかったので、これはどうする？　あれはどうする？　って試し行こう錯さく誤ごしているのだ。

　それに加えて、いよいよ固定通信機を一般開放することになった。

　事業そのものは国へと譲渡したものの、その過程で色々と意見を求められる。

　これも、完成形は分かってるんだけど、そこに至る道筋を知らなかったため、試行錯誤が続いている。

　特に交換所だな。

　そして、例のリーグとは、俺たちが遊びで始めたマジカルバレーがいつの間にか国民に広く普及し、国民的スポーツになった。

　それならプロリーグを作って、エンターテインメントにしてしまおうという企画が立ち上がった。

　元々は、貯まっていく一方だったウォルフォード商会の資金を世間に還元するという意味で企画していたものだが、これに多くの人が食い付いた。

　アールスハイド国内にある各街に一つプロチームを作り、年間を通してホームアンドアウェーで試合をするのだ。

　その試合会場や練習場、クラブハウスの建設に日程の調整やスポンサーの選別、ルールの確定など……。

　色々とやることが山積した結果、それらを統括するアールスハイド・マジカルバレー協会が発足し、それの会長に俺が選ばれてしまったのだ。

　毎日毎日、身体を動かすことは少なくなったが頭はフル回転のため、なんとも言えない倦けん怠たい感かんに苛さいなまれているのだ。

　そう言った俺に、マリアは呆れた顔を向けていた。

「どんだけ抱え込んでんのよ？　それに加えて新規団員の入団試験もあるんでしょ？　死ぬわよ？」

「分かってるよ……」

　分かってるけど、どれも放り出すわけにはいかないんだよ……。

「けど、ここさえ乗り切れば……あとは自動的に動き出すはず！」

　なにごとも、立ち上げが一番しんどいのだ。

　それが済んで軌道に乗ってしまえばあとは楽ができる！　はず！

「毎日シシリーに癒いやしてもらってるんだけど、どうにも頭の疲労が抜けなくてさ」

　俺がそう言うと、マリアの頰がちょっと赤くなった。

「ちょ、サラッと夫婦の営みを溢すんじゃないわよ！」

　ふうふのいとなみ？

「違えよ!!　毎日シシリーに回復魔法を使ってもらってるんだよ!!」

　なんでシシリーに癒やしてもらってるのが夫婦の営みに繫がるんだよ！

「ま、紛らわしいこと言ってんじゃないわよ!!」

　勘違いしたことが恥ずかしかったのか、マリアは顔を真っ赤にして反論してきた。

　いや、勝手に勘違いしたのはそっちだろうに。

　それにしても、勘違いを恥ずかしがっている様子は見られるけれども、羨ましがっている様子は見えない。

　以前のマリアなら舌打ちくらいはしそうなものなんだけど……。

　これはあれか？

　そう思い付いた俺は、思わずマリアをニヤニヤと見つめてしまった。

「……なにニヤついてんのよ？　〆しめるわよ？」

「なんでだよ!?」

　なんて理不尽な!?

「まあ、その様子だと上手くいきそうなのか？」

「……ノーコメントで」

　マリアはそう言うと、赤い顔のままそっぽを向いた。

「それって肯定してるようなもんだけど……」

「あ？」

「いえ、なんでもありません」

　マリアにギロリと睨まれた俺は思わず日和ってしまった。

　こわ……。

「それより、入団試験の方は大丈夫なの？　そんなに忙しそうにしてて不備とかあったら洒落にならないわよ？」

「それは大丈夫だろ。入団試験に関してはオーグが取り仕切ってるし」

　下部組織とはいえ、超国家的組織であるアルティメット・マジシャンズに所属する者を選抜する試験である。

　最終試験受験者に関しては、各国を巻き込んだ徹底的な素行調査が行われている。

　すでに、何人か弾かれた人がいるらしい。

　……やっぱりそういう人がいたかという感想なのだが、こういう徹底的な調査は民間ではできない。

　なのでオーグが主導して調査を行っているのだ。

　最終的には、その素行調査をクリアした人を最終試験でさらに選抜する予定である。

　そのことを話すと、マリアは腕を組んで難しい顔をした。

「弾かれた人がいるってことは、よからぬ組織がアルティメット・マジシャンズに入り込もうとしてたってこと？」

「それもあるけど、それだけでもないみたいだぞ」

　やはりというかなんというか、弾かれた人間はダームが選出した人間が一番多かったらしいけど、他の国の出身者も何人かいた。

　そして、アールスハイド出身者にも弾かれた人がいた。

「人格的に問題があったり、素そ行こうが悪かった人もいたみたいでな。そういう人も弾いたらしい」

「評判を貶める可能性のある人間ってことね」

「だな」

　その結果、大勢いた応募者は大分絞り込まれたらしい。

　あとは、最終試験での実技と面接で新規入団者を決める。

　最終試験でもう一度実技を行うのは、ゲートが使えるだけの力があるかどうかの見極めが俺たちにしかできないから。

　面接は、直接その人を見ないと判断できないからだ。

　受験者が噓を吐いているかどうかを見極めるために、アルマさんにも使用した例のペンダントを使用してはどうかという意見もあったけど、それはいくらなんでも行き過ぎた行為だということで却下された。

　要は、自分の目で見極めろってことね。

　まあ、徹底した素行調査もしているから問題ないとは思うけどな。

　そういうわけで、新規入団試験についてはもうすぐ最終試験受験者が決まる。

　一次試験も含めた合否結果は、それから一斉に発表されるらしい。

　そして、最終試験が終わって合格者が出れば、今度は下部組織所属者としての訓練が始まる。

　担当は俺。




　……。




「アンタ……本当にヤバイんじゃない？」

「誰か手伝ってくれないかな……」

　タイプライターの開発に、固定通信機の設置、新たなエンタメの立ち上げに加えて新人教育まで上乗せ……。

　一気に被りすぎだろ！

　机に突っ伏して頭を抱えたとき、事務所にゲートが開いた。

「最終試験選抜者が決まったぞ。ん？　どうしたシン。机に突っ伏して」

　書類を手にしたオーグがゲートから出てくると、俺を見て首を傾げた。

「あー、その最終試験で合格者が出たらシンが新人教育をするんですよね？　仕事が被りすぎて倒れそうなんだそうです」

「ああ……」

　オーグは納得したような、それでいて憐あわれみも含んだ声でそう呟いた。

「そうだな、シンに任せるのが一番だと思っていたが、さすがに抱え込ませ過ぎか……なら、お前はゲートを教えるだけでいい。それ以外の基礎能力の向上は手の空いている者で行うことにするか」

「ですね。私もそれで構いませんよ」

　オーグの提案に、マリアも賛同してくれた。

「お、お前ら……」

　俺は、友人たちのありがたい言葉に涙が溢れそうになるほど感動した。

　なんて、なんていい友人たちを持ったんだ俺は！

「事務所待機って暇なんですよね」

「……」

　マリアはそう言いながら「うーん」と背伸びをした。

　……。

　くそう！　俺の感動を返せ!!





　　　　◆






『アルティメット・マジシャンズ新規団員募集』

　その告知は、アールスハイドだけでなく周辺の国々にまで及び、各国に激震が走った。

『史上最強の魔法士集団』

『魔人王戦役の功労者』

『世界を救った英雄』

　数々の異名で語られることの多い彼らは、広く民衆から慕われていた。

　できることなら、その一員になりたい。

　魔法使いなら一度はそんなことを考えるほどだ。

　だが、アルティメット・マジシャンズは高等魔法学院の同級生たちだけで作られた組織で、身内色が強く、外部からの加入は難しいだろうと思われていた。

　それが突然の新規団員募集である。

　当然、各国の魔法使いたちは色めき立ち、そして大半が絶望した。

　なぜなら新規団員募集の募集要項に『昨年と今年、各国の高等魔法学院を卒業した者』という条件が記載されていたからである。

　一昨年より前に高等魔法学院を卒業した者には受験資格すら与えられなかった。

　となると、大半の魔法使いはその条件から外れてしまうために、あちこちで嘆き悲しむ声が上がったというわけである。

　中には抗議しようとした者もいたが、各国担当者から「各国の組織に長く勤めていた者は内部事情も知っていよう。所属して一年程度なら組織の機密まで知り得ないだろうという配慮なのだよ」という言葉に、渋々でも納得せざるを得なかった。

　そんな中、幸運にもその条件に該当していた者たちはこぞって応募した。

　最初は、アルティメット・マジシャンズの事務所があるアールスハイドにて試験を行うと思われていたが、応募者殺到のため急きゆう遽きよ各国で一次試験が行われることになった。

　一次試験が終わってから数週間という、選考期間にしては少し長く感じるほどの時間が流れたころ、ようやく一次試験合格者が発表された。

　その合格率は異常なほど低く、合格者は総受験者の一割にも満たなかった。

　不合格者の心情としては「やっぱりな」という感情を抱いた者が大半だった。

　受かるとは思っていなかったけれど、試しに受けてみようという者が多かったのだ。

　だが、中には自分が不合格になったことに憤りを感じる人間もいた。

「はあっ!?　なんで俺が不合格なんだよ!!」

　その人物は、彼の国の魔法学院において常に主席だった。

　彼に敵かなう者などなく、彼の国の魔法師団にも幹部候補生として入団していた。

　そんな人間が不合格になった。

　自分をエリートと信じて疑わない男は、その不合格の通知を震える手で握りしめていた。

「なんでだ……なんで俺が不合格なんだ……」

　そう呟く男に、同僚が慰なぐさめるように肩を叩いた。

「まあまあ、今回ほとんど落ちたらしいから、そんなに気落ちしなくてもいいだろ」

　その同僚はそう言うと、自分にも送られてきた不合格通知をヒラヒラと男に見せた。

　だが男は、そんな同僚の手を払いのけた。

「うるせえっ！　お前と一緒にすんな!!　お前が落ちるのは当然だろうが、俺が落とされるのは納得できねえ!!」

「はあっ!?」

　男の暴言に、同僚の顔が一瞬で怒りに染まる。

　だが、確かに男の言う通り自分の実力は自分がよく知っている。

　自分ではこの男に逆立ちしたって敵わないことも。

　なので同僚は、怒りの感情に支配されつつも、それ以上この自分本位で自分が一番だと思っている男に反論することはしなかった。

　もっとも、これがこの男の不合格の原因である。

　一次試験である実技は合格していたのだ。

　そのあとの素行調査で、エリート意識が強く、他者を見下す傾向があり、自分が一番になるためなら他者を貶めることも厭わないという調査結果が上がってきた。

　そんな男が審査を通るはずもなく、早々に弾かれていた。

「なんでだ……俺は同世代で一番なんだ。落とされる謂いわれがねえ！」

　そして、そうした人間は各国にいた。

　そんな中、荒れる男を見て自分宛の合格通知を隠しそそくさと部屋を出て行った人物がいた。

「ど、どうしよう。まさか合格したなんて言えないよ」

　周りが落ち込んだり憤ったりしている中で自分が合格したとは言えない人間が、これもまた各国にいるのだった。

　そんな、自分の合格を他者に自慢しないような人物だけが、最終試験に集められたのだった。





　　　　◆






　アルティメット・マジシャンズ新規入団試験。




　いよいよその最終試験が開始される。

　試験会場は、アールスハイド魔法師団の演習場を借りることになった。

　これから新規団員の訓練を行うことを考えると、自分たちの演習場を確保した方がいいかもしれない。

　俺たちの練習場として例の荒野があるけど、あれはゲートがないと行けないしな。

　新団員が自主練習をするためにも、徒歩で行ける演習場はあった方がいい。

　ちょっとオーグに相談してみよう。

　そんなことを考えていると、オーグが最終試験受験者の前で演説を始めた。

「皆、よく集まってくれた。私はアルティメット・マジシャンズ副長のアウグストだ。これから新規入団最終試験を行う。試験内容は実技、それと面接となる。まずは実技からだ。皆の実力を如何なく発揮してほしい」

　簡潔にそれだけ言うと、さっさと下がってしまった。

　受験者を見ると……ああ、いきなり出てきたのがアールスハイドの王太子だから、ガチガチに緊張してるわ。

　ここに集まっている面子は、徹底した素行調査を経て集められた人材なので、人格的に問題のない人が多く、変に騒いだりする人はいない。

　自信なさげに俯いちゃってる人もいるけど、キリッとした顔で真剣に試験に臨もうとしている人の方が多い。

　そんな真面目な人ばかりな受験者を集めて実技試験を行う。

　高等魔法学院の入学試験のように、自分の得意な魔法を全力で行うのではなく、色々な魔法を使ってもらう。

　ただし、一つ条件がある。

　受験者を実技試験場所まで案内してくれたカタリナさんが、受験者に向けて説明し始めた。

「これから実技試験を行います。今回の試験では自分の使える限りの魔法を色々と使って頂きます。攻撃魔法でも補助魔法でも治癒魔法でも構いません。使える限りの魔法を使ってください」

　その説明で、受験者の顔に肩透かしを食らったような戸惑いが生まれた。

「ただし」

　そんな受験者に向けて、カタリナさんが言葉を続けたのだが、その言葉を聞いて受験者の顔が戸惑いから驚愕に変わった。

「詠唱は一切なし。無詠唱で行って頂きます」

　その言葉を聞いた瞬間、受験者の間にざわめきが起こった。

「む、無詠唱ですか？　それになんの意味が……」

「お答えすることはできません」

　受験者の質問を、一刀両断でぶった切るカタリナさん。

　カタリナさんは見た目が仕事の出来る秘書さんなので、その容貌でキッパリ言われると妙な迫力がある。

　今質問した受験者も、それ以上追及することもできず言葉を詰まらせた。

「他に質問はありますか？　なければ呼び出された方から順番に魔法を披ひ露ろうしてください。それでは……」

　こうして、実技試験が始まった。




「皆さん、お疲れさまでした」

　最後の受験者の実技が終わり、カタリナさんが受験者にそう声をかけた。

　実技試験なんだけど、高等魔法学院を卒業したばかり、もしくは卒業して一年しか経過していない人が対象なので、こんなものかなという印象だった。

　今現在使える魔法のレベルは同じくらい。

　その中から伸びしろのありそうな人を選別していく作業が待っている。

　受験者のリストを見ながら、将来性などについてチェックしていると、カタリナさんが俺のもとにやってきた。

「あの、すみません、シン様」

「ん？　どうしました？」

　俺が聞き返すと、カタリナさんはちょっと気まずそうな顔をした。

「えっとですね。受験者の方々が、その、シン様の魔法が見てみたいと言っているのですが……」

「俺の魔法？」

　なんで？

　自分の魔法が合格の基準に達しているかどうか知りたいんだろうか？

　合格基準とか教えてないしな。

「いいよ。簡単でいい？」

「よろしいんですか？」

「まあ、受験者たちも合格基準が分からなくて不安なんでしょ」

　ここは魔法師団の演習場を借りているので、荒野みたいに気兼ねなしに魔法をぶっ放すのはなし。

　演習場を壊したら、魔法師団長のオルグランさんとか、次期師団長って言われてるジークにーちゃんとかに怒られるしな。

「じゃあ、あの的、壊しちゃっていい？」

「あ、はい」

　カタリナさんの返事を受けて、俺は皆が魔法を使っていた開始線の前に立つ。

「えーっと、どうしようかな」

　俺はちょっと考えたあと、ふと思いついた。

「んじゃ、いくよ」

　俺は固かた唾ずを吞のんで見守っている受験生たちにそう声をかけると魔法を使った。

　最初に使ったのは土の魔法で石を弾丸のように射出する魔法。

　これで的の軸を壊す。

　軸が壊れて倒れようとする的を、風の魔法で作った小さな竜巻で上空に巻き上げた。

　そして、巻き上がった的に向かって火の魔法で作った火球をぶつける。

　上空で燃え上がった的が落ち切る前に、水の魔法でそれを消火した。

　結果、真っ黒な炭になった的が地面に落ちた。

「えっと、こんな感じでいい？」

　そう言いながら振り返ると、受験生たちだけでなくカタリナさんまで口を開けてポカンとしていた。

「ん？　あれ？　おーい、これでいいかい？」

　俺がそう言うと、カタリナさんはハッとした顔をした。

「は、はい！　大丈夫です！」

「そう、良かった」

　デモンストレーションとしては合格だったらしい。

　なんせ高等魔法学院の入学試験のときは怒られるんじゃないかとヒヤヒヤしたから、今回は大分力を抑えたからね。

　その分、曲芸的な魔法の使い方をしたのだけど、それで十分だったらしい。

　ホッと胸を撫で下ろしていると、カタリナさんがタタッと近寄ってきた。

「シン様たちの魔法を間近で見るのは初めてでしたが、凄まじいですね。改めて感かん服ぷくしました」

「そう？　荒野に移動する時間がなくて大分力を抑えたから、受けるかどうか心配だったんだよ」

　俺がそう言うと、カタリナさんは目を見開いた。

「えっと……私の目には超高等技術のように見えたのですが……違うのですか？」

　カタリナさんがそう言いながら受験者を見ると、受験者は皆首を横に振っていた。

「そもそも、魔法を無詠唱であんなに連発することなんてできません！」

「しかも、それが超高精度なんて……」

「人間技じゃないです！」

　皆が口々にそう言ってくれるけど、俺たちの間ではそう難しい技じゃない。

「まあ、全力じゃなくて大分力を抑えてるからね。その分精度に意識を割けるんだよ」

　俺がそう言うと、受験者たちは何とも言えない顔をしていた。

　え？　力いっぱいより、力を抜いた方が精密に動けるよね？　それと同じだよ？

　俺が首を傾げていると、カタリナさんがパンパンと手を叩いた。

「それでは、これで実技試験を終わります。このあと一時間休憩してから面接を始めます。軽食を用意してありますので、よろしければ召し上がってください」

　なんか、無理矢理会話を終わらされたような気がするけど、次があるのも事実なので口を挟むのは止めておいた。

次の面接まで休憩だと告げたカタリナさんは、それまでの冷静な秘書の顔から一転して柔らかい笑みを浮かべて受験者を労ねぎらっている。

　そのギャップに、男性受験者の何人かがポウッと顔を赤く染める。

　これは、カタリナさんのギャップにやられたな。

　カタリナさんに見惚れて動けない男性受験者と違い、女性受験者はカタリナさんに話しかけていた。

「あの、失礼ですが貴女もアルティメット・マジシャンズのメンバーなのでしょうか？」

「私ですか？　まあ、アルティメット・マジシャンズに所属しているといえばそうですが、私は事務員ですよ。魔法使いではありません」

「え、そうなんですか？　じゃあ、もし試験に落ちても事務員で採用されたり……」

「さあ、それは分かりません。私たちは厳密に言えば国から派遣されているのです。もし新規で事務員も募集するとなるとどんな条件になるのか……」

「ご存じないんです？」

「ええ、すみません」

「あ、いえ！　ち、ちなみにご出身は？」

「私はスイードです」

「あ、私もです！　スイードでどんな仕事をしていたんですか？」

「私は総務省の官僚でした。そこでの仕事が認められて事務員に抜ばつ擢てきされたのです」

「省庁の官僚……超エリートじゃないですか!!　そっか、そんな人じゃないと事務員にはなれないんだ……」

「それは分かりませんが、まずは目の前の試験に集中してください。受かればそんな心配は杞き憂ゆうになるのですから」

「そうですね、ありがとうございました！」

　そういえば、オーグが事務員も新規で募集するって言ってたな。

　それはまだ公表されてないし、条件も決めてない。

　事務員に関してはカタリナさんたち事務員さんに決めてもらう方がいいのだろうか？

　まだやることが山積みだな。

　実技試験の評価が書かれた書類を見ながらそんなことを考えていると、あっという間に休憩時間が終わり面接が始まった。

　面接官は、俺、オーグ、カタリナさんにアンリさんだ。

　アンリさんはアルティメット・マジシャンズの営業として色んな人と会っているから人を見る目がある。

　そういう理由で面接に参加してもらっている。

　カタリナさんは、もう事務方トップな感じなので、いるのが当たり前になってるな。

　こうして始まった面接だが、受験者たちは皆緊張でガチガチになっていた。

　まあ、就職の面接みたいなもんだもんな。

　しかも最終試験。

　これの出で来き如何いかんで採用されるかどうかが決まるのだから緊張するなという方が無理だ。

　なので、俺はなるべく圧迫面接っぽくならないように気を遣っていたのだが、隣に座ってる奴がな……。

「うちに入団したいと思った動機は何だ？」

「得意な魔法は？」

「学院生時代、どのような活動をしていた？」

「今の所属先ではどのような仕事をしているのだ？」

　オーグは王族だから仕方ないのかもしれないけど、質問の仕方に一切気を遣う様子がない。

　質問の内容自体は問題ないので言い方なんだろうけど……。

　受験者たちはオーグから質問されるたびに、ビクッとしたり涙目になったりしていた。

　お陰で、面接を終えて部屋を出て行く受験者たちは、皆グッタリしているのだった。

「はぁ……お前、もうちょっと言い方に気を付けろよ。受験者圧迫してどうすんだよ」

　俺は、最後の受験者が出て行ってからオーグにそう文句をつけた。

「む？　ならそう言えばよかったではないか。全て終わってから言われてもな」

「途中で言ったら、先に面接受けた人と後の人で不公平になるから黙ってたんだよ」

　俺がそう言うと、オーグはなにやら不満そうな顔になったが、アンリさんがフォローするように口を開いた。

「まあまあ。殿下は王族の、しかも王太子ですから。敬語や丁寧語で話す相手など、他国の王くらいでしょう。仕方がありませんよ」

「そうです。むしろ、最初に上下関係を教え込んでおいた方が後々やりやすくなります」

　アンリさんの言葉に続いてカタリナさんもオーグをフォローした。

　いや、っていうか上下関係って……。

　でも、まあ、新規団員にとってはそうなるのか。

　舐なめられるより畏い怖ふされていた方がやりやすいのは確かだしな。

　するとオーグは、不満そうな顔から得意げな顔に変わっていた。

「ふ、さすがによく分かっているじゃないか。私は王族以前に、アルティメット・マジシャンズの副長だ。部下に舐められるわけにはいかん。むしろ恐れられていた方が都合がいいのだ」

　いや、それ絶対アンリさんとカタリナさんの言葉を聞いて今考えただろ。

　俺がジト目でオーグを見ると、あえて気付かないように受験者の書類に目を通していた。

「さて、これで全ての試験は終了だ。誰か気になった奴はいたか？」

　オーグはそう言って俺たちの方を見た。

　さっきの話はもう終わりらしい。

「そうですね。事前に素行調査をしていましたから人間性に特に問題はなかったです」

「問答中の態度にも不審な点は見られませんでしたし、大丈夫かと」

　カタリナさんとアンリさんが受験者の書類を見ながらそう答える。

「そうか。となるとあとはどういう基準で合格者を決めるかなのだが」

　オーグはそう言いながら俺を見た。

「実技試験を見て、大丈夫そうだと思ったのは……これくらいかな？」

　俺は、実技試験を見たうえで入団しても問題なさそうな人を数人ピックアップした。

「ふむ。ではこいつらでいいか？」

「いや、この中から面接した中で特に向上心の高かった人にするべきだと思う」

　俺はそう言ってアンリさんを見た。

　するとアンリさんは、面接中に取っていたメモと書類を見ながら真剣な顔で考え込んでいる。

　そして……。

「面接をした中で、向上心が高かったのはこの二人ですね」

　そう言って二人分の書類を差し出した。

　俺とオーグはその書類を見たあと、顔を見合わせて頷き合った。

「よし。それでは、今年のアルティメット・マジシャンズ新規入団者はこの二人だ」

　こうして、初めてのアルティメット・マジシャンズ新規入団試験は終わり、新たに二人の団員を迎えることになった。
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「ヴァ、ヴァン＝スタインです！　よ、よろしくお願いします!!」

「ミネア＝フォードです!!　よろしくお願いします!!」

　アルティメット・マジシャンズの新規入団試験が終わり、二人の新規団員を迎え入れることになった。

　一人は、先日クルトの魔法学院を卒業し、クルトの魔法省に勤めていたヴァン＝スタイン君。

　年齢は俺らの一つ下で、短めの茶髪に緑色の目をした非常に真面目そうな青年である。

　今もガチガチに緊張しながらもキッチリと頭を下げて挨拶をしている。

　クルトの魔法省には入ってまだ数ヶ月も経っていないので業務実績というものはないのだけど、学院時代は生徒会長も務めていたとのこと。

　成績も、入学当初は中間くらいだったのだが、努力を重ね最終的にはトップで卒業したとのこと。

　非常に真面目で努力家なのだ。

　もう一人は、昨年カーナンの魔法学院を卒業し、現在はハンターとして活動していたミネア＝フォードさんという女の子である。

　昨年の卒業なので、年齢は俺らと同い年。

　オレンジ色の髪と薄い青色の目をした非常に元気な子である。

　魔法学院を優秀な成績で卒業したのになぜハンターになったのかというと、カーナンは魔法師団より羊飼いの方が人気も実力もあるし発言権も強い。

　けど羊飼いの世界は男社会。

　女性が入るのは少々難しいのだとか。

　それって男女差別では？　と思うが、そういうわけではないらしい。

　というのも、カーナンの羊飼いはガチムチの男ばかり。

　女性大歓迎らしいのだが、男臭く暑苦しい羊飼いを敬遠する女子が多いそうだ。

　ミネアさんも、優秀な人材が揃っている羊飼いは魅力的だけど暑苦しい男集団に入るのは嫌。

　かといって魔法師団は羊飼いに劣等感を持っているので向上心があまりない。

　それなら、自分の努力次第で実力を伸ばすことができるハンターの方がよっぽどマシという理由なんだとか。

　ちなみに、これらは素行調査と最終面接で聞いた話。

　というわけで、優秀、かつ努力家で向上心のある人材ということでこの二人が選ばれたのだ。

　他の人は、人格的に問題はなくても、人に言われたことだけをする指示待ち人間だったり、向上心があまり見られない人だったり、そもそも実力が足りなかったりしたので不採用になった。

　千人の応募で、合格二人か……。

　自分で言うのもなんだけど、狭き門だなあ。

「俺はアルティメット・マジシャンズ代表のシン＝ウォルフォードです。ヴァン君、ミネアさん、よろしく」

「は、はい!!　よろしくお願いします!!」

「よろしくお願いします!!　シン様とお会いできて感激です!!」

　ヴァン君は緊張からかガチガチになりながら挨拶し、ミネアさんは元気いっぱいに挨拶してくれた。

「それじゃあ、最初だし、まずは皆に紹介しようか」

　というわけで、まずはアルティメット・マジシャンズの実行部隊を紹介した。

　二人もここの所属になるわけだしね。

　全員と顔合わせをするということで、今日はシシリーとオリビアも参加している。

　オリビアのとこのマックスはうちでシャルと一緒に爺さんとばあちゃんが面倒見てる。

　皆との顔合わせは概おおむね和やかに済んだのだけど、オーグのときだけは副長だし他国の王太子ということで元気娘のミネアさんもさすがにガチガチに緊張していた。

　ヴァン君は……。

　緊張を通り越して、なんか青白くなってて可哀想だった。

　これから俺以外にも二人の面倒を見てもらうこともあるので仲良くしてもらいたい。

　実行部隊との顔合わせが終わったら、今度は事務員さんたちとの顔合わせだ。

　ヴァン君はクルト、ミネアさんはカーナンの出身だが、クルト出身のアンリさん、カーナン出身のイアンさんと面識はないらしい。

　そんなこんなで顔合わせは終了。

　明日からいよいよ魔法の訓練を始めることになった。

　訓練場所は、俺たちが教える場合は例の荒野で。

　自主練習したい場合は魔法師団の練習場を貸してもらえることになっている。

　なんで俺たちが教える場合は荒野なのかっていうと、ゲートの魔法を教えるから。

　これは、いくら魔力追跡ができるようになったとはいえ、ホイホイ教えていい魔法ではないから。

　いわゆる、門外不出にするつもり。

　それを伝えると、ヴァン君はそんな便利だけど取り扱いが難しい魔法を教えられるという緊張感でまた青くなっており、ミネアさんは新しい魔法を教えてもらえるということでワクワクした顔をしていた。

「両極端だねえ。ヴァン君も、もうちょっと肩の力を抜いたらいいのに」

　対照的な二人の様子を見て、俺は苦笑しつつそう言った。

「い、いえ！　アルティメット・マジシャンズの秘儀を教えて頂くのですから、気楽になんてなれません!!」

　ヴァン君は、直立不動の姿勢でそう言った。

「ええ？　ヴァン君は嬉しくないの？　私はアルティメット・マジシャンズの超絶秘技を教えてもらえるってだけで超ワクワクしてるよ！」

「なっ……なんでそんなにお気楽なんですか!?　ゲートの魔法と言えばあまりにも便利すぎて犯罪に使われやすいからアルティメット・マジシャンズが伝授するのを禁じている魔法なのに！」

　おっと、ヴァン君は正しくゲートの魔法について理解しているな。

「でも教えてくれるって言ってるんだし、いいじゃん」

「それはそうですけど……シン様、どうしてゲートの魔法を教えて頂けることになったのですか？」

「ああ、それはね、ゲートの魔法を使っても、誰が使ったか分かるようになったからだよ」

「「は？」」

　あ、そういえば魔力紋測定器はまだアールスハイドだけでしか運用されてなかったな。

　もうすでに各国に売り込みをかけていて大量発注を頂いている。

　なので各国でお披露目されるのも時間の問題なのだけど、それを知っているのは各国の上層部だけ。

　今回募集したのは学院を卒業したばかりの人たち。

　そんな上層部の話は知らないよな。

　ということで、今現在アールスハイドの警備局で固有魔力紋を感知する魔力紋測定器を使った捜査がすでに行われていることを説明すると、ヴァン君は啞あ然ぜんとした顔で固まり、ミネアさんは目を輝かせた。

「凄いです！　凄すぎてどう言葉にしていいか分からないです!!」

　ああ、うん。

　この場合、ヴァン君の反応が普通なんだろうな。

　ミネアさんの反応は、魔法が大好きなリンとか、魔法学術院の研究者たちと同じ感じがする。

　この子も魔法大好きっ子だ。

「はあぁ……最高です……まさか入団してすぐにこんな魔法の最高峰に触れることができるなんて……」

　そう恍こう惚こつの表情で呟くミネアさんと、まだ啞然としているヴァン君に、俺たちの連絡用として必須である無線通信機を渡した。

「うきゃあああ!!」

「……」

　ミネアさんは、無線通信機を受け取り、その説明を聞くと奇声を発して飛び跳ねた。

　ヴァン君は……。

　白目を剝むいて気絶していた。
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　アルティメット・マジシャンズに新人さんを迎えた。

　その新人さんであるヴァン君とミネアさんは現在基礎練習の真っ最中である。

　訓練初日に制御魔力量を見せてもらったのだが、全然足りなかった。

　初等学院時代のメイちゃんより少なかった。

　これで二人とも首席だったらしい。

　これは、魔法学院のレベルが低いのか、メイちゃんが天才なのか……。

　後者のような気がする。

　ともかく、制御魔力量が少ないと話にならないので今はメンバーが交代で付き添いつつ魔力制御の練習をしているのである。

　魔力制御なら誰でも教えられるしな。

　というわけで、訓練もないし出動もない俺は、先日ヴァン君とミネアさんを案内しながら思い付いたものを作ろうと思っている。

「……次から次に……今度はなにを作るつもりだ？」

　一応待機中の身なので、ビーン工房には行かず事務所の自分の机の上に材料を広げている俺に、オーグが警戒した目を向けてきた。

「ん？　いや、こないだヴァン君とミネアさんを案内しながら説明したときに思ったんだけどさ」

「うむ」

「俺らってさ、機密事項多いよな」

「まあ……主にお前の魔道具のせいだがな」

「……」

　嫌な沈黙。

　だが話を進めよう。

「その機密事項の多い事務所のさ、セキュリティを向上させようかと思って」

「セキュリティの向上？　この建物は軍と警備局隊員の精鋭によって警備されている。問題はないのではないか？」

　確かに、ウォルフォード商会とアルティメット・マジシャンズが入っているビルは、騎士団の騎士、魔法師団の魔法使い、警備局の警備隊員によって警護されている。

　その警備の厳重さは、さながら前世の世界でいう大使館の警備のようだ。

　まあ、アルティメット・マジシャンズの事務所に保管されている機密情報、そしてアルティメット・マジシャンズの金庫に保管されている大量の通貨は、賊にとってとてつもなく美味しい獲物に見えるだろう。

　だからこそのこの警備体制なのだが、これに加えて今後演習場も整備しようとしている。

　また警備対象が増えるのだ。

「今後、また警備対象が増えるかもしれないし、そうなると警備してくれる人の負担も増えるだろ？　だから、その負担を少しでも軽くできればなと思ってな」

　そう言って、俺は自分の市民証を取り出した。

　これを起動させると俺の個人情報が表示される。

　その表示には、俺の固有魔力が使われている。

「これに反応する装置ができれば、登録してある市民証でだけ解除できるシステムができるかなって」

　そう説明すると、オーグだけでなくいつの間にか俺たちのそばに集まっていた事務員さんたちも真顔のまま固まっていた。

「わ、びっくりした。皆さん、どうしたんですか？」

　俺がそう訊ねると、カルタスさんから真顔のまま質問を返された。

「それは、完成したら今後市販する予定はありますか？」

「市販？　ああ、そうですね。これが広まれば一般の商会のセキュリティにも使えますね」

　俺がそう答えると、カルタスさんが俺の手を両手で握ってきた。

「その際は僕に相談してください！　絶対もうかりますから!!」

　元エルスの商人だったカルタスさんは、このセキュリティシステムに商売の匂いを感じ取ったようで、販売について相談してほしいと懇こん願がんしてきた。

　さすがエルス商人だなあと思っていると、思わぬところからも声があがった。

「さすがシン様、素晴らしいです！　こんなとんでもないものを簡単に発明してしまうとは！　それに、これがあればあの苦情も解決することができるかも……」

　声をあげたのはアンリさんだ。

　なんで？　っていうか。

「苦情？」

　なにそれ？

　そんなの聞いてないと思っていると、アンリさんだけでなくカタリナさんも苦笑していた。

「実は、ハンターたちからクレームが出ているんです。狩り以外の依頼が少ないって」

　今の魔物ハンター協会は、魔物の狩りだけでなくアルティメット・マジシャンズに依頼されてきた依頼の中で、わざわざ俺たちが出動するまでもない案件を引き受けてくれている。

　その結果、魔物狩りではなくそういった依頼を専門にこなす人も現れ始めた。

　すると、そういう人たちに依頼が取られてしまい、あぶれた人たちが魔物狩りに行くという構図になっているのだとか。

　……いや、まず率先して魔物狩れよ……魔物ハンターだろ。

　と、本当ならそう言いたいところなのだが、ハンターの死亡率は非常に高い。

　安全な依頼があればそちらを、となるのが人間なのだ。

　しかし、現状依頼からあぶれてしまう人がいる。

「ハンターに、セキュリティシステムに反応のあった現場に急行してもらって犯人の確保をしてもらうように依頼すれば、そういった苦情も多少は改善されるかと思いまして」

「ああ、なるほどなあ」

　要は、非常勤の警備会社ってことか。

　俺は前世を思い出していたが、興奮したカルタスさんの叫びによって思考を現実に戻された。

「アンリさん！　それいい！　最高ですわ!!　作りましょ！　警備商会作りましょ!!」

「ええ！　頑張りましょう!!」

「……」

　いや、あの、まだアイデアを説明しただけで開発すらしてないんですけど……。

　しかし、熱く語り合っているカルタスさんとアンリさんにそんなことは言えない。

　……しょうがない、どうにかして作りますかね。

　そうして熱い二人は放置して魔道具に付与する言葉を考えていると、残った事務員さんたちがようやく言葉を発した。

「はぁ……シン様が魔道具を開発する瞬間に立ち会ってしまいました」

「はい。本当に、とんでもないことを簡単に思い付いて、なんでもないことのように開発されてしまうんですね……」

「そりゃ、魔道具士たちが神様みたいに崇あがめるのも納得です」

　カタリナさん、アルマさん、イアンさんが口々にそう言った。

「シン」

「なに？」

　三人はポソポソ話しているだけだったけど、オーグは直接話しかけてきた。

「そのセキュリティシステム、王城でも取り入れられないか？」

「王城に？　どんな？」

「そうだな、王城の出入りの管理とかだな」

「出入りの管理……」

　なら、セキュリティの高いビルに設置されてる、駅の改札みたいなやつがいいかな。

「できると思うよ」

「そうか！　なら完成したら王城に設置してくれ。毎朝、王城に入場する長い列ができていてな、問題になっていたのだ」

「へえ、ならすぐに作らないとな」

「ああ、頼む」

　こうして、市民証の固有魔力に反応するセキュリティシステムの開発に乗り出した。

　……あれ？　また俺、仕事抱え込んだ？

　しまった、と思っていると、呆れた顔をしたマリアと目が合った。

「……馬鹿じゃないの？」

「……その通りですね」

　まあ、そんな感じで、新人さんの訓練をしたり、依頼で出動したり、時々思い付いた魔道具を製作したり、国家プロジェクトに参加したりしながら日々を過ごしていった。

　懸念していたダーム側に表立った動きはなく、平穏な日々が流れていった。





　　　　◆






　話は、アルティメット・マジシャンズの新規団員が決まった直後まで遡さかのぼる。




　シンたちが、アールスハイドで忙しいながらも平穏な日々を送っているころ。

　ある国の酒場でくだを巻いている男がいた。

「くそ……なんで俺がこんな目に……俺は優秀な人間なんだぞ……」

　ベロベロに酔っ払い、そう溢しているのは、以前アルティメット・マジシャンズの試験に落ちた際に周囲に当たり散らしていた男だった。

　彼の周囲の人間もほとんど落ちており、今回の合格者は僅わずか二名。

　今回のアルティメット・マジシャンズの新規団員募集に、アールスハイド、スイード、ダーム、カーナン、クルト、イース、エルスの七ヶ国から計千人ほどの応募があったと聞いている。

　その応募者に対して合格者二名。

　実に、合格率〇・二パーセントである。

　その結果を聞いた受験者たちは、落ちて当たり前という認識の者がほとんどだったのだが、中にはこの男のように自分に自信があり、落ちたことが納得できない者もいた。

　しかも、男は一次試験で落ちたが、同僚の中には最終選考まで残った者もいた。

　その者は最終選考で落ちてしまったのだが、一次試験を突破したことで職場内で持もて囃はやされるようになった。

　中には次世代のエース候補だと言う者まで現れた。

　許せなかった。

　今まで自分が次世代のエースだったはずだ。

　それが、今まで目立たなかった同僚にその座を奪われた。

　あまりにも悔しくてその人間に八つ当たりをしたところ、攻撃を防がれた上に現場を上司に見られた。

　しかも原因が、自分が通らなかったアルティメット・マジシャンズの一次試験を同僚が通過したことに対する嫉妬であることが判明したため、男には非常に重い処分が下った。

　所属していた組織の、懲ちよう戒かい免めん職しよく。

　被害者に怪我がなかったことから、被害者本人が被害届を提出せず暴行や殺人未遂等の刑事事件にはならなかったのは幸運だった。

　しかし、将来有望とされていた男が、一転して無職である。

　その事実が受け入れられず、こうして酒場に来ては酔っぱらっているのである。

　周囲の人間も、彼がどういった経緯でそうなっているのか大体知っているので、慰める人間は誰もいなかった。

　そんな中、一人の男が近付いて行った。

「こんばんは」

「……あ？　誰だ？」

　彼は、酔って濁った眼で声をかけてきた人間を見た。

「相席、よろしいですか？」

「はっ、勝手にしろよ」

　彼はそう言うと、ビンから手酌でグラスに酒を注ぐ。

　だが、もうほとんど飲み干していたため少ししかグラスに注がれなかった。

「ちっ！　なんだよ、ツイてねえな……」

　彼はそう言うと、少しだけ注がれた酒を一気に呷あおった。

　それを見ていた男は、酒を飲みほした男にポソッと耳打ちした。

　その言葉を聞いた途端、男の動きが止まり、睨むように相席してきた男を見た。

「お前、なんで俺の名前を知っている？」

　先ほど耳打ちされたのは、彼の名前であった。

　初めて会った男が自分の名前を知っている。

　その気味の悪さと不快感で表情が歪むが、話しかけてきた男は微笑んだまま表情を崩さない。

「もちろん、調べましたので」

　男はそう言うと、胸ポケットから手帳を取り出し、中身を読み始めた。

「昨年のクルト高等魔法学院の首席卒業者。クルトの魔法省に入省し、将来有望な評価を得ながらもアルティメット・マジシャンズの新規団員入団試験の一次試験で落選。その後、魔法省で問題を起こし、魔法省を懲戒免職になった……」

　周囲には聞こえない小さな声で、男はそう伝えた。

　彼は顔を顰しかめた。

「てめ……なにもんだ？」

「ふふ、ところで、貴方、復讐にご興味は？」

「あ？」

　自分の質問に答えなかったばかりか、突然物騒な提案をしてきた男を、彼はさらに胡散臭そうに見る。

「いえ、貴方がこんなことになったのは例の試験に落ちてしまったからでしょう？」

「……」

「しかも、貴方よりも実力の劣る者が最終試験にまで残った」

「……」

「そういえば、知っていますか？」

「……あ？　なにをだ？」

　彼はずっと返事をしなかったが、いい加減に根負けして男からの質問に反応した。

　そして、そこで衝撃を受けた。

「合格者の一人が……今年のクルト高等魔法学院の首席卒業者で、魔法省に入省したばかりの人間だということですよ」

「!!」

　彼はその言葉を聞いた途端、椅子を倒しながら立ち上がった。

「なっ……それは本当なのか？」

　彼の興味は、学院時代は首席を争う同級生に、魔法省に入省してからは出し抜くべき同期と蹴落とすべき先輩たちに向いていた。

　年下の、それも入省したばかりの人間には興味がなかったのだ。

　俺は落ちたのに、自分より年下の、入省したばかりの小僧が合格？

　彼は怒りのあまりブルブルと震えだした。

「おかしいと思いませんか？」

「ああ!?」

　何気ない質問だったが、気が荒ぶっている彼は思いきり睨み付けた。

「貴方よりも劣っている人間が受かって、貴方が落ちる。これは、どう考えてもおかしいですよね？」

「……ああ。どうせコネだか金を握らせただかの不正をしたんだろうさ」

　彼はそう言うと「フン」と鼻を鳴らしながら席に着いた。

「私もそう思っています。そこで、どうでしょう？　調べてみませんか？」

　その言葉に彼は首を傾げた。

「調べる？　どうやって？」

　すると男はニンマリと笑った。

「それはこちらで手配します。どうですか？　不正を暴き、アルティメット・マジシャンズに……アールスハイドに復讐したいと思いませんか？」

　そう言う男の顔を暫く見つめたあと、彼は無言で頷いた。




　そして、男に案内されるがまま馬車に乗り、かなり長時間移動したところで馬車を降りた。

「ったく、なんだよ、こんな遠いところまで連れてきやがって」

　まさか、こんなに長時間移動するとは思っていなかった彼は、凝り固まった身体をほぐしながら文句を言った。

「仕方ありません。ここはクルトではないのですから」

「は？」

　移動すると言われて付いてきたのが、まさかの外国。

　予想もしていなかった事態にポカンとしている間にも、男はさっさと目の前にある家に入っていく。

「どうしました？　付いてきてください」

「……っち」

　相手の言葉通りに行動するしかない不快感に舌打ちをしながらも、男の後に続いて家に入った。

　すると、そこにいたのは数人の自分と同じ年ごろの男たちだった。

　皆、薄汚れていて目にも顔にも生気がない。

（なんだここは？　それに）

「あなたで最後です。さて、それでは、皆さんに私どもからのお願いを話させて頂きます。当然、他言無用でお願いします。もし、誰かに漏らした場合……」

　男はそう言うと、周りに目配せをした。

　その途端、部屋の中に屈強な男たちが雪崩れ込んできた。

　いかにも自分たちより強そうな人間に囲まれた男たちは、一気に顔を蒼ざめさせた。

　そんな寄せ集められた男たちを見て、集めた男はニヤリと嫌らしい顔をした。

「どうなるか分かりますよね？」

　男たちは、自分が脅されていることを理解していたが、今の生活よりはマシだと覚悟を決めた。

　そして、アールスハイドへ復讐する具体的な方法を話し始めたのであった。
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　毎年新規入団試験を行うようになって三年。

　さらに数人の新団員も入団し、ヴァン君とミネアさんも下部組織を卒業し本団員として日々の業務をこなせるようになっていた。

　本格的に人員不足になってきたので喜ばしいことである。

　人員不足になってきた原因は、まずトールとユリウスがそろそろ爵しやく位いを継ぐことになりそうなので、常勤から非常勤になった。

　オーグも、まだ王位は継承していないけど王太子としての仕事が多いそうで、こちらも非常勤に。

　アリスがロイスさんと結婚し、さらに今年子供が産まれたので産休中。

　さらにアリスは次期子爵夫人なので、貴族同士の社交とか色々あってこちらも産休から復帰しても非常勤になる予定。

　さらに、ユーリとマリアも結婚した。

　ユーリはかねてよりお付き合いしていたモーガンさんと、マリアは皆の予想通りカルタスさんと結婚した。

　ただ、マリアとカルタスさんはかなり紆う余よ曲きよく折せつがあったので、結婚したのはつい最近。

　まだ現役で団員を務めてくれている。

　だけど、ユーリは二年前に結婚してこちらも今年子供を産んだので現在産休中。

　シシリーとオリビアがまた妊娠し、もう臨月でそろそろ産まれそうなので産休を取っている。

　というわけで、男性が三人実家の事情から非常勤に、女性は四人が結婚、妊娠、出産による産休、または活動休止となっている。

　実際にすぐ動ける人員が俺、トニー、マーク、マリア、リンの五人。

　正直、よく活動が維持できているなと思う。

　シシリー、オリビア、ユーリは、産休が明ければ復帰するが現状はいない。

　ヴァン君とミネアさんがゲートの魔法を覚えたときは、皆で大絶賛したものだ。

　さて、そんな状況なのだが、意外と業務自体は滞っていない。

　その要因として、毎年アルティメット・マジシャンズの入団試験を行うようになって各国の高等魔法学院のレベルが上がったこと。

　それに伴い、試験に落ちたとしても優秀な魔法使いが増えたことでアルティメット・マジシャンズまで回ってくる依頼が減ったことがある。

　とはいえ、事務所待機がなくなったくらいで、新人さんの教育もあるしフル稼働していることに変わりはない。

　そんな忙しい毎日を送っているが、それでもちゃんと休みは取っている。

　今日も、休日で家にいる俺のもとにオーグが来ている。

　とはいえ、遊びに来てるわけじゃないんだけどな。

「……これは、大分キナ臭いな」

　俺は、オーグから手渡された資料を読みながらそう言った。

「ああ。この三年でさらに国内が荒れている。正直、国家を維持できているのかも怪しいレベルだ」

　オーグは、俺の言葉に苦々しい顔をしながらそう教えてくれた。

　話の内容は、ダームのことだ。

　オーグが持ってきた資料は、ダームの内偵調査結果。

　その結果が資料として俺の手元にあるのだが……。

　正直、これで国として大丈夫なのかという懸念が真っ先に浮かぶ。

　資料には、選出議員たちの不正が書かれているんだけど……。

　贈ぞう収しゆう賄わい、業者との癒ゆ着ちやくに横おう領りよう、犯罪の揉み消し等々。
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　まさに汚職政治家の見本市である。

　市民からの選出で市民の不平等をなくすというお題目だったはずだが、現状一部の権力者たちだけが美味い汁を吸えている状態。

　市民たちに課せられている税も重いらしく、市民たちの不満が募りに募って最も早はや暴動一歩手前らしい。

　そんな状況で国家元首であるダーム首相のヒイロさんはなにをしているのかというと……。

　なにやら色々と手を尽くそうとしているが、議員たちが言うことを聞かないので実質なにもしていない状況になっているらしい。

　あまりにも非ひ道どい国内の状況にストレスが相当溜まっているのか、頻ひん繁ぱんに体調を崩すそうで政務を休むことも多い。

　そうなると、首相はこの現状を見て見ぬふりをして何も手を打っていないと思われているそうで、支持率は下がる一方。

　最早ゼロに等しいらしい。

　こりゃあ非道いな……。

　俺は、ダームが貴族制を撤廃し完全な民主化に踏み切ると聞いたとき、不安を感じていた。

　元々王制に不満があり、政治の民主化を市民が熱望していたのならそれもありだろう。

　けど、以前のダームを見る限り、市民はダーム王家に不満を持っている者などほとんどいなかった。

　それなのに、ダームの新国王の暴挙をきっかけに王制の廃止から民主化まで短期間で済ませてしまった。

　王制を糾弾するタイミングとしては良かったのかもしれないけど、民主化は急ぎ過ぎたという感想しかない。

　それまで政治に携わっていた貴族たちを一斉に排除し、政治など全く関わってこなかった市民を政治家に据える。

　歪ゆがみが出るに決まっている。

　それでもなんとか国としての体制を維持できているのは、政治家の下で働いている官僚たちがいるからに他ならない。

　資料を見ると、どうも官僚たちに無理難題を押し付けているようで、反発する官僚には脅迫まで行っているという。

　……腐ってんな。

「ダームの議員を調べたが……裏社会と繫がっている、もしくは裏社会の人間そのものが多い。そんな者に国政を委ゆだねるなど正気とは思えんな」

「いや、本当に……このヒイロ＝カートゥーン首相は、なにがしたかったんだろうな？」

「魔人騒動があったときは皆から慕われていたらしいぞ？　魔法も剣も使えるダーム最強の騎士で、あの暴走して魔人に殺された長官の後釜に座ったらしい」

「戦争の英雄か……戦場では眩まぶしく見えるだろうけど……」

「政務は全く別だからな。それでも国民からは人気があったので首相にはなれた。ただ、その方法がな……」

「杜ず撰さんすぎ。そりゃ、こんな事態にもなるよ」

　俺は、暴動待ったなしのダームの状況を見て、深い溜息を吐いた。

　オーグがなぜダームを調べているかというと、きっかけはエリー襲撃事件だった。

　エリー襲撃の黒幕がダームにいると踏んで調査を始めた。

　結局黒幕までは辿り着かなかったのだが、その調査の過程でダーム国内の状況を知ることになった。

　あまりにも非道い状況に、いつか国際社会の憂うれいになるかもしれないとエリー襲撃事件とは別にダーム国内の調査を始めた。

　その結果が、俺の手元にある資料だ。

　それにしても、ダームがまだまともだったころに行ったときは、創神教の歴史的建造物などが立ち並ぶ綺麗な国だったのになあ。

　わずか数年でこうも荒れるとは思いもしなかった。

　資料を手に、オーグと沈痛な表情で向かい合っていると、背後から誰かが走ってくる気配を感じた。

　そしてその気配は、そのまま俺に襲撃をかけてきた。

「ぐふっ!?」

　ソファーに座っている俺の背中は背もたれに隠れている。

　その背もたれを飛び越して後頭部に襲撃をかけてきたのだ。

　思わぬ衝撃に、俺は思わず変な声を漏もらしてしまった。

　だが、その襲撃を避けるわけにはいかなかった。

　なぜなら……。




「ぱぱー！」




　襲撃をかけてきたのが、愛娘であるシャルだったからだ。

　三歳になったシャルは、ソファーの背もたれくらい簡単に飛び越してしまうほどお転てん婆ばになった。

　俺が避けるとシャルは顔面からローテーブルにダイブしてしまう。

　なので甘んじて襲撃を受け止めたのだ！

「おや、こんにちは、シャル」

「おーぐおじちゃん、こんにちは！」

　俺の対面に座っていたので、背後から駆け寄ってくるシャルの姿も、飛び込んでくる姿も見ていたオーグは、クスクス笑いながらシャルに挨あい拶さつした。

　それに元気よく返事したシャルは、キョロキョロと周りを見回し首を傾かしげた。

「おじちゃん、びあちゃんは？」

　シャルとヴィアちゃんは、赤ちゃんのときからずっと一緒だったこともあり非常に仲がいい。

　オーグが来ているなら、娘であるヴィアちゃんも来ていると思ったんだろう。

　それでヴィアちゃんを捜していたのか。

「すまんな。今日はシャルのパパに用事があって来たからな。ヴィアは連れてきていない」

「そっかー……」

　オーグの返事にしょんぼりしてしまったシャル。

　その様子が可か哀わい想そうだったので、慰なぐさめるように抱っこしてあげていると背後からまた足音が聞こえてきた。

「シャル！　おとうさんたちの邪魔しちゃだめだよ！」

　そう言って駆け寄ってきたのは、六歳になったシルバーだ。

　シルバーは、サラサラの銀髪と端整な顔立ち、六歳にしてはシュッとした体形の美少年に成長した。

　今年から入学した王立初等学院では、大層女の子たちにモテているらしい。

　それをシシリーから聞いたとき、なんとも誇らしい気持ちになったもんだ。

「こんにちは、シルバー、元気そうだな」

「あ、オーグおじさん、こんにちは」

　オーグに話しかけられたシルバーは、礼儀正しく頭を下げて挨拶した。

　礼儀正しいその姿も素晴らしいぞ、シルバー！

「ほらシャル、あっち行こ」

「ええー？　ぱぱたちおしゃべりしてなかったもん！」

「そうなの？　おとうさん」

　シルバーは、初等学院に入学したころから『パパ』ではなく『おとうさん』と呼ぶようになった。

　まあ、男の子だし、そろそろパパと呼ぶのが恥ずかしい時期なのは分かるけど……寂しいなあ……。

「まあ、丁度話が一区切りついたところだったからな。ほら、シルバーもおいで」

「あ、うん」

「まま！　ままもこっちきて！」

　俺の腕から飛び降りたシャルは、シルバーの後ろから追いかけてきていたシシリーに声をかけた。

「はいはい。今行きますよ」

　シシリーは、騒ぐシャルに苦笑を浮かべながら大きいお腹を抱えて歩いてきた。

　そんなシシリーをエスコートすべく、立ち上がって側に駆け寄る。

「大丈夫か、シシリー？」

「ええ、大丈夫。ありがとう」

　そう言ってふんわりと微笑ほほえむシシリーは、年齢を重ねてますます美しくなった。

　そんなシシリーに、俺はいつまで経っても見惚れてしまう。

「ぱぱとままはなかよしだね！」

「そうだね」

　シシリーをエスコートしていると、シャルとシルバーがこっちを見てそんなことを言っていた。

「そうだよ。パパとママは仲良しなんだ」

「わたしもなかよくしたい！」

　シャルはそう叫ぶと、ソファーをバンバンと叩き出した。

「まま、ここ！　ここすわって！」

「はいはい」

　シシリーはそう言うと、シャルの示した場所に座った。

「おにーちゃんはここ！」

「ここ？」

「うん！　で、わたしがここ！」

　シャルはそう言うと、シシリーとシルバーの間に座った。

　……あれ？

「パパは？」

「ぱぱはさっきなかよくしたからいい」

「……」

　……まじか。

　俺は、愛まな娘むすめからのあまりの仕打ちに、ガックリと肩を落としてしまった。

「ククッ」

「ふふふ」

　そんな俺の様子を見て、オーグだけでなくシシリーまで笑っている。

「シシリー……」

「ふふ、シャルはさっきパパと仲良くしたから、今度はママとお兄ちゃんと仲良くしたいのよね？」

「うん！」

　シャルはそう言うと、シシリーに抱きついた。

「あ、シャル。おかあさんはお腹に赤ちゃんがいるんだから、あんまり抱きついちゃだめだよ」

　シルバーがそう言ってシシリーからシャルを引きはがそうとするけど、シャルは必死に抵抗している。

「やだ！　このこともなかよくするの！」

「ふふ、ありがとう、シルバー。でも大丈夫だから、シャルの好きにさせてあげて」

「おかあさんがそう言うなら、別にいいけど」

　シシリーにお礼を言われて照れ臭いのか、シルバーは頰ほおを赤く染めつつも、少し素そっ気けない素振りでシャルから手を離した。

　シルバーも男の子だからなあ、ママからお礼を言われると恥ずかしいんだろう。

「あ、うごいた！」

　男の子として順調に成長しているシルバーを見て目を細めていると、シシリーのお腹を撫でていたシャルが大きな声を出した。

「お姉ちゃんがいい子いい子してくれたから喜んだのね」

　シシリーはそう言いながら、シャルの頭を撫なでた。

「おねえちゃん……」

　シャルはそう言うと「にひひ」と嬉しそうに笑った。

「そういうところは、シルバーそっくりだな」

「僕と？」

「ああ。シルバーも、シャルがまだお腹にいたとき『ぼくはおにいちゃんになるんだ』と言って張り切っていたな」

「そうだったなあ」

「ええ、覚えてないよ……」

　オーグと二人で当時のシルバーを懐かしんでいると、シルバーは困惑した顔でそう言った。

「まあ、シルバーも小さかったから当然だよ」

　そう言ってシルバーの頭を撫でると、シシリーもシルバーの頭を撫でた。

「でも、シルバーが覚えていなくても、シルバーはちゃんとシャルのお兄ちゃんとしてシャルを守ってくれたわ。そんなシルバーのことがママはとっても誇らしいの。ね？　シャルはお兄ちゃん好き？」

「だいすき!!」

「わっ！」

　シャルに思いきり抱きつかれたシルバーは、俺の方に倒れてきた。

「おっと」

「あ、おとうさん、ありがと」

「どういたしまして」

　俺はそう言うと、シルバーにくっついているシャル共々抱き上げてシシリーの横に座り直した。

「ぱぱすごーい！」

「お、おとうさん、恥ずかしいよ……」

「うふふ」

　無邪気に喜ぶシャルと、初等学院生になって父親に抱っこされることに羞しゆう恥ちを覚えるシルバー。

　そんな俺たちを微笑ましく見ているシシリー。

　ああ、幸せだ。

　そのとき、シシリーと同じように微笑ましい顔で見ていたオーグが、なにかに気付いた。

「ん？　シン、シルバーの首にかかっているペンダントはなんだ？」

「え？　ああ、防御の魔道具だよ。昔、エリーにあげたのと同じ奴」

「ああ、あれか。そういえば、エリーがまた妊娠したので今もあれを持たせている」

　そういえば、エリーが二人目を懐かい妊にんした。

　今はまだ半年くらいなので、徐々にお腹が目立ち始めたころだ。

「そうだったな。魔ま石せきの魔力はまだ大丈夫か？」

「一応調べた。問題はなかったが、万が一のために魔石の交換は済ませてある」

　クワンロンとの交易が始まってから、魔石が大量に輸入されるようになった。

　その結果、魔石の値段は大幅に下がり、街の工房でも取り扱うことができるようになっている。

「あれに少し改良を加えてな。自分で魔力を流せば随時展開できるようにしてある」

　俺がそう言うと、オーグが眉を顰ひそめた。

「なぜ、そんなものを持たせている？」

「そりゃあ、魔力制御の訓練のためだよ」

　俺がそう言うと、オーグはソファーから勢いよく立ち上がった。

「お前！」

　そう言って怒鳴ろうとしたオーグだったが、シャルとシルバーが驚いて目を丸くしたのを見て怒鳴るのを止め、俺の首に腕を回してソファーの端に移動させた。

　その際、シャルとシルバーはソファーに座り直させている。

「それがどれだけ危険なことか分かっているのか？」

「子供は魔力を暴走させやすいってやつだろ？　大丈夫、魔力制御までは教えてない」

「しかし、今、魔力制御の訓練のためだと……」

「その前提条件である魔力の感覚に慣れさせるためだよ。魔道具は魔法使いの素質がなくても使える。つまり、少しの魔力にも反応する。今から、その魔力に慣れさせてるんだ」

「……暴走させないためか」

「そういうこと。いつまでもシルバーに疑惑の目を向けられているのも、分かっているとはいえいい気分じゃないしな」

　この世界の常識とは違うけれども、初等学院の中学年くらいになったらシルバーに魔法使いの素質があるかどうか調べるのと、素質があれば魔力制御を教えようと思っている。

　シルバーは、魔人同士である両親から産まれた子だ。

　今のところ魔人化する兆候などは見受けられないが、魔力に目覚めたときどうなるかはまだ未知数だ。

　もし、万が一、俺と同じように見様見真似で魔力に目覚めてしまったら？

　なにも知らないせいで制御できずに、暴走させてしまったら？

　自分自身を傷付けるだけでなく、なにが起こるか分からない。

　そんな不確定な要素を、少しでもなくそうと思っているのだ。

「それに、初等学院は安全だと思うけど、登下校でなにが起こるか分からない。万が一の備えはしておくべきだろ」

「それはそうだが……」

　シルバーは、俺の長男だ。

　今の俺の肩書は、アルティメット・マジシャンズ代表、ウォルフォード商会会長、アールスハイド通信公社相談役、自動車メーカー・ウォルビーの会長だ。

　自動車の開発に成功したので、新たに会社を立ち上げたのだが、ビーン工房に一任するという案は親父さんに却下され、俺とビーン工房の共同事業ということになった。

　それで、お互いの名前をとって『ウォルビー』と名付けたのである。

　あ、あと、マジカルバレー協会会長ってのもあるな。

　正直、自分が今アールスハイドの重要人物である自覚はある。

　そんな人物の長男だ。

　常に誘拐の危機に晒さらされている。

　実際、何度か襲撃を受けたことがある。

　そのときは、訓練の一環としてシルバーの護衛をしてくれていたアルティメット・マジシャンズの下部組織の人たちが排除してくれたが、毎回うまくいくとも限らない。

　そのための備えはしておくべきだ。

「シルバーには、俺が教えるまで魔法を使おうとしちゃいけないって言い聞かせてある。シルバーは賢い子だ。子供が勝手に魔法を使おうとして暴走事故を起こすこともあるって知ってる。心配は無用だよ」

「そうか……だが、万が一のときの覚悟はできているのか？」

　万が一のときの覚悟。

　それは、もしシルバーの魔力が暴走し、魔人化してしまったとき、俺の手でそれを止めること。

　それはすなわち……。

「……ああ。けど、そうはさせないさ」

　俺は決意の籠もった目でオーグを見た。

　オーグは、しばらくジッと俺の目を見たあと、フッと笑った。

「そこまで覚悟が決まっているのならいい。しっかり頼むぞ」

　オーグはポンと俺の肩を叩いて元の席に戻った。

　そんな俺たちを見ていたシャルは、キョトンと首を傾げていた。

「ぱぱとおじちゃんもなかよし？」

「「……」」

　ちょっと待て。

　シャルの言う仲良しって、友達として仲が良いってことだよな？

　エリーの冗談みたいに、変な仲を想像してないよな？

「おとうさんとおじさんは昔から仲良しだよシャル」

「ぱぱとままといっしょ？」

「「違う!!」」

　やべえ！

　シャルがこの歳で変な誤解をしている!?

　これは早急に間違いを正さねば！

　それから俺とオーグで必死にシャルを説得し、最終的にシャルとヴィアちゃんが仲が良いのと同じ仲良しだということで理解してくれた。

　ふう……危うく芽吹きそうだった腐の芽を摘むことができた。

　そうやって安あん堵どする俺たちを見て、シシリーはずっと笑っていた。

　ああ、こんな穏やかな日々がずっと続けばいいなと、そう思った。





　　　　◆






　カリカリ、カシャカシャ、カリカリ、カシャカシャという音が事務所内に響いている。

　カリカリという音は、ペンで書類の下書きをしている音。

　カシャカシャという音は、ビーン工房から売り出されたタイプライターで書類の清書をしている音である。

　国から開発費の提供があったタイプライターは、驚くべきスピードで開発され、発売すると同時に世界中の王城や商会から大量の発注を受けた。

　最早これなしに事務仕事はできないとまで言われており、タイプライターに規格を合わせた紙や、タイプライター用のインクリボン等の消しよう耗もう品ひんは、製造ラインがフル稼働している状態である。

　消耗品などの金属加工以外の製品は、トムおじさんのところのハーグ商会にお願いしており、その売り上げで相当な販売益が出ているとトムおじさん本人から感謝の言葉を貰もらっている。

　そんな、今や世界中の事務所で定番となった音を聞きながら出動前の事務所で話をしていた。

「トニーのとこもそろそろだっけ？」

　俺がそう訊たずねると、トニーは少し表情をデレッとさせた。

「うん。予定では来月だねえ。トールとユリウスのところもそろそろだし、これは子供たちも同級生になる可能性が高いかな？」

　そう、トニーもリリアさんと結婚し、もうすぐ子供が産まれる。

　リリアさんは、経法学院を卒業後財務局の官僚試験に合格し、財務官僚になった。

　卒業して割と早めに結婚はしたんだけど、子供はすぐには作らず、昨年懐妊した。

　現在、アールスハイドは女性の社会進出を推すい奨しようしているそうで、アルティメット・マジシャンズで採用されている産休・育休制度を導入し始めている。

　まだ実例が少ないらしく、リリアさんはそのモデルケースになっているとのこと。

　なので、リリアさんは産後、育休が明ければ職場復帰する予定である。

　そうなると、国家規模で保育園や幼稚園の整備が必要になるようで、俺はその相談も受けている。

　オーグとの世間話の中で、前世は共働きが多かったことや保育園・幼稚園の話をしたことがあって、それをアールスハイドでも是非導入したいという話になり、相談役に任命されてしまったのだ。

　アールスハイドや各国の各家庭に普通に設置されている固定通信機の運用相談役も務めているし、いつまで経っても暇になる気配がない。

　一応、アルティメット・マジシャンズの代表が本業のはずなんだけど、そっちの現場に出ることも少なくなったし、一体どれが本業になるんだろう？

「シンとマークのところもそろそろだよねえ？　今はシシリーさんやオリビアさんはどうしてるんだい？」

「ああ、オリビアは今日は体調が悪いらしくて家で寝てるッスよ」

　オリビアは、一人目であるマックスの妊娠中、ビーン工房の音と実家のレストランの匂いが気になって仕方がなく、別の部屋に避難していた。

　今回は二人目ということで、その点に関しては気にならなくなったからとマークの家にいるのだが、とはいえ妊婦だ、体調の悪い日もあるだろう。

「そういえば、ウォルフォード君、今日はマックスを預かってくれて助かったッス」

　マークが申し訳なさそうな顔でそう言った。

　今朝、出勤前にマークが家に来て、マックスを預けていったのだ。

　実家にいるのだから両親がいるのだが、生あい憎にく今日は商工会の寄り合いがあるらしく家にいられない。

　そんなわけで家に来たのだが、マークみたいに預けられる家があるのならいいけど、そうでない家も沢山ある。

　そういった家庭のためにも、一時預かりの保育園の整備は早急に進めないとな。

　……なんで俺は、社会インフラのことまで考えているんだろう？

　そんな疑問を抱きつつ、申し訳なさそうな顔のマークに気にしないように声をかけた。

「ああ、全然いいよ。シャルも遊び相手がいて楽しそうだし、今日はシルバーが学院から帰ってきたら一緒に王城に遊びに行くって話してたからな」

「オクタヴィア王女の遊び相手かい？　凄いねえ、将来は王女殿下の御学友かな？」

　シャル、ヴィアちゃん、マックスは誕生日も近い同い年。

　赤ちゃんのころからずっと一緒に遊んでいたので、れっきとした幼おさな馴な染じみだ。

　シャルとマックスは平民だけど、シャルはシルバーの妹なのでシルバーと同様に護衛対象。

　マックスも、今やアールスハイド一……いや世界一と言っていい巨大工房の御おん曹ぞう司し。

　恐らく護衛対象になるだろう。

　そんな二人なので、将来はオーグたちやメイちゃん、それに今シルバーも通っている王立アールスハイド初等学院に入学する予定である。

　学院名に国の名が入っているだけあって、学院としては国内最高峰の名門校である。

　ここに通っている生徒は、王族や貴族、裕福な平民の子供たちなのでセキュリティがかなりしっかりしている。

　出入りできるのは学院からの許可を得た人間だけで、その管理には俺が開発した市民証認証システムが採用されている。

　今まで、個人情報の閲覧と銀行口座へのアクセスにしか使えなかった市民証の個人認証だったが、他の装置でも認証できるようになったことでセキュリティシステムにも使えるようになった。

　事前に認証された市民証をかざすことで前世の駅のホームに設置されているようなゲートが開き、入校できるシステムになっている。

　このシステムは王城にも採用されており、毎朝の城門での混雑が緩和されたとオーグが言っていた。

　ちなみに、俺たちは王族からの要請があった場合、王城内に直接ゲートで出入りしていいことになっている。

　王族からの要請ということは緊急時ということであり、そんなときにいちいち入城ゲートを通っていたら間に合わないという理由なのだが……。

　その理由はあくまで建前であって、今のところ王族からはエリーから遊びに来て欲しいという要請しか来ていない。

　今日も、エリーからの要請で遊びに行くのだ。

「まあ、オーグもエリーもシャルとマックスは赤ちゃんのころから知ってるからね。俺たちが変な教育をしてないことも知ってるし、安心できるんだろ」

　アールスハイドでは、数代に渡って王家が貴族の意識改革をしたことで、ほとんどの貴族は市民優先の政策を実施し、自分の立場を弁わきまえている。

　だが、以前エリーを排除しようとした令嬢がいたように、偏かたよった教育をしてしまっている貴族も中にはいる。

　全てが理想通りには中々ならない。

　安心できる遊び相手ってのも中々いないんだろうな。

「トールとユリウスみたいな相手はいなかったのかなあ？」

　そういえば、トールとユリウスは五歳のお披ひ露ろ目め会かいの前から護衛兼側付きとして一緒にいたと言っていた。

　ヴィアちゃんにはそういった相手はいないんだろうか？

「王女と王子じゃ違うとか？」

「どうなんスかね？」

「僕たち平民には分からない世界だねえ」

　そういえば、現在アルティメット・マジシャンズに常じよう駐ちゆうしている男子メンバーは全員平民だ。

　平民同士で話していても分からないものは分からないよな。

「まあ、その辺はまた今度オーグにでも聞いてみるとして、そろそろ依頼に行くか」

「そうッスね」

「そういえば、今日は珍しくシンも出るのかい？」

「ああ、今日はちょっと人里離れた場所からの依頼があってな。浮遊魔法を使って行けるのが俺しかいないから久々に出動だよ」

「そうなんスね。じゃあ、自分先に行くッス」

「僕も行くねえ」

「ああ、じゃあ俺も行きますか」




　こうして俺は、久々の現場に出るのであった。





　　　　◆






　シンが久々の依頼に出ていたその日の午後、ウォルフォード家の門を一台の馬車が通り過ぎて行った。

　その馬車は、しっかりとした造りだが華か美びな装飾などは施ほどこされておらず、家か紋もんなども付いていない。

　その馬車が家の玄げん関かんの前に到着すると、扉が開き中から一人の少年が降りてきた。

「お帰りなさいませ、シルベスタ坊ちゃま」

　ウォルフォード家の筆頭執事であるスティーブが恭うやうやしく頭を下げて出迎えたのは、シン＝ウォルフォードの長男、シルベスタ＝ウォルフォードだった。

　ウォルフォード家は、最早アールスハイド有数の資産家となっている。

　そんなウォルフォード家が装飾過多な馬車を使っていると、いらぬ反感を買うかもしれないし、なによりウォルフォード家の馬車だと特定されると色々とマズイこともある。

　なので、一見地味な馬車を使っているのである。

　ただし、地味なのは見た目だけで、馬車そのものはシンが作ったものなので、居住性は快適そのもので、防御力も半端じゃない造りになっている。

　ちなみに、シン自身が会長を務める自動車会社の自動車があるのだが、それは街から街へと繫がる街道のみで利用されている。

　街中で走らせるには、道路のインフラが整っていないので危険なのである。

　なので、シルベスタの送迎にも馬車が使われているのだ。

「ただいま、スティーブ。おかあさんたちは？」

「はい、奥様もシャルロット様もマックス様も、すでに用意を終えられて坊ちゃまが戻られるのをお待ちでございます」

「そっか。じゃあ、はやく着替えないとね」

「かしこまりました」

　頭を下げるスティーブの横を通り過ぎて、シルベスタは自宅に入った。

　そのときだった。

「おにーちゃーん!!」

　家に入ってきたシルベスタを見つけたシャルロットが、シルベスタ目掛けて突進してきた。

「うわっと！」

　全速力で走ってきてそのまま飛びついてきたシャルロットを、シルベスタは数歩たたらを踏んだものの、どうにか受け止めることに成功した。

「おかえり！　おにーちゃん！」

　危うく、シャルロットも巻き込んで転倒するところだったシルベスタは、シャルロットを叱しかろうとしたが、満面の笑みで抱きついている妹を見ると、叱ろうと思っていた気持ちがしおしおと萎しぼんでしまった。

「ただいま、シャル。いい子にしてたかい？」

「うん！　シャルはいいこだよ！」

　なんの躊躇ためらいもなくそう言ってのける妹だが、さっきのはいい子の所業なのだろうか？

　そう思ったが、ニコニコ笑顔のシャルロットを前にするとそんな指摘などできない。

「そっか」

　シルベスタはそれだけ言うと、シャルロットの頭を撫でた。

「えへへ」

　撫でられたシャルロットは、気持ちよさそうに目を細め、シルベスタの手を享受していた。

　そうしてシャルロットを撫でていると、リビングから小さな人影が出てきた。

「しゃるちゃん、まってよ」

　そう言いながらポテポテと走ってきたのは、マークとオリビアの息子、マックスだった。

「あ、しるばーおにいちゃん、おかえりなさい」

　マックスはシルベスタの姿を確認すると、真っすぐに向かっていきシャルロットと同じように抱きついた。

「ただいま。いらっしゃい、マックス」

　シャルロットと違い、加減して抱きついてきたマックスに、帰宅と歓迎の挨拶をしつつその頭を撫でた。

「うん！　うふふ」

　頭を撫でられてくすぐったいのか、笑いながら身を捩よじるマックスだったが、離れる様子はない。

　幼児二人に抱き着かれて身動きが取れないシルベスタがどうしようかなと考えていると、クスクス笑いながら母であるシシリーがリビングから現れた。

「あらあら、モテモテね、シルバー」

「おかあさん、ただいま」

「お帰りなさい。ほらシャル、マックス君。抱き着いていたらお兄ちゃんが用意できないわ。一緒にヴィアちゃんのところに遊びに行くんでしょう？」

　シシリーがそう言うと、シャルロットとマックスはハッとした顔になり慌あわててシルベスタから離れた。

「おにーちゃん、はやくきがえてきて！」

「そうだよ。ぼくたち、おにいちゃんをまってたのに」

「ええ……」

　放してくれなかったのは二人の方なのに、なんで文句を言われてるの？　と、シルベスタは幼児特有の不条理さに頭を抱えた。

　ここで妹と弟分に文句を言わないのが、シルベスタがシャルロットとマックスに慕われる原因であり、こういった態度を取られる要因でもある。

「ほらシルバー、二人はママが相手しておくから、早く着替えてらっしゃい」

「うん。わかった」

　シルベスタはそう言うと、自分の部屋へ行き手早く制服から私服に着替えを済ませリビングに戻ってきた。

「おまたせ」

　シルベスタがそう言って姿を現すと、シシリーは無線通信機を取り出した。

「あ、エリーさんですか？　シルバーが帰ってきましたので今からそちらに行きますね」

　その後、少し会話をしたシシリーは、無線通信機を切ると三人の方を見た。

「それじゃあ、行きますよ」

　シシリーはそう言うと、ゲートの魔法を展開した。

　その様子を、シルベスタは憧れの籠もった目で見ていた。

　このゲートの魔法というのは、普通の魔法使いには使えない魔法だと聞いている。

　使えるのは、ほんの一握りの魔法使いだけ。

　そんな超高度な魔法を、母は何気なく使う。

　それも凄いけど、その超高度な魔法を開発し母に教えたのは父であるという。

　そのことが、父母をとても尊敬しているシルベスタにとって、とても誇らしいのだ。

　その誇らしさの象徴であるゲートの魔法が目の前に展開されている。

　ゲートの魔法を見るたび、シルベスタは見み惚とれてしまうのだ。

　そんなシルベスタをよそに、多分なにも分かっていないであろうシャルロットとマックスは先にゲートを潜っていた。

　二人を見送ったシシリーがシルベスタを見ると、キラキラした目でゲートを見ている。

　その憧れに満ちた表情にクスッと笑みを溢こぼすと、シシリーはシルベスタに向かって手を伸ばした。

「ほらシルバー、行きますよ」

「あ、うん」

　ゲートに見惚れるあまり動いていなかったことに気が付いたシルベスタは少し恥ずかしくなり、ちょっと赤くなりながらシシリーの手を取りゲートを潜った。




　ゲートから出た先では、シャルロットとマックス、そして王女であるオクタヴィアが再開を喜び合っているところだった。

「ようこそいらっしゃいませ、しゃる、まっくす」

「びあちゃん、こんにちは！」

「こんにちは」

　王女らしく、穏やかに挨拶するオクタヴィアと、そのオクタヴィアに抱き着いて挨拶しているシャルロット。

　マックスは、女の子に抱き着くのはさすがに恥ずかしいのか、少し離れたところから挨拶している。

　同い年の幼馴染みを出迎えたオクタヴィアは、その後すぐにキョロキョロと周りを見回し、シルベスタを見つけると満面の笑みを浮かべ、走り寄ってきた。

　抱き着いていたシャルロットは、振り払われた。

「しるばーおにいさま！　ようこそいらっしゃいました！」

「うん、お邪魔します、ヴィアちゃん。元気そうだね」

「はい！　びあはげんきです！」

　さっきまでの三歳の幼女らしからぬ穏やかさはどこへ行ったのか、赤く頰ほおを染めながら元気よくシルベスタに挨拶するオクタヴィア。

　その様子から、オクタヴィアがシルベスタのことをどう思っているのか、一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「いらっしゃいませ、シシリーさん。シルバー、シャル、マックスもいらっしゃい。ヴィアと遊んであげてくださいまし」

　そんなオクタヴィアの様子をクスクス笑いながら見ていた王太子妃エリザベートが、訪問者たちに挨拶をしながら出迎えた。

　妊娠中期に入っているエリザベートは、締め付けのないゆったりとした、しかし高貴なドレスに身を包んでいる。

　その姿は、まさしく妃の名にふさわしいものであった。

「エリーおばさん、こんにちは。お邪魔します」

「おばちゃん！　こんにちは！」

「えりーおばちゃん、こんにちは」

　しかし、子供たちにとっては、友達のお母さん。

　つまり、おばさんなのである。

　おばさんの三連撃を喰らったエリザベートは、頰をヒクヒクさせつつも子供相手に怒鳴ることもできず、ダメージを受けつつも言葉を返した。

「え、ええ。こんにちは。今日も皆さん、元気そうですわね」

「「うん！」」

「はい」

　エリザベートの言葉に、元気よく返事をするシャルロットとマックス、そして落ち着いて返事をするシルベスタ。

　そんなシルベスタをウットリと見ていたオクタヴィアは、ハッと我に返ると慌ててシシリーのもとに駆け付けた。

「ごきげんよう、ししりーおばさま」

　オクタヴィアは、ドレスの端をちょこんと持ち、カーテシーをしてシシリーに挨拶をした。

　幼いながらも淑しゆく女じよであろうとする可愛らしい姿に、シシリーは思わず頰を緩めてしまった。

　しかし、今はシンに嫁とついだので身分は平民になっているとはいえ、元は貴族令嬢。

　きちんと挨拶を返そうと、シシリーもカーテシーをした。

「御機嫌よう、オクタヴィア王女殿下。お元気そうでなによりですわ」

　微笑みながらそう挨拶すると、なぜかオクタヴィアは不機嫌そうに頰を膨らませていた。

「だめです、ししりーおばさま！　びあはしょうらいしるばーおにいさまのおよめさんになるのですから、びあのことはびあとよんでください！」

　どうやら、オクタヴィア王女殿下と呼んだことが気に食わなかったらしい。

　将来の義母にそんな呼ばれ方をされたくないと主張するオクタヴィアに、シシリーはニヤニヤが止まらない。

「ごめんなさい、ヴィアちゃん。本当にシルバーのお嫁さんになってくれるの？」

「はい！」

　そんな会話をしている母とオクタヴィアを見ていたシルベスタは、思わず溜息を吐いてしまった。

「おかあさん、勝手に決めないでよ」

「あら？　シルバーはヴィアちゃんのこと嫌い？」

　シシリーがシルベスタにそう訊ねると、聞いていたオクタヴィアは見る見るうちに目に涙を溜め始めてしまった。

「別に嫌いじゃないけど……」

「！」

　シルベスタがそう言うと、オクタヴィアの涙はあっという間に引っ込み、満面の笑みを浮かべてシルベスタに抱き着いた。

「ならいいじゃない。王女様をお嫁さんに貰えるなんて、滅めつ多たにないことよ？」

　滅多にないというか、普通はない。

　だがシシリーは、エリザベートやアウグストを含め王族と親交が深いのでその辺りの感覚が世間とズレているのだ。

　オクタヴィアは、シルベスタの母であるシシリーが認めてくれたことが嬉しくて仕方がない様子で、ギュッとシルベスタにしがみついている。

　その様子は、男女が抱き合っているというより、幼子が兄にしがみついているという図である。

　シルベスタは、六歳でお嫁さんとか言われても困ってしまう。

　しかも、相手はまだ三歳のお子様である。

　かといって、好意全開で抱き着いてきているオクタヴィアを引き剝がすのも可哀想だ。

　先ほどのウォルフォード邸と同じ状況に困り果てているとシャルロットとマックスまで参戦してきた。

「あー！　びあちゃんずるい！　しゃるも！」

「ぼ、ぼくも」

「え!?　ちょっ！　二人とも待って！」

　オクタヴィアに抱き着かれているシルベスタに避ける術はない。

　勢いよく抱き着いてきたシャルロットとマックスを受け止めたシルベスタだったが、さすがに三人は支えきれず、今度は押し倒されてしまった。

「「「「わあっ！」」」」

　仰向けに倒れるシルベスタと、それに覆おおいかぶさるように抱き着いたままの三人。

　シルベスタが倒れても、離れる様子はなさそうである。

　その様子に、シルベスタは諦め顔で三人にされるがままになっている。

「これ、ヴィア！　はしたないですわよ！」

「あらあら」

　オクタヴィアの、普段の王女らしからぬ行動を窘たしなめるエリザベートと、微笑ましい光景に頰を緩ませるシシリー。

　これが、子供たちが集まったときのいつもの光景なのであった。




　いつものように子供たちは子供たちで遊び、シシリーとエリザベートは大人の女性ならではのお喋りに興じている。

　子供たちは、用意されたお菓子を食べながら遊んでいたのだが、シャルロットが突然こんなことを言い出した。

「あきた」

「うん」

「あきました」

　シャルロットの言葉に、マックスとオクタヴィアまで同調してしまった。

「ええ……」

　この中で唯ゆい一いつの年長であるシルベスタは、母たちの方をチラリと見た。

　シシリーとエリザベートは、幼い頃からの知り合いで、高等魔法学院時代以降は親友と言っていい間柄だと聞いている。

　二人は、中等学院時代の共通の友人が誰それと結婚しただの、どこの店のスイーツが美味しかっただの、今のファッションの流行りや子育ての大変さなどを非常に楽しそうに喋っており、会話に割り込むのも気が引ける。

　どうしようかなと思っていると、いつの間にか年少組で話し合いが行われていたようでオクタヴィアが自分の母であるエリザベートのもとへとトコトコ歩いて行った。

「おかあさま」

「あら、どうしました、ヴィア」

「しゃるたちと、おしろをたんけんしてもいいですか？」

　お城の探検。

　オクタヴィアの言った言葉に、シルベスタも思わず興味を惹かれてしまった。

　ウォルフォード邸も大きい家ではある。

　けれど、幼いころからずっと住んでいるので、大概の場所は探検済みだ。

　探検できていないのは、父の作業部屋と両親の寝室だけ。

　父の作業部屋は危ないからという理由で、両親の寝室は……なぜだか分からないが入ってはいけないことになっている。

　両親の寝室はともかく、父の作業部屋にはいつか入ってみたいと思っているシルベスタなのだった。

　それはともかくお城の探検である。

　一般的には大きな家であるウォルフォード邸の何倍も大きく、複雑な造り。

　市民どころか、省庁の職員でなければ貴族でもおいそれと足を踏み入れることができない場所を探検する。

　その言葉だけでワクワクが止まらなかった。

「お城の探検？」

　エリザベートは復唱すると、ちらりとシルベスタを見た。

　いつもは、幼い妹たちを諫いさめることの多いシルベスタが目を輝かせている。

　興きよう味み津しん々しんなようだ。

　エリザベートがシシリーを見ると、とても嬉しそうな顔をしている。

　シルベスタは、シンやシシリーたちがもっとわがままを言ってもいいと言っても、妹たちのお手本になろうとしているのかあまりわがままを言わない。

　両親はそのことを少し寂しく思っていたのだが、珍しくシルベスタが興味を示している。

　どうにか叶えてやりたいと、お願いするようにエリザベートを見ると、エリザベートは苦笑を浮かべて頷うなずいた。

「わかりましたわ。大人の話はつまらないでしょうし、行ってらっしゃい」

　エリザベートがそう言うと、子供達はワッとはしゃいだ。

「ただし」

　はしゃぐ子供達を窘めるようにエリザベートがそう言うと、子供達はピタリと静かになった。

「護衛の者と案内の者を連れて行くこと、必ず言うことを聞くこと、危ない場所には行かないこと。これを約束できますか？」

　エリザベートがそう言うと、年少組はコクコクと頷き、シルベスタは「わかりました」と声に出して返事をした。

「では、申し訳ないけれど、子守りをお願いしてもいいかしら？」

　エリザベートは護衛の騎士と、部屋にいたメイドに同行をお願いし、騎士とメイドもそれを了承した。

　こうして、子供たちによるお城探検隊が発足したのだった。





　　　　◆






　発足したお城探検隊は、今までいた部屋を出るとどこに行こうかと話し合いを始めた。

「どこいく？」

「うーん、ちゅうぼう？」

　マックスの質問に、なぜか厨房と答えるシャルロット。

　その返答に、マックスは首を傾げる。

「ちゅうぼう？」

　厨房の意味が分からなかったらしい。

「台所の大きいやつだよ」

　シルベスタがそう言うと、マックスは「ああ」という顔をしたあと、もう一度首を傾げた。

「なんで？」

「おかしくれるかも」

　シャルロットにとって厨房とは料理やお菓子を作っているところで、シャルロットがウォルフォード家の厨房に顔を出すと、高確率で料理長のコレルが「内緒ですよ」と言ってお菓子をくれる。
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　お城はウォルフォード家よりも大きいし、厨房も大きいに違いない。

　さっき食べたお菓子も美味しかったし、行けばまた貰えるかもしれない。

　そんな打算が含まれた提案だった。

　だが……。

「シャル？　まさか、うちの厨房に行ったりしてないよね？」

「!?」

　シルベスタの言葉に、シャルロットはハッとして口を押さえた。

　ウォルフォード家でも他の家でも同じだろう。厨房や台所は火や刃物を扱う場所なので、危ないから子供は近付いてはいけないと教えられている。

　シルベスタは当然のように言いつけを守り厨房には近付かない。

　しかし、さっきのシャルロットの口ぶりでは厨房に行けばお菓子をくれることがあると知っているようだった。

「えっと……えへへ」

　どうにかして誤魔化そうとするが良い言い訳が思い付かなかったシャルロットは、曖あい昧まいに微笑んだ。

　その顔を見たシルベスタは「はぁ」と溜息を吐くと、恐るべき言葉を口にした。

「おとうさんに言うからね」

「!!」

　父であるシンは、子供たちに甘い。

　シャルロットだけでなくシルベスタにも甘々だ。

　しかし、普段は子供に甘くて優しい父だが、危ないことをしたときなどは本気で怒る。

　手を出されることはないが、その代わり魔力で威圧してくる。

　それが本当に怖いのだ。

　ちなみに、母であるシシリーは、正論で追い詰めてくる。

　それもかなり怖い。

　シルベスタはあまり父や母に叱られたことはないが、シャルロットはしょっちゅう怒られている。

　その恐怖を思い出したのか、シャルロットは目に涙を溜め始めた。

「やだー！　おにーちゃんおねがい!!」

「……もう行かないって約束する？」

「する！　するからあ!!」

　兄に、父に言わないでと必死に頼み込む。

　半ベソをかいて必死な様子の妹を見たシルベスタは、小さく息を吐いてシャルロットの顔を両手で摑んだ。

「わかった。けど、次行ったことが分かったらすぐ言うからね」

　シルベスタがそう言うと、シャルロットは満面の笑みになって抱き着いてきた。

「おにーちゃん、ありがと!!」

　あの恐怖を回避できたことで、シャルロットのテンションは最高潮になっている。

　しかし、この妹はしばらくしたらその恐怖も忘れてまた厨房に行くんだろうなと察したシルベスタは、コレルにも注意しておこうと心に誓った。

　完全に許されたわけじゃないとは知らないシャルロットをよそに、改めてどこに行くか話し合いをしながら城の廊下を歩き出した。

「で、どこいくー？」

　改めてシャルロットがどこに行くか訊ねる。

　とはいえ、オクタヴィアも自分と両親とメイの部屋以外ほとんど知らない。

　その結果出てきたのが……。




「おじいさま」

　ディセウムの執務室である。

「ん？　おお、ヴィアちゃん！　シルバーたちも、どうしたのかな？」

　突然の孫襲来に、デレデレと顔を緩める国王。

　威い厳げんもなにもあったものではない。

　しかし、執務室にいる他の役人たちも、ディセウムが初孫であるオクタヴィアを溺でき愛あいしていることはよく知っているので、なにも言わない。

　普段なら、面会の予約をして何日も待たないと入室すら許されない国王の執務室に幼児たちがフラッと遊びに来ても、なにも言わないのだ。

「わたくし、おしろたんけんたいなのです」

　祖父であるディセウムにどうしたのかと訊ねられたオクタヴィアは、胸を張ってそう答えた。

「おお、そうかそうか、探検隊なのかあ」

　ディセウムは顔をデレデレさせながらオクタヴィアを抱っこした。

「しゃるもだよ！」

「ぼくも！」

　堂々と宣言するオクタヴィアに釣られるように、シャルロットとマックスも自分がお城探検隊のメンバーであることを主張する。

　シルベスタはというと……。

「ディスお爺ちゃん、お仕事の邪魔をしてごめんなさい」

　一応、ディセウムが仕事中であったと認識しているシルベスタは、頭を下げて謝っていた。

「はっはっは！　よいよい、可愛い孫とそのお友達を拒むことなどせんよ」

　ディセウムは笑いながらシルベスタの頭を撫でた。

「それで、ヴィアちゃんたちはお城探検でお爺様のところに来たんだね？　他には？　アウグストのところにも行ったのかい？」

　アウグストは、自分にも他人にも厳しい。

　国王である自分にさえ厳しい態度を取ってくる。

　そんなアウグストの執務室に子供が遊びに行ったら怒られてしまうのではないか？

　そう心配したディセウムは、オクタヴィアに訊ねたのだが……。

「おじいさま」

「なんだい？」

「おとうさまはおいそがしいのですよ？」

「……え？」

「なので、おじいさまのところにきたのです」

「……え？」

　オクタヴィアの言葉に、ディセウムは固まってしまった。

　それって、アウグストは忙しいから邪魔しちゃだめだけど、自分は忙しくないから邪魔してもいいって言ってないか？

「あ、あの、ヴィアちゃん？　お爺様もお仕事してるよ？　忙しいよ？」

「え？　でも、おとうさまは、おじいさまがすぐしんおじさまのいえにあそびにいってしまうっていってましたわ」

「アウグストォー!!」

　孫になんということを教えているのかと、思わずその場にはいないアウグストの名前を大声で叫んでしまった。

　しかし。

「あ、ディスお爺ちゃん。ひいお婆ちゃんが、家に靴下忘れてるから取りに来いって言ってたよ？」

「……」

　シルベスタからの一言で、またしても固まってしまった。

「ねえ、でぃすおじーちゃん！　きょうもうちくる？　またぱぱのはなしきかせて！」

「……」

　シャルロットの一言に、さらに追い打ちをかけられた。

　そんなディセウムを見て、オクタヴィアは頰を膨らませた。

「おじいさまずるいですわ！　わたくしもしるばーおにいさまのおうちにいきたいです！」

「え、いや、ヴィアちゃんはまだ子供だからお城にいないと……」

「ずーるーいーでーすーわー！」

　ディセウム一人でシルベスタの家に行っていることを不公平に感じたのか、オクタヴィアは盛大に癇かん癪しやくを起こした。

「わ！　ちょ、ちょっと待って、ヴィアちゃん！　お爺様だけじゃなくて、お父様もしょっちゅう行ってるから！」

　オクタヴィアの癇癪にどうしようとオロオロしていたディセウムは、すかさず息子でありオクタヴィアの父であるアウグストを生贄に差し出した。

「おとうさまも!?　ずるい！　こーぎしにいきますわ！」

　そう言って身を捩り、ディセウムの腕から降りるとすぐにシャルロットの手を握った。

「しゃる、いこう！」

「うん！」

「あ！　お待ちください！」

　勢いに任せて部屋を飛び出していったオクタヴィアとシャルロットを、護衛の騎士とメイドが慌てて追いかけて行った。

　ディセウムの執務室に取り残されたシルベスタは、同じく取り残されていたマックスと顔を見合わせ、苦笑を浮かべた。

「僕たちも行こうか」

　シルベスタはそう言うと、マックスに向かって手を差し伸べた。

「うん！」

　マックスは嬉しそうにその手を握ってくる。

「ディスお爺ちゃん、お邪魔しました。またうちに遊びにきてね」

「ばいばい」

「は、はは……またね」

　シルベスタはディセウムに向かってお辞じ儀ぎをし、マックスは笑顔で手を振りながら出て行った。

　そんな二人を、ディセウムは乾いた笑みを浮かべながら見送った。

「……真面目に仕事しよ」

　ディセウムはそう言いながら机に戻り、執務を再開するのであった。




「二人とも、どこ行ったのかな……」

「ねー」

　シルベスタはディセウムの執務室を出たあと、マックスと二人で手を繫いで城の廊下を歩いていた。

　シャルロットの手を引いて執務室を出て行ったオクタヴィアと、その後を追いかけて行った騎士とメイドの姿が見えない。

　通りすがりの人に、あっちに行ったよと教えてもらいそっちへ行ってみたのだが、四人の姿が見えないのだ。

「しゃるちゃんとびあちゃん、あしはやいねー」

　マックスは、いつも頼りになるお兄ちゃんであるシルベスタと一緒にいるからか、不安など微み塵じんも感じさせない表情でそんなことを言った。

「そうだね。それにしても、ここ、どこなんだろ……」

　シルベスタはすぐにシャルロットたちに追いつけると思っていた。

　なので二人だけで後を追ったのだが、シャルロットとオクタヴィアは思いのほか足が速く見付けられなかった。

　思おも惑わくが外れてしまったシルベスタは、自分が王城のどこにいるのか分からなくなってしまった。

　迷子になってしまったのである。

　その事実に気付いたとき、途と轍てつもない不安に襲われたのだが、自分が不安がるとマックスまで怖がってしまう。

　なので、不安な様子を一切見せず、マックスに笑いかけたのだ。

　しかし、今確実に迷子になっている。

　本来なら、迷子になったと分かった時点でその場を動かず、誰か大人が通りかかるのを待てば良かった。

　しかし、その角を曲がればシャルロットとオクタヴィアを追いかけて行った騎士とメイドがいるのではないか。

　その廊下の先に……と捜し続けてしまったため、余計に自分の居場所が分からなくなってしまったのである。

　しかも、どうも奥に入り込んでしまったらしく、ここしばらく人とすれ違っていない。

　これはもしかしてマズイかも……。

　シルベスタはそんな不安に襲われ、思わず繫いでいるマックスの手をギュッと握った。

「おにーちゃん、て、いたい」

「あ、ご、ごめん、マックス」

「んーん、だいじょぶ。おしろのたんけん、おもしろいね！」

　マックスはシルベスタが迷子になっていることに気付いていない。

　見たこともない王城の中をあちこち歩き回っているのは、お城探検隊の行動だと思っている。

（マックスを不安にさせちゃいけない）

　そんな思いから、シルベスタは無理矢理笑顔を作った。

「そうだね。お城、大きいね」

「ねー」

　無邪気な笑顔を見せるマックスに不安な心を少し癒いやされながら、シルベスタは歩を進めた。

　この場所は人が来ない、ということは大人に道を聞くことができない。

　なら移動して人がいるところに行けばいい。

　そう思って歩みを止めなかった。

　そうして歩いていると、不意に開けた場所に出た。

　そこは王城の中にある庭のようで、綺麗に手入れされているが人ひと気けはない。

　しかし、手入れされているということは、ここにも人が来るということだ。

　そう思って少し安堵したところで、シルベスタはピクッと反応した。

「おにーちゃん？」

「……話し声が聞こえる」

　人がいた。

　これでようやく元の場所に戻れる。

　その安心感から、シルベスタは話し声が聞こえた方へと歩いて行った。

　そして、ようやく人影が見え声をかけようとしたときだった。

「！」

　シルベスタは、慌てて近くの柱の陰に身を潜めた。

「おに……」

「しっ！」

　自分を呼ぼうとしたマックスの口を慌てて塞ぐ。

　マックスは、人差し指を唇に当てて黙るように言うシルベスタの顔が凄く真剣なことに驚き、了解するようにコクコクと首を縦に振った。

　その様子に安堵したシルベスタは、その人影に注意を向けた。

　人影は一人ではなく、二人。

　そして、会話をしていた。

　その会話が聞こえたので、シルベスタは慌てて身を潜めたのだ。

　その会話というのが……。

「それで？　いつエリザベートを襲うんだよ？」

「ああ、今エリザベートは聖女とガキたちを連れてる。ガキが多い今日が狙い目だろう」

「人質ってか」

「ああ、ま、両方とも生かしてやれねえんだけどな」

　王太子妃エリザベートの襲撃計画だったのだ。

　しかも、この人たちはエリザベートだけでなく、母や自分たちも狙うと言っていた。

　怖い。

　今まで、街中ではアールスハイド有数の資産家であるウォルフォード家の子供ということで狙われる危険があると聞かされていた。

　そのため外出するときは多くの護衛が付いているし、襲撃もあったらしい。

　しかし、実際には目にしていないためシルベスタには実感がなかった。

　だが、今目の前で悪者たちが自分たちを殺そうとする計画を話している。

　なんで？　王城は安全なんじゃなかったの？

　そんな疑問が頭を駆け巡る。

　とにかく、どうにかしてここから離れないと駄目だ。

　そして母に襲撃計画があることを伝えなければ。

　しかし、不用意に動けば男たちに見つかってしまうかもしれない。

　そう思うと、恐怖で身体がうまく動かない。

　どうしよう。どうしよう。

　そんなことを考えていたときだった。

「おにーちゃーん!!」

「しるばーおにーさまー！」

　視界の端に、自分のことを大声で呼びながら走ってくる二つの人影が映った。

　シャルロットとオクタヴィアだ。

　どうやら、騎士とメイドは二人を捕まえられなかったらしい。

　そして、自分たちと同じく迷子になっていたのだ。

　そんな中でシルベスタの姿を見付け、安心して走り寄ってきたのだ。

「シャル！　ヴィアちゃん！　来ちゃだめだ!!」

「「!!」」

　シルベスタの大声で、シャルロットとオクタヴィアは驚いて足を止めた。

　どうせさっきのシャルロットの大声で自分のこともバレてしまっているのだ、それならシャルロットとオクタヴィアを近付けさせず、自分が近寄った方がいい。

　そう判断したシルベスタは、急いでマックスを抱え二人のもとへと走り寄った。

「なっ!?　こいつ等、例のガキどもか!?」

「いつのまに!?」

　突然の子供たちの登場に、話をしていた男たちは驚きを隠せない。

　なにしろ、さっきまでこの子供も含めた殺害計画を立てていたのだ。

　まさか子供たちだけでこんなところに来るとは思わなかったし、話を聞かれるとは思ってもみなかった。

　シルベスタがシャルロットとオクタヴィア、マックスを背にして二人と対面すると、男たちは少しなにかを話し合い、嫌らしい笑みを浮かべた。

「これはこれはオクタヴィア王女殿下。いけませんなあ、こんなところに来ては」

「そうですぞ。さあ、我らが御母上のところまでお連れしましょう」

　二人は、話を聞かれてもどうせ子供、話の内容など理解できないだろう、それなら子供たちを母親のもとに送るという名目で部屋に入り込み、計画を実行しようと考えたのだ。

　実際、ずっと迷子になっていたオクタヴィアはホッとした表情で二人のもとに行こうとした。

　しかし、それをシルベスタが遮った。

「行っちゃ駄目だヴィアちゃん!!　その人たちは悪者だ!!」

　シルベスタの大声で、二人のもとに行こうとしていたオクタヴィアの足が止まり、再びシルベスタの後ろに隠れた。

「おいおい、変なことを言うなよ、坊ちゃん」

「そうだよ。俺たちは君たちを母親のもとに返そうとしている善良な人間だよ？」

　ニヤニヤとそう言う男たちだったが、シルベスタはハッキリと言った。

「噓だ！　だってさっき聞いたもん！　おかあさんたちや僕たちを殺すって!!　今がチャンスだって!!」

　そのシルベスタの言葉に、男たちは舌打ちした。

　まさか、さっきの話を理解しているとは思わなかったのだ。

「お、おにーちゃん、ほんと？」

「しるばーおにいさま？」

「本当だよ」

　そう言うシルベスタが、小刻みに震えているのをシャルロットとオクタヴィアは気付いた。

　マックスは、さっきからシルベスタにしがみ付いて震えている。

　本当なんだ。

　そう思ったシャルロットとオクタヴィアは、恐怖で身体が動かなくなってしまった。

　それを見た男たちは、驚きよう愕がくし舌打ちしていた表情から、またニヤニヤした顔に戻った。

「まあでも、ちょうど手間が省けたかもな」

「そうだな。王女だけでも殺せればあとはなんとでもなる」

「ああ、なんせ目撃者はいないんだからな」

　皆殺しにする。

　男たちは言外にそう言った。

　あまりの恐怖に子供たちは震えが止まらない。

　シルベスタはその恐怖を振り払おうと、首から下げている父から貰ったペンダントを無意識に手に取っていた。

　それと、魔法を使うと騒ぎがバレると思った男たちが、胸元から取り出したナイフで切りかかってきたのはほぼ同時だった。

「「「!!」」」

　シャルロット、オクタヴィア、マックスは、思わずギュッと目を瞑つむった。

「わ、わあああっ!!」

　シルベスタは、ペンダントに力を込めた。

　すると……。

「なっ!?」

「障壁だと!?」

　シルベスタが持っているペンダントは、ある一定以上のスピードで飛来するものを感知すると自動的に障壁を展開する。

[image: ]

　しかし、人が近寄ってきただけでは作動しない。

　そうしないと人が近寄れないからだ。

　なので、今障壁を展開するには自力で魔道具を起動させなければいけない。

　シルベスタは、最近シンからこの魔道具の使い方を習っていた。

　初めてもらった魔道具が嬉しくて、何度も何度も自分で練習していた。

　その成果が、今発揮されたのだ。

「くっ！　くそっ！　なんだよコレ!?」

「ちっ！　ウォルフォードの子供か!?　面倒な魔道具持たせやがって!!」

　男たちは、シルベスタが展開した障壁になんどもナイフを振り下ろす。

　その度に『ガン！　ガン！』と障壁に阻まれる。

　その音と抜き身のナイフが恐ろしくて、子供たちは必死にシルベスタにしがみ付く。

　シルベスタは、気を抜いたら障壁が消えることを知っているので、襲い掛かるナイフの恐怖に震えながらも必死に魔道具を起動させていた。

　誰か、誰か助けて!!

　魔道具で障壁を展開しながら、反撃も逃げ出すこともできないシルベスタは必死にそう心の中で願っていた。

「くそったれが！　さっさとこの障壁を消しやがれ!!」

「いい加減観念して殺されろよ!!」

　男たちは、何度攻撃しても壊れない障壁に業を煮やし、シルベスタに罵ば声せいを浴びせ始めた。

　今まで浴びせられたことのない罵声にシルベスタの心が折れそうになった……。

　そのときだった。




「誰を殺すんですか？」




　その場に似つかわしくないほど静かな声が聞こえてきた。

　シルベスタは、その聞き覚えのありすぎる声に、ハッとして振り向いた。

　そこには。

「おかあさん……」

　母であるシシリーが立っていた。

　シシリーは、疲れ果てているシルベスタの顔を見て安心させるように微笑むと、再び男たちに向き直った。

「答えてください。誰を殺すんですか？」

　突然現れたシシリーに男たちは一瞬狼ろう狽ばいするが、すぐに気を取り直した。

　現れたのは聖女と言われているシシリーだ。

　アルティメット・マジシャンズの中でも癒やしの力に特化している女性。

　しかも妊娠中で身動きし辛い。

　現れたのがそんなシシリーなら勝てると、そう、思った。

「へへ、そりゃあ聖女様……」

「アンタと……ガキどもだよっ！」

　そう叫ぶと、二人揃ってシシリーに向かって突進していった。

「おかあさんっ!!」

　いつも優しいお母さん。

　いたずらしても優しく窘めるだけで、怒ったりしないお母さん。

　大きくなっていくお腹を撫でながら、優しく微笑んでいるお母さん。

　大好きな、お母さん。

　そんなお母さんに暴漢たちが襲い掛かった。

　訪れるであろう最悪の結果を予想して、シルベスタは思わず叫んでしまった。

　だが……。

「え？」

　シルベスタは、自分の目を疑った。

　シシリーから、まだ魔法を習っていない自分の目でも見えるほどの魔力が噴き出したからだ。

「なっ!?」

「あ、足がっ!?」

　そんな叫び声をあげた男たちを見ると、足が凍っていた。

　あの一瞬で氷の魔法を展開したのだ。

　凄い、とそう思ってシルベスタがシシリーを見ると、そこには見たこともない表情をしているシシリーがいた。

「誰を……誰を殺すですって？」

「「ひっ！」」

　あまりにも感情のこもっていない声と表情に、男たちが思わず悲鳴を漏らす。

　そんな男たちに構わず、シシリーは一歩一歩男たちに近付いていく。

「私たちはともかく……子供たちを……シルバーやシャル、ヴィアちゃんにマックスまで殺すですって？」

　そう言いながら近づいてくるシシリーは、表情が抜け落ちているのに、どんどん瞳どう孔こうが開いてきている。

　怒ってる！

　お母さんがメチャメチャ怒ってる!!

　初めて見る母の激怒に、シルベスタとシャルロットは、さっきまでの恐怖も忘れてポカンとシシリーの顔を見ていた。

「ひいっ！　く、来るな！」

「た、たすけて……」

　足元から徐々に凍り付いていく男たちは、情けなくもシシリーに懇願した。

　その言葉を聞いたシシリーは、ニッコリと笑った。

　瞳孔は……開いたままである。

「ゆ　る　し　ま　せ　ん」

　シシリーはそう言うと、一気に魔力を放出し、男たちの全身を氷漬けに……。

「そこまでだ、ウォルフォード夫人!!」

　直前で駆け付けたアウグストが、シシリーを止めた。

　声をかけられたシシリーは、ゆっくりとアウグストの方を向いた。

「なぜです、殿下？　この人たちは私の可愛い子供たちを殺そうとしたんですよ？」

「分かっている！　許すつもりはない！　だが、そいつらには色々と吐いてもらわないといけないことがあるのだ！」

　必死にシシリーを説得するアウグスト。

　シシリーはアウグストの言葉を聞いて、目を瞑りゆっくりと息を吐いた。

「……なら、仕方ないですね。殿下、ちゃんと聞き出してくださいね？」

　ニッコリとそう言うシシリーに、さすがのアウグストも逆らうことはできず「あ、ああ。任せておけ」と顔を引きつらせながら言うのが精いっぱいだった。

　シシリーが魔法を解き氷を溶かすと、その場に倒れ伏した男たちはすぐさま拘束される。

　そして、恨み言を口にした。

「く、くそ！　なんで聖女がこんなに強いんだよ!?」

　その言葉を聞いたアウグストは心底呆れた顔をした。

「彼女は治癒魔法が一番得意なだけで、攻撃力は我々とそう変わらないんだぞ？　知らなかったのか？」

「「はぁ!?」」

　アウグストの言葉を聞いた男たちは、そんな話は聞いていないと驚愕に満ちた表情になった。

　その後猿さる轡ぐつわをされ、男たちは連行されていった。

　一方そのころ男たちを恐怖のどん底に叩き落としたシシリーは……。

「シルバー、大丈夫？　よく頑張ったわね」

　そう言って、今回の功労者であるシルベスタを抱き締めていた。

「ぼ、ぼく……ぼく……」

「みんなを守ってくれてありがとう。さすが、みんなのお兄ちゃんね」

　シシリーがそう言いながらシルベスタの頭を撫でると、今まで我慢していたものが決壊した。

「う、うわあああ!!」

　普段、泣くことも、わがままを言うことも滅多にないシルベスタが、シシリーにしがみつきながら泣きじゃくっている。

　そんなシルベスタの背中を、シシリーは優しく何度もポンポンと叩いて慰なぐさめていた。

「大丈夫、大丈夫。ママが来たからね。もう大丈夫だよ」

「おかあさん！　おかあさーん!!」

　そんな、普段は頼れるお兄ちゃんであるシルベスタが泣きじゃくっているのを見ていると、さらに幼い子供たちの涙腺も緩んでくる。

「うえーん、こわかったよ、ままー」

「おばさまあ！」

「うわーん！」

　シャルロット、オクタヴィア、マックスもシシリーに泣きながら抱き着いた。

　それを、アウグストは複雑な表情で見ていた。

「ヴィア……お父様もいるんだが……」

　すると、ようやく父がいることに気付いたオクタヴィアが、チラリとアウグストを見たが、すぐにシシリーに抱き着き直した。

「あらあら」

　てっきりオクタヴィアは、父であるアウグストのもとへ行くと思っていたシシリーは、苦笑を浮かべつつもオクタヴィアを抱き締め返した。

　アウグストは「まあ、実際に助けたのはウォルフォード夫人だしな」と呟いて、オクタヴィアの好きにさせることにした。

　そして、ようやく子供たちが泣き止み始めると、今度は口々にシシリーを褒めだした。

「おかあさん、凄かった！」

「まま、かっこいい！」

「おばさま……すてきでした……」

「おばちゃん、すごいー！」

　さっきまで泣きじゃくっていたのが、一転してキラキラとした尊敬の目で見てくる。

　子供たちからの尊敬の念を、シシリーは微笑みながら受け止めていた。

「まあ、ふふ、ありが……う……」

　ところが、突然シシリーがお腹を押さえて呻うめき出だした。

「おかあさん!?　どうしたの!?」

「まま!?」

「おばさま!!」

「おばちゃん!!」

　さっきまで微笑んでいたのに突然苦しみだしたシシリーに、子供たちはパニックになる。

「どうした、ウォルフォード夫人!?」

　これには、さすがのアウグストも慌てた。

　まさか、さっきの男たちになにか危害でも加えられていたのか!?　と背筋が凍った。

　そんなことになれば、シンがどうなるか分かったもんじゃない。

　そう思っていたのだが……。

「う……」

「う!?」




「う……ま……れる」




　その言葉に、今度はアウグストも含めてパニックになった。

「誰か!!　誰か医師を持ってこい!!」

　その言葉からして、アウグストが珍しくパニックに陥っていることが分かる。

　その言葉を鵜う吞のみにして、本当に医者を担いで持ってきた騎士たちも相当なパニック具合だった。

　無理矢理騎士たちに担がれてきた医師が見るまでもなく、シシリーは破水しており子供が産まれる寸前であることが分かった。

「なにをしているのですか貴方あなたたちは!?　早く聖女様を医務室へ……いや、客室へ！」

「は、はいっ！」

「それと、王太子妃殿下の専属女医と産婆を！　大至急!!」

「ははっ！」

「貴方と貴方は担たん架かを持ってきなさい！　そして、ゆっくり、そっと聖女様をお運びするのです！　いいですね!!」

「分かりました!!」

　あまりにもポンコツで役に立たない騎士に苛立った医師の怒号に、騎士たちは逆らえるはずもなく、指示に従っていく。

　ようやく運ばれていったシシリーを見送った医師は、呆れた表情でアウグストに向き直った。

「まったく……アウグスト殿下ともあろう御方がなにをなされているのですか？」

　普段、アールスハイドの至宝とまで言われている王太子がまったく役に立たなかったことに苦言を呈した。

「……そなたの言う通りだな。女性が産気付く場面に居合わせたのは初めてだったので狼狽してしまった」

「まあ、出産に関しては男より女性の方が肝が据わってますからな。産気付いた女性を前に、なにもできない男が多いのは事実ですが……医師を持ってこいと指示されたとか？」

「うっ……」

「どれだけ狼狽えていたんですか……」

　普段見ることのない優秀な王太子の失態に、医師も苦笑いが浮かんでしまう。

「いや……もしかしたら、ウォルフォード夫人があの賊に危害を加えられたのではと思ってしまってな。そんなことになったら……」

　アウグストは、恐ろしくてその先を言うことができなかった。

　そして、言わなくても医師は理解できてしまった。

「なるほど……それは狼狽するのも無理からぬことですな……」

　そんな話をしていたのだが、そこに割り込む声が聞こえてきた。

「おじちゃん！　ままは!?　ままはだいじょぶなの!?」

「オーグおじさん……おかあさんは……」

　呻きながら倒れたシシリーを目の当たりにした娘と息子は、涙目になりながらアウグストに詰め寄った。

　母親が目の前で倒れて不安にならない子供がいるはずがない。

　アウグストは、狼狽するあまりこの子たちを放置していたことに今更ながらに気付いた。

　今にも泣きだしそうなシャルロットとシルベスタの前に膝をつき視線を合わせると、安心させるように二人の頭を撫でた。

「大丈夫だ。王城に勤める医師と産婆がいるのだ、心配することはない。お前たちは、産まれてくる弟か妹のことだけ考えていればいい」

「でも……」

「おかあさん、くるしそうだった……」

　アウグストの言葉にも不安が拭えない様子の兄妹に、仕方がないと最終手段を取ることにした。

「それに、今からシンに……お前たちのお父さんに連絡するから、すぐに来てもらえるぞ」

　そう言った途端だった。

「ぱぱ！　ぱぱがいたらあんしんだね！」

「おとうさん……よかった……」

　自分の言葉では安心できなかったのに、シンが来ると知っただけですっかり不安はなくなった様子だった。

　さっきまでの不安そうな様子から、シンが来ると嬉しそうに話す兄妹を見てアウグストが苦笑していると、クイッと服を引かれた。

「ん？」

　アウグストが視線を向けた先には、オクタヴィアがいた。

　その目は、なんとも言えないジト目だった。

「おとうさま……かっこわるいですわ……」

「ぐっ……」

　オクタヴィアの一言に撃沈されつつも、自覚があるので何も言い返せず、肩を落としながら無線通信機を取り出しシンに連絡するアウグストなのであった。





　　　　◆






　久々に受けた依頼は、クルト王国にある山奥の村からの救援要請だった。

　その村唯一の水源となっている川から用水路を引いて供給されている水が、土砂崩れによって寸断され、村に水が供給されなくなったとのこと。

　土砂を除けるにしても人力では時間がかかるし、山奥なので多くの人員を連れて行けない、とのことで俺たちに依頼が出されたのだ。

　まあ、こういうのは俺向きの依頼だな。

　山奥にも空を飛んでいけるし、魔法で土砂を排除することもできる。

　クルト王国にゲートで向かった俺は、そこから浮遊魔法で現場に直行、土砂はすぐに排除できた。

　しかし、山奥であるためいつまた土砂崩れが起こらないとも限らない。

　そうなっても大丈夫なように、川から引いている用水路を、万が一のときに点検などができるように、人が入れる大きさで地下化した。

　かなり丈夫に作ったので、今後土砂崩れが起きても大丈夫だろう。

　そうして仕事をこなし、村人たちから感謝の言葉を受けた俺は、久しぶりの達成感に意い気き揚よう々ようと事務所に帰ってきた。

　そこで、思わぬ報しらせを受けることになった。

「はあっ!?　シシリーが王城で産気付いた!?」

　その報せとは、王城に遊びに行っていたシシリーが産気付き、そのまま出産することになったという報告だった。

「なんですぐに報せてくれなかったんですか!?」

　思わず大きな声でそう言うと、カタリナさんが申し訳なさそうに言った。

「すみません。アウグスト殿下が、シン様に伝えると仕事に集中できなくなるだろうから終わるまで伝えるなと……それに、陣痛が始まったばかりなのでまだ時間がかかるから、仕事が終わってからでも間に合うと仰って……」

　確かに、カタリナさんの言う通り、仕事中にそんな連絡を受けたら気もそぞろになって集中できなかったかもしれない。

　陣痛が始まってから産まれるまで時間がかかるのも確かだし、オーグの判断は正しいんだろう。

　正直、そう頭では理解しているけど、シシリーが大変なときになにも知らずに依頼をこなして達成感を感じていたことに、どうしようもなく罪悪感があるのだ。

　ともかく、俺は急いで王城へ向かうためオーグに連絡した。

『アウグストだ』

「俺だ！　もう産まれたか!?」

　無線通信機に出たオーグに向かってそう聞いたのだが、無線通信機の向こうでオーグが溜め息を吐いたのが分かった。

『シンか。せめて名乗ってくれ。一瞬誰だか分からなかった』

　あれ？　名乗ってなかったっけ？

「あ、ああ、悪い。それよりシシリーは？　大丈夫なのか？」

『まだ分娩中だ。今はいつもの部屋にいるからすぐに来い』

「分かった」

　俺はそう言うと、すぐにゲートを開いた。

　ゲートから指定された部屋に行くと、そこではシルバーたち子供四人がソファーに座っており、その前にエリーが腰に手を当てて仁王立ちしていた。

　シルバーは俯うつむいているし、シャルやヴィアちゃんたち年少組はグズグズと泣いている。

　なにこれ？

「分かりましたか？　これからは軽率な行動は慎つつしむように。いいですね？」

　エリーは、子供たちに怖い顔をしながらそう言い聞かせた。

「はい……ごめんなさい」

　シルバーは、落ち込んだ顔で神しん妙みように頭を下げ、エリーに謝っていた。

　シャルたちは……。

「ぐすっ……ひっ……ごべんなざい……」

「ごめんなさい、おかあさま……」

「うっ、ひっ！」

　三人とも泣きながら謝っていた。

「おいオーグ、なんだこれ？　子供たちがなんかやらかしたのか？」

　エリーが子供たちを叱る光景を、ただ静かに見守っていたオーグに訊ねる。

　するとオーグは、真剣な顔をしてこちらを向いた。

「ああ。あまり褒められた行動ではないことをしてな。まあ、結果的にそれがいい方向に向いたのだが……」

　オーグは腕を組みながらそう言うと、俺に顔を近付けた。

「そのことで少し話がある。ちょっといいか？」

「ああ」

　オーグに連れられて部屋の端に行く。

「で？　話ってなんだ？」

「ああ……」

　オーグはそう言うと、シルバーたちが怒られている事の顚末を話してくれた。




　部屋で遊ぶことに飽きた子供たちが、お城探検隊と称して城の探索を始めたこと。

　ディスおじさんの部屋に行ったあと、ヴィアちゃんとシャルがオーグの部屋に行くと言って飛び出して行ったこと。

　それを追いかけて行った騎士とメイドが、二人を見失ってしまったこと。

　さらに、それを追いかけて行ったシルバーたちまで迷子になったこと。

　それは確かに怒られる案件だなと苦笑していると、オーグの口からとんでもないことを知らされた。

　迷子になったシルバーが城の中庭に迷い込むと、そこにはエリーやシシリー、子供たちを殺害しようと計画する男たちがいた。

　その話を聞いた瞬間、賊に対しての憎悪が心の中で膨れ上がった。

「落ち着け。見ての通り、子供たちも、エリーもウォルフォード夫人も無事だ」

　オーグはそう言うと、続きを話し始めた。

　賊の殺害計画を聞いてしまったシルバーはどうにかして逃げようとするが、その場にシャルたちが現れて賊たちに気付かれてしまった。

　あやうく殺されかけたシルバーたちだったが、俺が渡した魔道具を起動させて賊の攻撃をしのいだ。

　その場に駆け付けたシシリーによってその犯人たちは捕まった。

　そして、賊を捕縛したタイミングでシシリーが産気付いたとのことだった。

　そうか……子供たちが怒られていたのは、子供たちだけで勝手な行動をしたからか。

　護衛の騎士やメイドを振り切ったシャルとヴィアちゃん。

　その姿を見失ったのに、自力でなんとかしようとしてしまったシルバー。

　マックスはとばっちりだな。

　あらましを説明し終わったオーグは「しかし」と言って腕を組んだ。

「それにしても、ウォルフォード夫人はどうしてすぐに駆け付けられたのだろう？」

　シルバーたちのピンチにシシリーがすぐに駆け付けたのが不思議だったのか、オーグが首を傾げている。

「ああ、シルバーが魔道具を起動しただろ？」

「あのときは無茶なことをと思ったものだが……結果としては最善だったな」

「実は、あの魔道具が起動したら連動して発動する魔道具を、シシリーに持たせていたんだ」

　俺がそう言うと、オーグは納得した顔をした。

「なるほど。シルバーが魔道具を起動したことを察知したウォルフォード夫人が、索敵魔法で場所を突き止めたのか」

「結婚前から、エリーとの打ち合わせとかで王城にはよく来てたから、ゲートですぐに駆け付けられたんだろ。ホント、色んなことが上手く嚙み合ってくれた結果だな」

「ああ、そうだな」

　ようやくこの状況について話し終わったとき、俺のことをじっと見つめている子供たちに気が付いた。

　その顔は、若じやつ干かん怯えているように見える。

　そういえば、さっき少し殺気を漏らしてしまったな……。

　それに怯えているのだと思った俺は、子供たちに笑顔を見せた。

「ぱぱぁっ!!」

　子供たちを安心させようとしたら、シャルが飛び付いてきた。

「おっと」

　慌ててシャルを抱き留めると、シャルはえぐえぐと泣きながらしがみついてきた。

　そんなにエリーが怖かったのか……。

　そう思っていたのだが、どうも違うらしい。

「ぱぱ！　ままをたすけて！」

　涙と鼻水で顔をデロデロにしながらシャルがそう懇願してきた。

　そうか、シシリーは賊を捕縛してすぐ産気付いたと言っていた。

　その場にシャルたちもいたのか。

　尋じん常じようではないシシリーの様子を見て不安になってしまったんだろう。

　子供たちを見ると、シルバーも不安そうに俺の側にきて俺の服を摘つまんでいた。

　俺は、子供たちを安心させるためシャルの背中をポンポンと叩き、シルバーの頭を撫でた。

「大丈夫。パパがママのこと絶対に守るから」

　俺がそう言うと、シャルはさっきまで泣いていたのが噓のように笑顔を見せた。

　まあ、顔は涙と鼻水でデロデロのままだけど……。

「ぱぱがいたらあんしんだね！」

　そう言って抱きついてきた。

　あ、服に鼻水が……。

　そう思ったが、不安そうだったシャルのために、したいようにさせておいた。

　そして俺は、まだ俺の服を摘んでいるシルバーと視線を合わせるためにしゃがみ込んだ。

　するとシルバーは、また怒られると思ったのか、一瞬身を竦すくめた。

　しかし、シルバーたちはすでにエリーからしこたま叱られていた。

　これ以上叱るのは違うかなと思った俺は、シャルを抱っこしたままシルバーを抱きしめた。

「おとうさん？」

「オーグから聞いたよ。シルバー、シャルたちを守ったんだって？　偉いな、さすがシルバーだ。パパの自慢だよ」

　抱きしめながらそう言うと、シルバーはもぞもぞと身を捩った。

「おとうさん、恥ずかしいよ」

「なんで？」

「だって、みんな見てるのに……」

　皆の見てる前で、抱きしめられて褒められるのが恥ずかしかったらしい。

「おにーちゃん、かっこよかったんだよ！」

　シャルはそう言うと、俺の腕から降りてシルバーに抱きついた。

「わっ」

　急に抱きつかれてシルバーは驚いた声を出すが、シャルはそんなことに構わずすぐに離れ俺の方に向き直った。

「おにーちゃんねー、バッてしゃるたちのまえにきてー、ブワッてなんかだしてー、しゃるたちたすけてくれたの！」

　身振り手振りで一生懸命俺にシルバーの活躍を伝えようとしてくれるシャル。

　その動きが可愛くて、思わず微笑んでしまう。

「しるばーおにいさま、かっこよかったですわ」

　ヴィアちゃんまで側に来て、そっとシルバーに寄り添った。

　シルバーを見るその目には、明らかな恋れん慕ぼの情が見て取れた。

　え？　ヴィアちゃん、まだ三歳だよね？

　物心が付いてるかどうかも怪しいのに、もうそんな目でシルバーを見てるの？

　おじさん、ビックリだよ！

　ほら、ヴィアちゃんのお父さんも苦い顔してるよ！

　マックスは、なにも言わないけどキラキラした目でシルバーを見ている。

　完全に憧れのお兄ちゃんを見る目だな。

「モテモテだな、シルバー」

　俺がそう言うと、シルバーは赤い顔をしてそっぽを向いた。

　恥ずかしかったらしい。

　そんなシルバーを見てニヤニヤしていると、ドタドタと騒がしい足音が聞こえてきた。

　もしかして産まれたか!?

　そう思って足音の行方を気にしていると、ノックもなしに扉がバーンッ！　と開いた。

　そのことに皆がビクッとしたが、飛び込んできた人物を見て脱力してしまった。

　なぜなら……。

「シシリーお姉ちゃんが出産するってホントですか!?」

　飛び込んできたのが、アールスハイド高等魔法学院の制服に身を包んだメイちゃんだったからだ。

「まだ産まれていない」

　オーグがそう言うと、メイちゃんはホッと息を吐いた。

「はぁ、良かったです。急いで帰ってきた甲か斐いがありました」

　そう言ってニッコリ笑うメイちゃんの後ろから、また足音が聞こえてきた。

「メイ姫様！　先に行かないでくださいまし！」

「そうですよ！　はぐれたら僕たちどこに行っていいか分からないんですよ！」

　メイちゃんに文句を言いながら部屋に入ってきたのは、二人の男女。

　二人も、高等魔法学院の制服を着ている。

　その二人は、部屋に入った途端、オーグとエリー、ヴィアちゃんがいることに気付いて固まった。

「あ、あわわ……こ、これは大変なご無礼を!!」

「も、申し訳ございません!!」

　二人……アグネスさんとコリン君は、身体を二つ折りにするのではないかという勢いで頭を下げた。

「二人とも気にするな。どうせメイに付き合わされたのだろう？　全部メイが悪い」

「なっ！　なんでですかお兄……さま？」

　アグネスさんとコリン君に罪はなく、全部メイちゃんが悪いと言い切ったオーグに文句を言おうとしたメイちゃんだったが、オーグの顔を見て言葉の後半が萎んでいった。

　まあ、そうなるよなあ……。

　今のオーグ、メッチャ怖い顔してるもん。

「あの……お兄様？」

「……王城の廊下をはしたなく走り、ノックもせずに扉を開け放つか……」

「ひっ！」

　メイちゃんが短く悲鳴をあげる。

　オーグは怒りに顔を歪ませ、身体中から小さく放電している。

　その様が……滅茶苦茶、悪の親玉っぽいのだ。

　メイちゃんが悲鳴をあげるのも分かるなあ……子供たちも怯えてエリーにしがみついている。

「これは……お仕置きだな」

「ひいっ！　その状態で触らないでください！　触ったら！」

「触ったら？」

「感電す……ピギャアッ!!」

　パチパチと放電した状態のオーグに頭を摑まれたメイちゃんは、悲鳴をあげて倒れた。

　まあ、とは言っても、本当に感電させたら死んでしまうかもしれないから、低周波治療器並みの電力しか使ってないだろうけど。

　それでも、強力な低周波治療器って痛いんだよなあ。

　床に倒れ込んだメイちゃんを見て、アグネスさんはコリン君に抱き着いて震えている。

　もしかしたら、あのお仕置きが自分にも向くかもと思っているようだったが、オーグのお仕置きはメイちゃんだけで終わった。

「うう……ごめんなさいです……」

「まったく……お前はヴィアの手本にならないといけない存在だろう。姪めいに情けない姿を見せてどうする」

「あ、ヴィアちゃん、ただいま！」

　オーグの説教も応こたえていないのか、ヴィアちゃんを見つけると子供たちの方に駆けて行った。

　その後ろ姿を見て、オーグが深い……本当に深い溜息を吐いた。

「……お前たちには苦労をかけるな……」

　アグネスさんとコリン君に声をかけるオーグは、本当に疲れた様子だった。

「い、いえ。メイ姫様にはいつも助けられておりますので……」

「その、迷惑とかは……あの……」

　アグネスさんとコリン君もフォローしようとしているのだろうけど、迷惑をかけられていないとは言えないんだろうなあ。

「……本当に済まない」

　オーグはそう言って二人に頭を下げた。

「や、やめてください殿下!!」

「ほ、本当に！　本当に気にしていませんから！」

　王太子に頭を下げられるなんて、二人にとっては拷ごう問もんに近いんだろう。

　大慌てでオーグをフォローしている。

　そんなことになっている元げん凶きようと言えば……。




「おかえりなさいませ、めいねえさま」

「ただいまー！」

「あはは！　めいおねえちゃん、ぴぎゃっていった！」

「むぅ！　忘れてくださいシャルちゃん！」

「おかえりー」

「わあ、マックス君も来てたですか。お久しぶりですね！」

　自分のせいで苦労している三人をよそに、メイちゃんは子供たちと戯れている。

　幼児たちにまとわりつかれて楽しそうだ。

「メイお姉ちゃん、おかえりなさい」

「ただいま、シルバー君。シルバー君はこっち来ないです？」

「ぼ、僕はいいよ……」

　メイちゃんにまとわりついている幼児たちから、シルバーは距離を置いている。

　別にシルバーがメイちゃんのことを嫌っている……というわけではない。

　メイちゃんは、今高等魔法学院の三年生。

　もう十八歳だ。

　出るところは出て、引っ込むところは引っ込む理想的な体形をしている。

　順調に成長していくメイちゃんを、アリスは歯ぎしりしながら見ていたなあ……。

　それに、メイちゃんはアールスハイド王家の人間で、オーグの妹。

　見た目は完璧な美少女だ。

　自我が確立し、男女の違いも認識しているシルバーにとって、年上の綺麗なお姉さんに抱き着くのはもう抵抗があるんだろう。

　俺にはシルバーの気持ちがよく分かるのだが、メイちゃんはほんの一、二年前まで喜んで抱き着いてきていたシルバーが、急に距離を取るようになったと感じているらしい。

　そのことを寂しく感じているのか、こういうときのメイちゃんの行動はいつも同じだ。

「そんなこと言わないで、ほら！　ギューッ！」

「わあ！」

　強引に抱き締めるのである。

　シルバーは、メイちゃんに抱き着かれて困惑している。

　嫌、というより恥ずかしがっているな、あれは。

　顔が真っ赤だ。

　そんなシルバーの様子を見ていたヴィアちゃんが、プクッと頰を膨らませてシルバーとメイちゃんの間に割り込もうとしている。

「めいおねえさま！　はしたないですわ！」

　しかし、メイちゃんには通用しない。

「ん？　ヴィアちゃんもギューッ！」

「わあ！」

　ヴィアちゃんも巻き込まれた。

「めいおねえちゃん、しゃるも！」

「ぼくも！」

「あはは！　みんなまとめてギューッです！」

　……スゲエな、メイちゃん。

　しかし、それでいいのか？　アールスハイド王国の王女様。

　そのあまりの自由っぷりに、エリーも溜息を吐いている。

　あれは、もうなにを言っても無駄だと思っている表情だな。

　オーグも同じ顔をして溜息を吐いているし、アグネスさんとコリン君は苦笑いだ。

　メイちゃんの乱入でワチャワチャしていると、また廊下を走ってくる足音が聞こえてきた。

　開けっ放しだった扉の向こうに現れたのは、息を切らせたメイドさんだった。

　メイドさんは息を整えると、俺を見て満面の笑みを浮かべた。

「お産まれになりました！　元気な男の子で、母子ともに健康です！」

　その言葉が響いた直後、部屋は大歓声に包まれたのだった。




　報告に来たメイドさんに連れられて、シシリーが分娩のために入っている客室にやってきた俺たちは、そこから聞こえてくる泣き声に頰を緩ませた。

　今すぐにでも部屋に飛び込みたいところだが、グッと抑えて扉をノックする。

　すると、中から扉が開いて白衣を着た女医さんが現れた。

「あ、御使い様、殿下方も、どうぞ中へ」

　女医さんに案内されて部屋の中に入る。

　部屋の中は出産の後始末のためにメイドさんが色々と動き回っており、まだ忙しない。

　そんな中、ベッドに横たわり赤ちゃんを抱いているシシリーがいた。

「シン君……」

　さすがに疲れた様子だが、それ以上に幸せそうな顔のシシリーを見た途端、安堵と、喜びが湧わき上あがってきた。

「お疲れ様。急だったからビックリしたよ」

「ふふ、この子も、ビックリして出てきちゃったのかもしれませんね」

　シシリーはそう言いながら、抱いている赤ちゃんに視線を落とした。

　産まれてきた赤ちゃんは、シシリー譲りの青い髪をした男の子だった。

　まだ目が開いてないから、どんな瞳の色なのかは分からない。

　産まれたてで顔もクシャクシャだから、どっちに似てるのかも分からないな。

　それでも、可愛くて愛おしいのには変わりない。

　シシリーの腕に抱かれながら「ふやぁ」と泣く我が子の頭を撫でる。

　撫でられているのが分かるのか、口をもにょもにょと動かした。

　すると、産まれてきた弟を一目見ようとシャルが乗り出してきて、その姿を見るなり目を輝かせた。

「わあ！　かわいい！」

　初めて弟を見たシャルのテンションが上がり、大きな声を出した。

　すると、お姉ちゃんの声に驚いたのか、赤ちゃんが泣きだした。

「ふやあっ！　あああ！」

「わわ！　ないちゃった！」

　突然泣き出した弟に、どうしていいか分からずオロオロするシャル。

　そんなシャルに、シシリーは赤ちゃんをあやしながら声をかけた。

「シャル、赤ちゃんがびっくりしちゃうから、小さな声でね」

「……」コクコク。

　自分の声で泣かせてしまったと自覚しているシャルは、自分の口を押さえて無言で頷いている。

　いや、小さい声ならいいんだよ？

　まあ、そんな光景も可愛いけど。

「ほら、シルバーもおいで」

「うん」

　シャルに先陣を切られたが、シルバーもウォルフォード家の子。

　もちろん真っ先に赤ちゃんに対面する権利を持っている。

　そんなシルバーをベッドに誘導すると、シルバーは赤ちゃんを覗き込んだ。

　まるで、息を吹きかけるのを恐れるようにソロソロと覗き込む姿に、俺もシシリーも頰が緩む。

　やがてシルバーが赤ちゃんの頰をちょんと突くと、赤ちゃんがシルバーの指を握った。

「わ」

　驚くシルバーだったが、握られた指を振りほどくこともなく、握らせたままにしていた。

　その光景を見て、懐かしさが込み上げてくる。

「はは。そういえば、シャルが産まれたときも、シルバーはこうやって指を握られてたな」

「ふふ。そういえばそうでしたね」

　俺とシシリーがそう言うと、シルバーはキョトンとしたあと困惑した顔になった。

「……覚えてない」

　そうか、覚えてないか。

　可愛かったのになあ、と残念がっていると、シルバーが「でも」と話を続けた。

「シャルが産まれたのはなんとなく覚えてるよ。小さくて可愛かった」

「ほんと？　しゃる、かわいかった？」

「うん。この子みたいだった」

「そっかー」

　シャルはそう言うと、なんか身体をクネクネさせた。

　嬉しかったらしい。

　こうしてこの後、オーグたちにも赤ちゃんをお披露目し、自宅から爺さんとばあちゃんも呼び寄せた。

　ディスおじさんたちもお祝いに来てくれて、部屋は訪れた皆の笑顔で溢れていた。

　シシリーは、出産直後ということもあり、今日はこのまま泊まっていくことになり、シャルとシルバーもお泊まりになった。

　一人だけ仲間外れは可哀想だと、マックスもお泊まりすることに。

　そんな楽し気な雰囲気の部屋に、ノックの音が響いた。

「殿下、失礼いたします」

　そう言って部屋に入ってきたのは警備局捜査官のオルトさんだった。

「事情聴取が終わりましたので、供述調書をお持ちしました」

「分かった。ご苦労」

「はっ！　ウォルフォード君、おめでとうございます」

「ありがとうございます」

　オルトさんはオーグに敬礼したあと、俺にお祝いの言葉をかけてくれた。

　シシリーが城内で産気付いたのは知れ渡っているだろうし、部屋の中の祝福ムードを見れば無事出産したんだと分かるもんな。

　わざわざ祝福してくれるオルトさんにありがたいなと思っていると、オーグが受け取った供述調書を持って移動し始めた。

「折せつ角かく持ってきてもらってすまんが、別の部屋で目を通すことにしよう。このめでたい雰囲気を壊すのも忍びないしな」

「かしこまりました」

「シン、お前も見るだろ？」

「ああ。当然」

　こうして俺たちは、幸せな空気に包まれた部屋を出て、別室に入った。

「ところで、この取り調べには例の魔道具を使ったんだろうな？」

「はい。このような重大犯罪ですからね。どこからも異論は出ませんでした」

「分かった。では読ませてもらおう」

　そう言ってオーグは供述調書に目を通した。

　例の魔道具とは、自白の魔道具のことだろう。

　しばらくジッと目で内容を追っていたオーグだったが、次第に目が細くなり雰囲気が剣けん吞のんなものになってきた。

　そのまましばらく供述調書を読み進めていくと、オーグは途中から怪訝な表情になっていく。

　そして、供述調書を読み終わると「フーッ」と息を吐いて調書を俺に渡してくれた。

　渡された供述調書に目を通す。

　自白の魔道具が使われているから、発言は全て真実だ。それを踏まえて内容を読む。

　賊は二人で、どちらも二十二歳。

　文官として勤務しており、王城には自由に出入りできる立場だった。

　まさか正規の方法で王城内に侵入してくるとは、想像もしていなかった。

　というのも、今の王城では市民証の個人識別機能を使ったセキュリティシステムが採用されている。

　四年前のエリー襲撃事件から、王城に出入りする人物のチェックはかなり厳しくなったのだが、お城に勤める人たちまで厳格な審査をしていたら、いつまで経っても城に入れない事態が発生する。

　実際発生していた。

　なので、市民証の個人認証機能を使って、登録された市民証を持っている人ならスムーズに通過できる通用門を設置した。

　その結果、朝の城門前渋滞が解消されたのだ。

　この通用門は、登録された市民証の持ち主以外、利用することはできない。

　なので、完全にノーマークだったのだ。

　動機については、三年前にアルティメット・マジシャンズの入団試験に落ちたことの逆さか恨うらみだと判明した。

　そんな理由で……と怒りに身が震えそうになったが、重要なのはここからだった。

　試験に落ち、所属していた魔法師団で問題を起こしてクビになり、腐っていたところに声をかけてきた男がいた。

　男は、アルティメット・マジシャンズに、アールスハイドに復讐したくはないか？　と問い掛けてきた。

　アルティメット・マジシャンズが自分の人生の転落の原因だと逆恨みしていた賊は、その男の提案に乗り、アールスハイドの文官試験を受け、合格し今に至る。

　ここで、俺も違和感に気付いた。

　アールスハイドの王城で文官をするなら、国籍はアールスハイドのはずだ。

　しかしこの賊は、一度魔法師団で問題を起こし解雇されている。

　そんな問題行動を取った人物を、王城という国の最高機関が採用するだろうか？

　そんな疑問を抱きつつ調書を読み進めていく。

　賊は、男の正体については知らないとのこと。

　そして、知りたい情報については載っていなかった。

「オーグ、これ……」

「気付いたか？」

「ああ。それに、知りたい情報が載ってない」

「分かっている。聞きに行くか？」

「すぐにでも」

「分かった」

　オーグはそう言うと、ゲートを開いた。

　王城はオーグの家だからな、警備局の取調室も把握している。

　普段はこういうことはしないんだろうけど、今回は緊急事態ということで城内をゲートで移動した。
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「で、殿下!?」

　普段城内で使わないゲートでの移動ということで、取調室の前で警備していた騎士と警備隊員が驚きの声をあげた。

「例の事件の犯人はこの中か？」

「は、はい。こちらです！」

「そうか。入るぞ？」

「ど、どうぞ！」

　警備隊員さんはそう言うと、取調室の扉を開けてくれた。

　取調室の中には、一人の男がいた。

　中肉中背で、文官にしては体格が良いような感じ。

　椅い子すに座り、後ろ手に拘束され、首には自白の魔道具がぶら下がっている。

　男は、入ってきた俺たちをキッと睨にらみ付つけると、悪態をついてきた。

「王子様に英雄様かよ。アンタらのせいで俺の人生は滅茶苦茶だ！　どうしてくれんだよ!?」

　自白の魔道具を着けての発言なので、これは本心から言っている。

　俺は、どうしてこういう思考になれるのか不思議でしょうがなかった。

　オーグの方は、こういうのに慣れているのか、イラつきもせず考え込むように顎を手で摘つまんだ。

「ふむ……私たちのせいと言うが、どこがどう私たちのせいなのだ？」

　怒りもせず、心底不思議そうにそう訊たずねるオーグに相当イラついたのか、男は激高した。

「テメエらが俺を試験で落とすから、こんなことになっちまってんだろうが!!　責任があるっつうなら、お前らにあるだろうが!!」

　その言葉を聞いたオーグは、ますます首を傾かしげた。

「おかしなことを言うな、お前は。なら、アルティメット・マジシャンズの入団試験に落ちた者は、皆人生が滅茶苦茶になっているのか？」

「ああ!?　知らねえよ！　そんなもん！」

「知らないことはないだろう？　お前は私たちがお前を試験で落としたから人生が滅茶苦茶になったと言った。つまり、試験に落ちた者は皆人生が滅茶苦茶になっているんだろう？　違うのか？」

「他の奴らなんか知らねえよ!!　俺を！　優秀な俺を落とすから俺が不幸になったんだろうが!!」

　コイツの人生のことは知らないけど、言ってることは滅茶苦茶だ。

　あまりにも自分勝手な言い分に呆れ返っていると、オーグは鼻で笑った。

「優秀？　お前が？」

　心底馬鹿にしたようにそう言うと、男はさらに顔を真っ赤にして文句を言おうとした。

　だが……。

「！　あ……あ……」

「お前程度が優秀だと？　自惚うぬぼれるのも大概にしろよ？」

　オーグが大量の魔力を纏い、男を威圧した。

　その威圧に抵抗できず、男はガタガタと震えだした。

「この程度の魔力でビビるとはな。それでよく優秀だなどと言えたものだな？」

　うわあ……オーグの奴、完全に心を折りにいってる……っていうか折れたな。

　オーグの魔力と言葉で完全に見下された男は、真っ青な顔でガタガタ震えている。

「おい、聞きたいことがある」

　未だに魔力で威圧しているオーグに代わり、俺が気になっていたことを聞くことにした。
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「……ふぁ？」

　威圧され、涙目になっている男がこちらを向く。

　その表情に、さっきまでの威勢はない。

　コイツは、シシリーや子供たちの命まで狙ったんだ。同情の余地はない。

「お前の出身地はどこだ？」

　俺がそう訊ねると、取り調べを担当していた警備隊員さんが怪け訝げんな表情をした。

　なぜ今更そんなことを聞くのか？　という顔だ。

　だが、俺とオーグにはどうしても気になることがある。

「……モ、モーリス……」

「……」

　聞いたことがない。

「それは、どこの国にある街だ」

　重ねてそう訊ねると、男は一瞬抵抗するような素振りを見せたが、自白の魔道具には勝てず、その国名を告げた。

「ク……クルト」

「分かった」

　聞きたいことは聞けた、あとは……。

「市民証は？」

　俺が警備隊員さんに訊ねると、捕縛したあとに押収した品の中からこの男の市民証を渡してくれた。

　これで用は済んだ。あとはもう一人にも話を聞けば終了だ。

「行くぞオーグ」

「ああ」

　こうしてもう一人にも尋問を行い、市民証を回収して元の部屋に戻った。

　供述調書を持ってきてくれたオルトさんも同席している。

「それにしても、出身国を聞いてどうするんですか？　市民証も」

　さっきの取り調べも聞いていたオルトさんがそう訊ねてきた。

　だが、その質問に答える前に俺も聞きたいことがある。

「オルトさん、国籍って簡単に変えられるんですか？」

　賊たちはアールスハイドの文官、つまりアールスハイドの国籍を持っていないと就職できない。

　しかし賊の出身はクルト。つまり、国籍を変えたということになる。

　なのでそう訊ねると、オルトさんは頷うなずいた。

「簡単ではありませんが、正規の手順と審査を通れば変更することは可能です」

「そうなんですね」

　答えが聞けた俺は、今度はオルトさんの質問に答えることにしようと思い、押収してきた市民証を手に取った。

「市民証でなにを？　本人がいないので起動しませんが……」

「オルトさん、市民証で本人でないと起動しないのは、個人情報の閲覧だけなんですよ？」

「え？」

「つまり、それ以外の情報に関しては……」

　俺はそう言いながら市民証に魔力を通す。

　その際、市民証の付与魔法が浮かび上がるイメージをする。

　すると……。

「こ、これは!?」

　俺たちの目の前に、文字が浮かび上がった。

　これが、市民証に付与されている付与魔法だ。

　ここから、あの男たちの個人情報は読み取れない。

　しかし、市民証の解析が面白く、暇さえあればずっと見ていた俺は、ある日この情報の中に興味深いものを見付けた。

「見てください、ここです」

　俺が指差した箇所を見るオルトさん。

　その表情は、怪訝なものである。

「ええっと……これは？」

　オルトさんは『日本語』が読めない。この反応も当然だな。

「ここに、この市民証がどこで発行されたものなのかが記載されています」

「ええ!?　市民証にそんなものが記載されているのですか!?」

「はい」

　気付いた切っ掛けは、ほんの些細なことだった。

　俺が市民証をいじくっているとき、シシリーがその場にいた。

　そして、自分の市民証も見て欲しいと言ってきたのだ。

　そして、色々と見ているうちに、俺のものとは違う箇所を見つけた。

　俺のには『アールスハイド・王都』と書かれている箇所に、シシリーのには『アールスハイド・クロード』と書かれていたのだ。

　もしかしてと思いシシリーに聞いてみると、シシリーが産まれたのは王都ではなく領地。

　市民証の登録もそこでしたとのこと。

　確認のためにアルティメット・マジシャンズ全員の市民証を見せてもらったが、オーグと平民組は『アールスハイド・王都』で、貴族組は『アールスハイド・領地名』だったのだ。

　まあ、発見は発見だったけど、市民証が発行された場所が記載されているだけで、そのときは特に重要な情報だとは思わなかった。だけど、今回に関してはこれが重要になってくる。

　改めて、賊の持っていた市民証に記載されている発行場所を見てみると……。

「……やっと摑んだ」

　俺は思わずそう口にした。

「なんと書いてある？」

　そう訊ねるオーグに、俺は市民証の発行場所を伝えた。




『ダーム・ウルスト』と。




　もう一人の賊は、カーナン出身のハンターだった。

　だが、市民証の発行場所は、もう一人と同じ『ダーム・ウルスト』だった。

「こ、これは……出身国が違うのに、発行場所が同じということは……」

　オルトさんも気付いたようだ。

「ああ、ようやく尻尾を摑んだ。さすがだ、シン。よくやってくれた」

「まあ、俺は解析しただけで、本当の功こう労ろう者しやはこの市民証を作ったマッシータだろうけどな」

「え!?　マッシータって、あの伝説の魔道具士ですか!?」

　オルトさんが初めて聞く情報に驚いているが、今はそれどころじゃない。

　興味があるなら、また後日説明してあげよう。

　それより今は、この事実をもってどうするかだ。

「どうする？　すぐに乗り込むか？」

　俺がそう言うと、オーグは少し考えたあと首を横に振った。

「いや、他国のことだ、色々と根回しが必要になる。動くのはそれからだな」

　オーグはそう言うと、ニヤリと笑った。

「尻尾は摑んだ。証拠も手に入れた。あとはじっくりと時間をかけて料理してやる……」

　ククク、と笑うオーグに、俺もオルトさんもドン引きだ。

「うわあ……オーグが悪のボスみたいになってる」

「ウォルフォード君……さすがにそれは……」

　オルトさんも、不敬に当たるので明言はしないけど俺の言葉を否定もしなかった。

　つまり、そう思ってるってことだ。

「シン、悪いが協力してもらうぞ」

「いいよ。俺だってもう当事者だ。絶対に許すわけにいかない」

「そうか、そうだな。では、まずは……」

　その場で、俺とオーグは今後のことについて話し合いをした。

　オルトさんもいたけど、彼は次期警備局長の有力候補なのだそうで、今後こういうこともあるので同席してもらっていた。

　まあ、話の内容に時々遠い目をしていたけど、そういうことにも今後慣れていってもらわないとな。

　こうして、話し合いを済ませた俺たちはシシリーが今日泊まる部屋へと戻った。





　　　　◆






　赤ちゃんが産まれてから数日後、ウォルフォード家にお客さんが来ていた。

「あーん、かーわーいー！　こんにちは、おばーちゃんですよ」

　創そう神しん教きよう教きよう皇こう、エカテリーナさんだ。

「だから……それ、止めてくださいってば……」

　もう無駄なのだと分かっている。

　なぜなら……。

「ばあば、しょーん、かわいいでしょ？」

「お仕事忙しいの？　おばあちゃん」

　うちの子供たちは、もうエカテリーナさんをお婆ちゃんと認識してしまっているからだ！

　エカテリーナさんはうちに遊びに来るたびに、自分は祖母だと、おばあちゃんだと、ばあばだと子供たちに言い聞かせてきた。

　その結果がこれだ。

　創神教教皇をおばあちゃん呼び……。

　そのことを、イースから来ている神子のナターシャさんはどう思っているのかというと……全肯定である。

　あわよくば、自分のことをナターシャおばさんと呼ばせようとしている。

　どういうことだよ、創神教。

　それでいいのか？　創神教よ。

　ちなみに、シャルの言った「しょーん」とは赤ちゃんの名前だ。

　ショーン＝ウォルフォード。

　俺の次男。

　ようやく開いた目はシシリーと同じ青い目で、ますますシシリーそっくりだ。

　そんなショーンを見ていたエカテリーナさんが「はぁ」と溜息を溢こぼした。

「それにしても、私だけショーン君の出産に立ち会えなかったとか、疎外感を感じるわねえ」

　エカテリーナさんがそんなことを言えば、ナターシャさんも「くっ」っと顔を顰しかめた。

「私も……王城に遊びに行かれるということで付いて行かなかったことが悔やまれます。そうすれば、坊ちゃま方も、聖女様も危険に晒すことなどなかったし、出産にも立ち会えたのに！」

　ナターシャさんは本当に悔しそうだ。

　今言ったように、ナターシャさんはシシリーたちが王城に遊びに行く際には付いて行かない。

　当たり前のようにシシリーに付いているので忘れがちだが、彼女の所属はイース神聖国。

　しかも司教だ。

　他国の重要人物がホイホイと王城に行くわけにはいかない。

　本人にそんな気がなくても、周りがなにを言うか分からないからだ。

　それに、今回は足元をすくわれたけど、本来王城の警備は完璧だ。

　シャルとヴィアちゃんに巻かれた騎士とメイドも、本来ならとても優秀なのだ。

　その騎士とメイドは、自分たちがシャルとヴィアちゃんを見失ってしまったことで危険に晒さらしてしまったと、辞職を願い出たらしい。

　シシリーとエリーが、悪いのは娘たちであってそちらに非はない、むしろ迷惑をかけて申し訳ないと謝った。

　シャルとヴィアちゃんも二人に謝り、やめないでと懇願したことで、どうにか辞職は思い留まってもらった。

　俺も、娘たちのせいで職がなくなる人とかが出るといたたまれない気持ちになるから本当に良かった。

　オーグはそうでもなさそうだったけど。

　与えられた役目を全うできないのなら、それも仕方がないという考えだったようだ。

　そのせいで、ヴィアちゃんから「おとうさまはつめたい」という評価をもらったと嘆いていた。

　どうも、あの一件以降、ヴィアちゃんのオーグに対する評価が辛しん辣らつになったような気がする。

　まあ、オーグの姿勢は為い政せい者しやとしては間違っていないんだろうけどね。

　子供の目から見たら、冷酷な判断に見えてしまうんだろう。

　今のオーグは、ヴィアちゃんの機嫌を取るために、しょっちゅうウォルフォード家に遊びにつれてくるようになった。

　そもそも、ヴィアちゃんとシャルがディスおじさんの執務室を飛び出したのも、俺んちにディスおじさんとオーグがしょっちゅう遊びに来てることへの抗議をしに行こうとしていたかららしい。

　それが元凶にあり、しかもヴィアちゃんから嫌われそうということであれば、オーグにヴィアちゃんの要求を断ることなんてできない。

　ということで、今日はオーグも来ているのだが、当然のようにヴィアちゃんもついて来ている。

「しょーん、おねえさまですわよ」

「びあちゃん、おねーちゃんはしゃるだよ！」

「そのうちわたくしもおねえさまになりますわ」

「いみわかんない！」

　本当に意味分かんないね。

　ヴィアちゃんの言う『おねえさま』って『お義姉さま』っていう意味かな？

　もう、確実にシルバーをロックオンしてるよね。

　本当に三歳なの？

　ちなみに、今日はマックスはいない。

「うふふ、小さい子が集まっているのは可愛らしくていいわねえ」

　エカテリーナさんが、ショーンの周りに集まってキャッキャしているシャルたちを、慈愛に満ちた表情で眺めている。

「それにしても、こんな可愛い子たちを害そうとする輩やからがいるなんて……」

「まったくです」

　王城で起きた事件のことは、エカテリーナさんにも伝わっている。

　今回のことは、各国に対して箝かん口こう令れいが敷かれている。

　王城内での二回目の襲撃事件は大変な醜しゆう聞ぶんだからだ。

　しかし、シルバーやシャルを自分の孫のように可愛がっているエカテリーナさんには、伝えないわけにはいかなかったのだ。

　いや、それ以外の理由でもだな。

「それで殿下、これからどうなさるおつもりですか？」

　エカテリーナさんはそう言ってオーグを見る。

　その目は『まさか、このまま実行犯だけ捕まえてお終いって言うんじゃないでしょうね？』と雄弁に語っている。

　普段はアールスハイド王城内で辣らつ腕わんを振るっているオーグであるが、創神教教皇、そしてイース神聖国国家元首であるエカテリーナさんの眼力に気圧されているのが分かる。

「じ、実は、そのことで猊げい下かにお願いがありまして」

「お願い？」

「はい。今回の事件の調査で、黒幕はほぼ分かりました。ただ、他国のことになりますので迂う闊かつに手を出すことができません」

「そうね」

「そこで、イース神聖国から介入していただけませんか？」

「イースから？」

「はい。今回の黒幕は、ダーム共和国の地方都市選出の議員です。しかし、他国の人間で地位も高いため、私どもから捜査や引き渡しの要求をすると、戦争の火種になりかねません」

　オーグがそう言うと、エカテリーナさんは目を細めた。

「イースなら戦争になっても構わないと？」

　まあ、そういう反応になるわな。

　ただ、アールスハイドがそういう行動をとるとマズくても、イースなら大丈夫だろうという自信がある。

「いえ、イースだからこそ、戦争にはならないでしょう。ダームは創神教の本山であるイースのことを敬っています。以前から、国家としては対等であるはずなのに、イースにだけは従順だった。今回は、そのダームの国民性を利用させてもらいます」

　オーグの説明を聞いて、エカテリーナさんは納得した顔になった。

「ふうん。具体的には？」

　あ、どうやら協力してくれそうだ。

「ダームは今や、国家としての体をなしていません。急激な共和政治への移行のしわ寄せで、あちこちにひずみが出ています。最早、いつ暴動や革命が起きても不思議じゃない。そういう血ち腥なまぐさいことになる前にダームの国家としての主権を奪って欲しいのです」

　あの日、あの部屋でそれを聞いたとき、そこまでやるのかと驚いた。

　しかし、オーグはダームがこんなことになっているのも、そもそもこの国家運営のせいだと考えている。

　以前はこんな問題は起きなかったのだから、イースの介入によって元に戻そうという考えなのだ。

　地方の一議員を一人断罪したとしても、この体制が残る限り第三、第四の事件は起きると考えている。

　完全に侵略行為なのだが、そう思わせないために、イースの……エカテリーナさんの力を借りたいのだ。

　しばらく考え込んでいたエカテリーナさんだが、やがて顔をあげてオーグを見た。

「それで？　そのあとのダームの主権は誰が握るの？」

　エカテリーナさんは笑顔だが、それがとても怖い。

　その笑顔を受けたオーグだが、こちらも笑顔だ。

「もちろん、イースにお願いしたいと思っています」

　その言葉を受けたエカテリーナさんは、先ほどの笑顔を崩さないままだ。

「なるほど。分かりました。国としての立て直しを、イースにお願いしたいということですね」

「申し訳ございませんが、何卒よろしくお願い致します」

　そう言って笑い合う二人。

　なんだろう、なんというか……。

「……お二人を見ていると、どちらが悪者なのか判断できないのですが……」

　うん、俺もそう思う。

　それにしても、ダームという国家の行く末が城の会議室ではなく、こんな家のリビングで決まってしまった。

　これでいいんだろうか？
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　まあ、報告書を見る限り、ダームは国家としてそろそろ破綻しそうだし、いい機会なのかもしれないな。

　前世が民主政治の国だった俺でも、今回の民主化は性急に過ぎる気がしていた。

　今後民主化するにしても、もっと民衆の意識から変わっていかないと難しいと思うし、そもそも民主化することが全て幸せとは限らない。

　今現在、王制でもアールスハイドのように民衆まで裕福に暮らせている国はあるわけだしな。

　それにしても、ダームの首相であるヒイロさんは、なんでこんなに民主化を急いだんだろうな？

　ダームでの魔人王戦役の英雄なんだから民衆からの人気はあったはずだ。

　民衆に人気があったのなら、彼の言葉には耳を傾けたはず。

　ゆっくりじっくり、民衆と対話して理解を深めていけば、もしかしたら上手くいったのかもしれない。

　どうして急いだんだろう？　それが不思議で仕方がない。

「どうした、シン？」

「シン君？　なにか疑問でもあるの？」

　また顔に出ていたんだろう、オーグとエカテリーナさんが声をかけてきた。

「ああ、いや、話の内容に異論はないよ。ただ……」

「ただ？」

「ヒイロさんは、なんで事を急いだのかなって不思議でさ。できれば直接話してみたいなあって思っただけ」

「そうか」

　まあ、これはただの好奇心。

　どうしてもっていうわけじゃない。

　わけじゃないのだが……。

「あら、じゃあ、ダームに乗り込むときはシン君も一緒に来る？」

　エカテリーナさんから、まるで一緒に買い物にでも行く？　みたいな軽い感じで同行を提案された。

「え？　そんな軽いノリでいいんですか？」

「いいわよお。だって」

　エカテリーナさんは、そこでニッコリ笑った。

「息子がお母さんに付いてくるのはおかしくないでしょ？」

「息子じゃねえし、母親でもねえし、おかしさしかねえよ!!」

　なんでこの人はこんなに頑かたくなに俺の母親になろうとしてんだ!?

　それに、そんなこと言うもんだから、シャルが俺とエカテリーナさんが一緒にどこかに行こうとしていると騒ぎだした。

「おとーさんとばあばだけずるい！　しゃるもいく！」

「ええ……」

　シャル、お父さんが行かないかと提案されたのは、途と轍てつもなく重い空気になるであろう現場なんだよ？

　お買い物じゃないんだよ？

　そう必死に説得するが、シャルは納得しない。

　結局、俺はシャルとエカテリーナさんとシルバーも連れて買い物に行くことになってしまった。

　その途中、シャルのリクエストでデザートを食べることになり、そこでエカテリーナさんのことを「ばあば」と呼んでしまったことから、アールスハイド中、いや世界中に誤解が発信された。

　曰く、俺はエカテリーナさんの隠し子なのだそうだ。

　そして、その誤解はどんなに否定しても消えることはなく、とうとう民衆の間に定着してしまった。

　その結果、こうなることを危き惧ぐしていたばあちゃんがブチ切れたけど、発端がシャルであること、俺が社会的に影響力のある立場になっており、周りから利用されることはなくなっていることから、エカテリーナさんの命は救われた。

　まあ、そもそもシャルがエカテリーナさんのことをばあばと呼ぶようになったのは、エカテリーナさんの刷り込みの結果だから、ばあちゃんから折せつ檻かんは受けてたけどね。

　許されたとき、泣いて喜んでた。

　教皇……。
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　混乱の渦か中ちゆうにあるダーム共和国。

　その首相執務室で、ダーム共和国初代首相であるヒイロ＝カートゥーンは頭を抱えていた。

　連日行われている民衆によるデモ行進。

　役所代わりにしている旧王城への連日の投石。

　非ひ道どいときには暴動が起こり、商店などが襲われる。

　略奪された商店から苦情が寄せられるも、対処しない国に対して、民衆の不満はもう爆発寸前だった。

　加えて、最近は特に体調が悪い。

　時々、身体中を耐え難い苦痛が襲う。

　原因を調べようと医者に診せるも、特に身体に異常は見当たらないという。

　そんなはずはないとヒイロは食い下がるが、何人の医者に診てもらっても結果は同じだった。

『身体的に異常はない。それでも異常が見られるのなら、魔力的に問題があるのではないか？』

　それが全ての医師に共通した診断結果だった。

　だが、魔力に問題がある『のではないか？』と言うだけで、確証を得ての診断ではない。

　そうとしか言いようがないからだ。

　そして、医師たちは口々にこう言うのだ。

『アルティメット・マジシャンズ代表のシン＝ウォルフォード殿か、聖女であるシシリー＝ウォルフォード殿に治療を依頼してはどうか？』と。

　ヒイロとしては、それだけは絶対にしたくなかった。

　シンは、自分と同じ転生者だ。

　それはハッキリと自信をもって言えた。

　この広い世界で、唯ゆい一いつ分かり合えるはずの存在。

　だが、ヒイロはシンのことが心底嫌いだった。

　憎んでいると言ってもいい。

　なぜシンにそんな感情を向けるのか？

　それは、ヒイロの生い立ちに理由があった。

　ヒイロの前世の記憶が蘇ったのは、幼いころ酔った父親に暴力を振るわれ、生死の境を彷徨さまよったことがきっかけだった。

　なんとか死なずに生還したとき、異世界に転生している自分に気が付いた。

　そのことに気が付いたときは歓喜したが、すぐにそんな気持ちは消え失せた。

　ヒイロの生まれた家は、ダームの平民家庭。

　稼ぎが少なく、酔うと母や自分に暴力を振るう父。

　いつもオドオドし、父親の顔色を窺っている母。

　そして、折せつ角かく魔法のある世界に転生したというのに、魔力のなかった自分。

　しかも、ステータスも見られないし、スキルもない。

　それなりに文明が発達しているとはいえ前世とは比べ物にならない。

　魔法の使えない自分では、元の世界の方がマシだったと、ヒイロはすぐに絶望した。

　とはいえ、今生きているここが現実だ。

　クソみたいな世界とはいえ死にたいわけではない。

　この世界を生き抜いていかなければいけない。

　幸いと言っていいのか、この世界には魔物がいる。

　そして、その魔物を狩ることを生業としているハンターという職業もある。

　せめて、異世界転生のテンプレである冒険者とは違うがハンターになろうと決意したヒイロは、その日から剣の修行に励はげんだ。

　前世では真剣なんて見たことも触ったこともなかったが、この世界には普通に存在し平民でも持っている。

　そのことをスリルにも感じ、ヒイロは剣術にのめり込んだ。

　そうして剣術に励んでいると、剣術の師匠から国の騎士団試験を受けてみないかという誘いを受け、試験を受けて騎士になった。

　そのころには、この世界もまんざらじゃないと思っていたのだが……。

　騎士になって数年後、大国アールスハイド王国で魔人が出現し、それを賢者と導師の孫が討伐したという報せが世界を駆け巡った。

　討伐者の名前はシン＝ウォルフォード。

　日が経つにつれ、シンの情報が色々と入り始めた。

　魔法と剣術の天才。魔道具製作にも才能あり。繰り出す魔法や作り出す魔道具は常じよう軌きを逸いつしているものが多い。

　そして、全世界を驚かせた、各国を繫げる通信機も発明したという。

　それを聞いたとき、ヒイロは確信した。

　シン＝ウォルフォードは転生者であると。

　そして、調べれば調べるほど、自分との格差が浮き彫りになった。

　シンは孤児であったらしいが、拾ったのが世界中から尊敬を集める賢者であること。

　魔法使いの素質があり、賢者自らが指導していたこと。

　導師に魔道具製作のノウハウを教えてもらっていたこと。

　剣聖と呼ばれる男から剣の指導を受けていたこと。

　賢者とアールスハイド国王が師弟関係にあったため、幼いころから国王と交流があったこと。

　その縁で、アールスハイド王太子と仲良くなったこと。

　後に聖女と呼ばれる美しい娘と恋仲になり、婚約したこと。

　等々……まさに異世界転生のテンプレともいうべき人生をシンは歩んでいた。

　それに比べて自分はどうだ？

　両親は健在だが、酔うと暴力を振るう父に、頼りない母、貧乏な家、加えて魔法使いの素質もない。

　なぜ？

　同じ異世界転生者なのに、なぜこうも境遇が違うのか？

　自分がシンの立場になりたかった。

　最初はそんな嫉しつ妬と心しんだった。

　ところが、シンはそんなヒイロの心情など知る由よしもなく、どんどん功績を積み上げていく。

　その度に世間はシンへの評価を上げていく。

　嫉妬心はやがて、憎悪へと変わっていった。

　自分とシンの違いはなんだ？　と真剣に考えた。

　その結果導き出されたのが、魔法が使えるか使えないかの差だけだという結論だった。

　どうにかして魔法が使えるようにならないかという思いで、ヒイロはそれから魔法使いについて調べだした。

　そして、ついに魔法が使える者と使えない者の差を見つけ出し、基礎魔力量が足りないならそれを増やしてやればいいという結論を導き出した。

　そして、ヒイロは魔法が使えるようになった。

　それからのヒイロはトントン拍子に出世していった。

　やはり、自分とシンを隔てていたのは魔法だけだったのだと、そう確信した。

　実際にシンと対面したときに感じたのは、年下のただの小僧だということ。

　魔法が使えるようになったスタート地点が違うだけで、いずれ追い付けると思った。

　だが、それだけではシンに勝ったとは言えない。

　どうすればいいか？

　そんなとき、思わぬ形でチャンスが転がり込んできた。

　新しくダーム王の座についた男が、非常に野心の強い人間だったのだ。

　この戦乱が治まれば、いつか世界に牙を剝く。

　そう確信したヒイロは、密かに王を失脚させる策を思い付き、そうなるように王を唆そそのかした。

　面白いほどヒイロの思い通りに踊ってくれた王は、戦乱終結と同時に世界に対して反乱を起こした。

　それを手ぐすね引いて待っていたヒイロは、すぐに王へと反はん旗きを翻ひるがえした。

　その結果、王族の信頼は地に落ち、自分が新たな国家元首になることができた。

　それがヒイロの絶頂期だった。

　そのときのシンは、英雄に祭り上げられているとはいえまだ学生だ。

　ところが自分は国で一番偉い国家元首になった。

　勝った、と、ヒイロは思ったのだが……。

　今の現状を見て、ヒイロは思う。

　どうしてこうなってしまったのか？

　なにが悪かったのか？

　考えなしの王族を廃して、世界の信頼を取り戻したのは自分のはずなのに、今の民衆は皆自分を憎んでいる。

　外出すると、護衛ごと暴徒に囲まれるので外出すらできない。

　議員たちは、自分の言うことを少しも聞きはしない。

　なぜ……なぜ……。

　そんな思考の無限ループに陥っていたときだった。

　執務室の扉がノックされた。

　また、市民からの苦情か？　それとも、いよいよ暴動か革命でも起きたか？　そんなことを思いつつ入室の許可を出した。

「失礼します、首相。お客様がお見えです」

「客？　そんな予定があったか？」

　自分は、腐ってもダームの国家元首である。

　そんな自分への面会など、ふらりと来て敵うはずがない。

　自分が知らないということは、目の前の秘書官が黙っていたということだ。

　コイツまで俺を馬鹿にするのかと、怒りで目の前が真っ赤になったが、次の言葉でそれは収まった。

「いえ、お約束はしていません。先ほど、急にいらっしゃったのです」

「はあ？　それでなぜここに通すんだ？」

　ヒイロは一旦怒りを収めたが、アポイントも取っていない客を堂々と首相執務室まで連れてくる秘書官に、改めて怒りが湧わいた。

　だが……。

「申し訳ございませんが、あの方の訪問を拒むことは我々にはできませんので……」

「あの方？」

　秘書官の言い分では、どうも断れない客だったらしい。

　そんな客に心当たりのないヒイロは、怒りより困惑が強くなってきた。

　そのとき。

「失礼、そろそろ入室しても構わないだろうか？」

　そんな言葉と共に、白い豪華な服を着た初老の男性が姿を現した。

「お、お待たせして申し訳ございません！　どうぞ、御入室ください！」

　秘書官は、首相であるヒイロの了解も待たず、客を執務室内に通してしまった。

　おまけに、後頭部が見えるほど頭を下げている。

　誰だ？

　この秘書官が、ここまで礼を取る相手は誰だ？

　そう考えていると、初老の男性が部屋に入ってきた。

　そして、それに続くように、さらに豪華な白い服……法衣を身に纏まとった女性が入室してきた。

　その姿を見たとき、ヒイロはハッと息を吞のんだ。

　その姿に見覚えがあった。

　ここダームでは、元々国王よりも尊敬を集め、発言力の強かった存在。

　前世の記憶があり、この世界の人間よりも関心は低かったとはいえ、ダームに住んでいる以上意識せざるを得ない存在。

　創そう神しん教きよう教きよう皇こう、エカテリーナその人が、首相執務室に入ってきたのだ。

「突然の訪問、ごめんなさいね、カートゥーン首相」

　そんな挨あい拶さつをしながら入ってくるエカテリーナ。

　それはまるで、知り合いの家に連絡なしで遊びに来たような気軽さだった。

「い、いえ、そんな……勿もつ体たいないお言葉でございます」

　本来なら、ダーム首相は国家元首であるため、イースの国家元首であるエカテリーナと同格である。

　しかし、あえてエカテリーナはそのような態度で接した。

　自分が上で、相手が下であると認識させるためである。

　その思惑通り、ヒイロは上から目線で接してきたエカテリーナに対して目下の者が取る態度を取ってしまった。

　しかも、それに気が付いていない。

「ほ、本日は、どのようなご用件で……」

　急に訪問してきたのはエカテリーナの方なので、エカテリーナに非があるのだが、あくまで目下の者の態度のままなのがその証拠である。

　ヒイロに問われたエカテリーナは、スッと目を細めた。

　たったそれだけで、ヒイロと秘書官は背筋が凍り付いた。

「どのような用件ねえ……ある程度察しはついているのではないかしら？」

　エカテリーナの言葉に、ヒイロは動揺した。

　心当たりしかない。

　エカテリーナは……イースは今のダームの現状を良く思っていない。

　統治に失敗しているヒイロのことを認めていないのだと、エカテリーナの言葉で理解した。

　ヒイロは、このままでは市民による暴動か革命が起きるのではないかと危惧していた。

　ところが、まさかイースが動き、教皇が出張ってくるなど予想もしていなかった。

　どうする？　どうなる？　ヒイロは、まさにエカテリーナに自分の首相としての生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握られた状態にあると、そう思った。

　それを横で見ていた秘書官は、思ったよりも早くヒイロが失脚しそうなのを内心で喜びながら見ていた。

　ヒイロが失脚したら、次の首相は自分だ。

　そう思っていた。

　だが、エカテリーナの口から出た言葉は、ヒイロにとっても秘書官にとっても予想外だった。

「ダームの現状はあまりにも目に余るわ。新しい統治の仕方を試みたのだろうけれど、明らかに失敗だったと言わざるを得ないわね」

「……」

　ヒイロは困惑した。

　自分の首相としての資質を問う発言ではない。

　それどころか、むしろ今のダームの在あり方かたそのものに対する発言だ。

　まさか……まさか……。

「このまま首相の座だけ挿すげ替かえても、政治形態そのものを変えないとなにも変わらないでしょう。よって、ダームの政治形態を、元の王制に戻します。貴族位を剝はく奪だつされた貴族たちもその地位を戻します。再びの政治体制変更に伴う混乱を避けるため、しばらくイース神聖国が政治に介入します。これは、イースだけでなく、周辺諸国全ての総意です。わかりましたね」

　それは、提案ではなく、決定事項の通知だった。

　しかも、イースだけでなく、周辺諸国全ての総意であるという。

　エカテリーナの側に控えていた初老の男性……枢すう機き卿きようなのだが、彼がその合意文書を提示すると、ヒイロは真っ青な顔になった。

　だが、これに納得できないのが秘書官だ。

「そんな！　それはあまりにも横暴です！　そもそも、我がダームは主権国家！　他国から介入される覚えはない!!」

　他国に政治介入されるということは、主権国家にとって決して許してはいけないこと。

　それを許してしまうと、植民地と変わらない。

　そんなことはあってはならないと、秘書官は声高に発言するのだが、エカテリーナ他イースの面々は冷ややかな表情をしていた。

「なるほど。しかし、これを見てもそんなことが言えますか？」

　エカテリーナはそう言うと、枢機卿に別の書類を見せるように指示を出した。

　提出された書類を、ヒイロが呆ぼう然ぜんとして動かないので秘書官が受け取ると、内容を見て目を見開いた。

「ダームの民主化に伴って議員となった者たちの犯罪の証拠です。中には真面目に仕事をしている人もいるようですが……それが少数派というのは、ちょっと非道すぎませんか？」

　エカテリーナの言葉も、書類を見るのに忙しい秘書官は聞いていない。

「これがダーム国内だけの話なら特に介入はしませんでした。ですが、その害は他国にまで及んでいるのです。最も早はやどの国もこれ以上ダームを放置するのは得策ではないと判断したのです。お分かりですか？」

　ダームの議員たちは、裏社会と繫がりのある人物、もしくは裏社会の人間そのものがなっていることが多い。

　以前は国家権力の陰に隠れるように活動していたのが、大手を振って活動することができるようになった。

　裏社会の人間が権力まで持った結果、他国にまでその手を伸ばし始めたのだ。

　国際問題になるなどと考えもせずに。

　その結果、周辺諸国はダームを放置するのは危険と判断した。

　特に、二度にわたり王太子妃の暗殺を企てられたアールスハイドの怒りようは凄まじかった。

　アウグストは、アールスハイド王城に潜り込んだ賊を捕縛したあと、ここまでの根回しをするために、すぐにダームに乗り込まなかったのだ。

　そして、その思惑通り、エカテリーナや周辺諸国の王たちはアウグストに同意。

　今回のエカテリーナの緊急訪問となったのだ。

　その事実を突きつけられても、秘書官は諦めきれなかった。

「し、しかし！　これは……こんなのは認められない！　あなたたちに我が国に干かん渉しようする権利などない!!」

　それは、国家として当たり前の主張だった。

　しかし、もうそんな段階ではないのだ。

「そうですか。それはつまり、周辺諸国との戦争を希望するということでよろしいですか？」

　その言葉を聞いた秘書官と、今まで呆然としていたヒイロが揃って驚きよう愕がくした。

「せ、戦争!?」

「な、なにを言っているのですか!?」

　突然無茶な要求をしてきたと思ったら、それを拒否するなら戦争だと脅してきた。

　いくらなんでも無茶苦茶だと、ヒイロたちは主張した。

　だが……。

「それが嫌なら、主権の放棄に同意しなさい。これはむしろ恩情なのですよ？　周辺諸国の中には、今すぐにでも攻め入るべきだと主張される方もいらっしゃいましたので」

　その筆頭が、アールスハイド国王ディセウムである。

　二度も王太子妃を狙われたのだ、その怒りは相当だった。

　それをなんとか宥なだめて今回の話に持っていったのだと説明すると、ようやく二人はエカテリーナの話を受け入れた。

　強硬手段に出ることがなくてよかったと、エカテリーナがそう言ったとき、ヒイロと秘書官は背筋がゾッとした。

　なぜなら、そう言うエカテリーナの目が、本当は攻め入ってダームを灰かい燼じんに帰きしたかったと物語っていたからだ。

　こうして、ダームの主権は一時的にイースの手に落ちた。

　あっという間に首相の座から滑り落ちたヒイロは、この数分で何年も歳を取ったように見える。

　そして「なんで……どうして……」とブツブツ呟き始めた。

　そんなヒイロを憐あわれな者を見る目で見ていたエカテリーナが、ふと視線を後ろに向けた。

「どうする？　話してみる？」

　さっきまでの威い厳げんに溢れる態度ではなく、あくまで親しい者に対する話し方で誰かに声をかけた。

　創神教教皇が気軽に話す相手？　誰だ？　と思いながらヒイロはエカテリーナの後ろに視線を向けた。

　そこで目に入ってきたのは……ヒイロがこの世で一番憎んでいる人間。

　シン＝ウォルフォードだった。

　コイツは……創神教教皇まで手懐けてしまったのかと、そして、この主権交代劇はコイツの仕業かと、そう勘違いしてしまった。

「あの、お久しぶりです、ヒイロさん。シン＝ウォルフォードです」

　吞のん気きにそんなことを言うシンに、ヒイロは怒りでどうにかなりそうだった。

「あの、どうしてもヒイロさんに聞いてみたいことがあって……いいですか？」

「……なんだ？」

　怒ってはいるが、この場にはエカテリーナがいる。

　なんとか激高するのを抑えたヒイロは、およそ友好的とは思えない声色で返事をした。

　そのときのシンは「うわあ、怒ってんなあ」と思いつつも、折角質問を了解してくれたのだからと、ずっと考えていた疑問を投げかけてみた。

「あの、どうしてこんなにすぐに民主化しようと思ったんですか？　ヒイロさんは魔人王戦役のダームでの英雄ですよね？　時間をかければもっとうまくできたんじゃないかなって思ったんですけど……」

　目の前の若造が、今までなんの苦労もしたことがないであろう、異世界転生チート物語の主人公であるこの小僧が、知った風な口をききやがる。

　シンの言葉に、ヒイロはとうとう激高してしまった。

『お前になにが分かるってんだよ！　お前はいいよなあ！　どうせ神様からチートかなんか貰もらってんだろ!?　なにも貰えなかった俺になんの文句があるんだよ!?　なにもチートを貰えなかった俺がお前に勝つには、首相になるしかなかったんだ！　あのときしかチャンスはなかったんだよっ!!』

　あまりにも激高していたヒイロは、目の前にいるのが転生者であるシンであったこともあり、思わず日本語で叫んでしまった。

　それを聞いたエカテリーナたちはキョトンとしているが、シンは大きく目を見開いた。

「……すみません。オーグを残して皆さん部屋を出ていてもらえますか？」

　シンは、自分が転生者だと知っていて今回同行していたアウグストだけを残して出て行って欲しいと、お願いをした。

　当然、エカテリーナは首を傾かしげる。

「殿下を？　どうして？」

「それは……すみません、あとで家で話します」

「そう……分かったわ。ほら、あなたも行くわよ」

　エカテリーナは、呆然としている秘書官にも声をかけて部屋を出て行った。

　扉が閉まるのを確認したシンは、ヒイロに向かって話しかけた。

『ヒイロさん……転生者だったんですか？』

　その言葉は、ヒイロなど眼中になかったということの証拠である。

　自分はこんなにもシンを意識し、嫉妬し、憎悪したというのに、当のシンの視野にも入っていなかった。

「シン、もしかして……」

　シンとヒイロの会話が分からなかったアウグストだったが、状況から大体察していた。

「ああ、ヒイロさんも転生者だ」

「……そうか」

　シンの言葉で、アウグストは色々と納得がいったようだった。

「ヒイロさん、すみませんが、日本語だとオーグが分からないので、こっちの言葉で話しますね」

「はっ！　大国の王太子殿下と仲良しアピールかよ!?　チート野郎の分際で随分偉そうじゃねえか！」

　その言葉にムッとしたシンは、思わずヒイロに言い返した。

「俺はチートなんてもらってませんよ」

「噓つけ、この野郎!!　神様からチート貰ってなきゃ最強になって美人な嫁までもらって、おまけに大国の王族とも仲良しになんてなれないだろうがよ!!　全部チートのお陰だろうが!!」

　ヒイロは、怒りのあまり目を血走らせ、唾液をまき散らしながら叫んだ。

　そんな勘違いをしていたのかと察したシンは、間違いを正そうと話し始めた。

「本当ですよ。俺は神様になんて会っていないし、チートも貰っていない。当然ステータスも見れないし、スキルも持っていません。チートなのはじいちゃんとばあちゃんの人脈だけですよ」

「ああ!?　今更そんな噓吐くのかよ!?」

「噓じゃありませんよ。じゃあヒイロさん、あなたステータス見られるんですか？」

「……見られねえ」

「ですよね。そんなものないんですよ。俺の力は、全部俺が自分で努力して手に入れた力です。誰かに貰った力なんてないんですよ」

　シンはそう言って、チートはヒイロの勘違いだと説明するが、ヒイロはそんなもので納得などしなかった。

「境遇が違うだろうが!!　お前がどれだけ恵まれてると思ってる!!　そして俺が、どれだけ不遇だったと思ってる!!　同じ転生者なのに、なんでこんなにも境遇が違うんだよ!?　おかしいだろ!!」

「なにもおかしくなどない」

　激高するヒイロの言葉を、アウグストがバッサリと切って捨てた。

「はあ？　なに言ってんだ？　やっぱ恵まれて育った王子様には分かんねえよなあ!?」

　他国の王太子相手にとんでもない不ふ敬けいな態度なのだが、首相をクビになり、自分の作り上げた政府を全否定され、最早どうなってもいいという精神のヒイロはアウグストにも嚙み付いた。

　だが、アウグストは顔色一つ変えずに言い放った。

「確かに、私は王族として生まれた。恵まれた環境で育ったのは間違いないな。しかし、努力など一切しなかったとでも思っているのか？」

「ああ？　知らねえよ、そんなの！」

　ヒイロの言葉に、アウグストは「やれやれ」と肩を竦すくめた。

「知らないのに批判したのか」

「……！」

　確かにその通りなので、ヒイロは反論できなかった。

「なんの話だったか……ああ、境遇が違うという話だったな。それは当たり前だろう？　私のように王族に生まれる者もいれば、貴族家に生まれる者もいる。平民に生まれる者の方が圧倒的に多いし、その中でも裕福な家庭、貧しい家庭、親に愛される家庭、愛されない家庭もある。そもそも親がいない子供もいる。世の中に、真の意味での平等などありはしない」

　そう言い切るアウグストに、ヒイロはまたしても反論できない。

「お前がどんな境遇で育ったのかなど知らないし、興味もない。重要なのは、その境遇でどのように努力するかだろう？　私は、王になるために他の人間の数倍の勉強をしたという自負がある。お前はどうなのだ？」

　そう問われたヒイロは、アウグストに気圧されながらも言葉を返した。

「お、俺だってなあ！　子供のときから剣術を頑張ってきたんだ！　それで騎士にだってなれたんだ！　努力してきたんだよ！」

「なら、それでよかったではないか。境遇の違うシンに嫉妬する必要がどこにある？」

「折角の異世界転生だぞ!?　俺だって魔法を使ってみたかった！　なのに、俺にはその才能がないのにソイツには溢れるほどの魔法の才能がありやがる！　不公平だろ!?　羨ましいだろ!?　嫉妬したって仕方ねえじゃねえか!!」

　そのヒイロの言葉で、シンとアウグストはハッとした。

　ヒイロは、剣と魔法を駆使して軍のトップに上り詰めたと聞いていた。

『剣と魔法』だ。

「お、お前、魔法が使えなかったのか!?」

　アウグストが驚愕してそう訊たずねると、ヒイロはニヤリと笑った。

「ああ、そうさ。だが俺は魔法が使えない人間が使えるようになる方法を編み出した！　お前タチが知らナイ方法ダ!!　俺は、お前を超えタんだ!!」

　そう叫んだヒイロの魔力がどんどん不安定になってきた。

「なんてことをしたんだ、ヒイロさん!!　それは、それだけはやっちゃいけないことだったんだ!!」

「嫉妬カ？　お前が知らナイ方法を知っている俺に対スル嫉妬か？」

　慌てるシンを見てニヤニヤするヒイロだったが、次の言葉に目を見開いた。

「魔石の粉を飲んだんだろう!?　それだけはやっちゃいけないことだった！　それをしてしまった人間の末路を俺たちは知っているんだ!!」

　自分しか知らないはずの方法をシンが知っていた。

　ようやくシンに勝てたと思ったのに、それすらもすでにシンは知っていた。

　その事実に、ヒイロの憎悪はますます大きくなっていった。

「あああ、憎い……ナンデ俺じゃなイ？　オマエが憎イ！　憎い憎い憎い憎い！！！！」

　そう叫ぶごとに、歪んだ魔力が黒く変色していく。

　ヒイロの怒りが、憎しみが増すごとに、魔力が黒く変色していくのが見て取れた。

　それを見てシンとアウグストは、全て納得した。
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「怒りが……憎しみが魔力を変質させるのか……」

「どうりで……魔人となった人間が、怒りや憎悪を周囲に撒き散らすわけだ。それこそが、魔人化の要因だったのだからな」

　シンとアウグストは、目の前の光景を見てそう話し合った。

　そう、とうとう目の前で起こってしまったのだ。

　ヒイロの魔人化が。
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　どうしてこうなった!?

　俺は、ヒイロさんに、民主化を急いだのはどうしてなのか聞きたかっただけなのに、ヒイロさんはなぜか俺を凄く敵視していて、激高していって、ついには魔人化してしまった。

　元々、魔石の粉を飲んだという時点でそうなる可能性はあったんだけど、魔人化する前、ヒイロさんの怒りと憎悪の感情に比例するように魔力がドス黒く変色していった。

　それが引き金になってしまったんだろう。

　怒りと憎しみが魔人化のキーになると、なんとなく予想はしていたけど、こうして目の前で見て確信した。

　つまり……ヒイロさんは元々魔石の粉を飲んだことで魔力が不安定になっていたところに、俺に対する怒りと憎悪で魔人化してしまったということだ。

「……俺のせいかな？」

「奴の自業自得だろう。気にする必要などないさ」

　オーグは気にするなと言ってくれているけど、一方的に敵視され憎まれるって結構ショックなんだよなあ。

　そんなの、俺にはどうしようもないんだし、それで憎まれても……。

　そんな風に若じやつ干かん凹へこんでいると、執務室の扉が蹴破られた。

「なんだこの異常な魔力は!?」

　そう言いながら、イースの護衛騎士さんが飛び込んできて、魔人化したヒイロさんを見て目を見開いた。

「なあっ!?　魔人!?」

「部屋の外に出ていろ!!　死ぬぞ!!」

　護衛騎士さんたちが魔人化したヒイロさんを見て足を止めたので、すかさずオーグが部屋から出て行くように指示を出した。

　魔ま人じん王おう戦せん役えきからそんなに年月が経っていないので、魔人の恐怖をまだ覚えている人が多くて助かった。

　もし魔人の恐怖を知らない世代とかだったら、突撃してしまっていたかもしれない。

「シン！　なるべく建物を壊さずに討伐できるか!?」

「相手は元軍人だぜ!?　約束できねえよ！」

　そう言いながらも、俺は極力この建物に被害を出さないようにバイブレーションソードを手に取った。

　そして、魔人化したヒイロさんと対峙したのだが……。

「ぐ……ああああ！　シン……ウォルフォードォォォ！！！！」

「なっ!?　言葉を発した!?」

「理性の残っているパターンか!?」

　魔人化したヒイロさんは、言葉を発した。

　まさか……シュトロームと同じく、理性が残っているのか!?

　そうなると厄介だ。理性の残っている魔人には散々手を焼かされたからな。

　とにかく慎重に。建物の被害を考えていると取り逃がすかもしれないので、最悪建物は諦めてもらおう。

　そう考えてバイブレーションソードを構えた。

「ううぅ、あぁあぁああ!!」

　ヒイロさんはそう叫ぶと、部屋の中にもかかわらず魔法を放ってきた。

「ちっ！」

　後ろにはエカテリーナさんたちイースの面々がいる。避けると後ろに被害が及ぶので避けられない。

「私が障壁を張る！　お前は前に出て、速攻でヒイロを仕留めろ!!」

「分かった!!」

　オーグの言葉を信じ、俺は魔法を避けて突進した。

　その直後、後方でオーグが展開した魔力障壁に魔法が阻はばまれたのが分かった。

　そして、その余波で視界が遮られた。

「どこだぁあっ!?　ウォルフォードォォオ!!」

　ヒイロさんは巻き上がった煙幕で俺のことを見失ったらしい。

　どうやら、シュトロームたちと比べると、かなり中途半端に理性が残っているようだ。

　魔法使いなら当然できる、索敵魔法による探知ができていない。

　そこまで細かいことができないのだろうか？

　それとも、魔力に目覚めたのが最近だったので、そういう戦い方を知らないのだろうか？

　ともかく、これは好機だ。

　俺は、俺のことを見失っているヒイロさんの後ろに周り込み、そのままバイブレーションソードを振り切った。

「あ……」

　ヒイロさんの最期の言葉は、たったそれだけだった。

　魔法による余波で見えなくなっていた視界が晴れると、そこには首を落とされたヒイロさんの遺体が倒れていた。

「これは……一体なにがあったのですか？」

　突然の出来事に、逃げることもできずにいたエカテリーナさんが、困惑しながら問い掛けてきた。

　それにしても、困惑するだけなんだな。

　そういえば、エカテリーナさんは昔爺さんとばあちゃんと一緒に魔物を討伐しながら旅をしていたと言っていた。

　血ち腥なまぐさいのに慣れているんだろう。

　俺は、エカテリーナさんにヒイロさんが魔人化したことと、その経緯を説明した。

　それを聞いていたダームの秘書官さんは、青い顔で震えている。

　いつ魔人化してもおかしくない人物の側にずっといたとなれば、一般人なら恐怖で震えるよな。

　それにしても……まさかここで魔人化に対する確証が得られるとは思いもしなかった。

　魔石の摂取もそうだけど、膨大な魔力の持ち主が身を焦がすほどの怒りと憎しみを爆発させたとき、魔人化は起こる。

　これで間違いないと思う。

　ただ、どうして理性が消えたり残ったりするのか、それは想像しかできないんだよな。

　多分、怒りや憎悪が個人や特定のものに向けられると理性が残り、特定のものに向けられず周りに撒き散らすと理性がなくなるんじゃないかな。

　これに関しては、実験なんてできないから、本当に想像でしかないけれども。

　ヒイロさんの魔人化だが、これは秘匿することに決まった。

　ダームの主権を譲り渡すことになり、色んな矢面に立たされることを考えると、このまま姿を見せず表舞台から退場した……という風にした方がいいと判断されたのだ。

　ただでさえ、これから混乱が起きることが予想されているのだ。首相が魔人化したなどという余計な情報でさらなる混乱を与える必要もないだろうしな。

　こうして、ダームの主権を手に入れたエカテリーナさんは、秘書官さんに向かって言った。

「さて、それではこれから国家を正常に戻していきましょう」

「……」

「でも、その前に」

　エカテリーナさんはそう言うとニッコリと笑った。

「な、なんでしょうか？」

　その笑顔に、秘書官さんはすっかり怯えている。

　さっきも、笑顔を見せたままエグイ要求をしてたからなあ。

　警戒するのも分かる。

　そして、その警戒は多分当たっていると思う。

「大掃除……いえ、害虫駆除かしら？」

　笑顔で、またエグイことを言いだしたのだから。
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「いやあ、怖かった……」

「そんなに怖かったのかい？」

　今俺は、ダームの汚職議員捕縛のための作戦会議に参加している。

　さっきのエカテリーナさんの姿を思い出して思わず呟いてしまうと、隣にいたトニーが不思議そうな顔をしていた。

　そっか、トニーってニコニコしてるエカテリーナさんしか見たことないのか。

「そりゃあもう、ニッコリ笑顔で『害虫駆除』とか言うんだもん。駆除される汚職議員たちにちょっと同情したわ」

「へえ、やっぱり、一国を治めるとなると優しいだけじゃダメなんだねえ」

「そうだな」

　一般的には宗教のトップということで、優しく慈じ愛あいに満ちた人という印象が強いエカテリーナさんだけど、創神教の教皇はイース神聖国のトップでもある。

　優しさと厳しさを持ってないと駄目なんだろうな。

　それに、宗教って優しいだけじゃない。

　罪を犯すと、大体の宗教では地獄に落ちる。

　その地獄での責め苦ってのが、どの教義でもエゲツないものが多い。

　まあ、悪いことをするとこんな目に遭うから、ちゃんと生きましょうっていう戒めなんだろうけどな。

「ところで、これから各街の汚職議員を捕まえに行くわけだけど、議員ってその街のトップなんでしょう？　素直に捕まってくれるかな？」

「絶対抵抗するだろうな。なんせ、これから捕まえるのは裏社会の人間ばっかりだし」

「だよねえ。もしこちらの言い分……ダームの主権はイースに譲じよう渡とされたってことを信じてくれなかったらどうするの？」

「それはもちろん、強硬手段に出てもらうわ」

「「！」」

　俺とトニーで話していたところに、突然エカテリーナさんが割り込んできた。

　いつの間に来てたんだ？

「こちらで、罪状の書かれた逮捕状、ダームからの委任状を用意しました。これを見せてなお抵抗するようなら……」

　そこまで言ったエカテリーナさんは、ニッコリと笑った。

「か、かしこまりました。迅速に捕縛します」

「よろしくね」

　エカテリーナさんはにこやかにそう言うと、この場を離れて行った。

「こ、こわ……」

「な？　言ったろ？」

「うん……女性の笑顔があんなに怖いなんて初めて知ったよ……」

「そう？　アンタは今まで何回も経験してんじゃないの？」

「お、いつ来たんだよ、ゼニス夫人」

　俺が揶揄からかうようにそう言うと、ゼニス夫人……マリアは顔を真っ赤にした。

「う、うるさいわね！　そういうこと言うんじゃないわよ！」

「ええ？　だってホントのことだろ？　ゼニス夫人」

「そうだよ、どうしたの？　ゼニス夫人」

「あ、あんたらねえ……」

　カルタスさんと新婚ほやほやのマリアは、まだ自分の苗字が変わったことと『夫人』と呼ばれることに慣れていない。

　なので、本当のことだとはいえ『ゼニス夫人』と呼ばれると盛大に照れてしまうのだ。

　それが面白くてつい揶揄ってしまうんだけど、これ以上やるとマリアが爆発しそうなのでこの辺でやめとくか。

「今回、マリアも参加するのか。新婚なのにいいのか？　もしかしたら血腥い現場になるかもしれないぞ？」

「あっさり引いたわね……別に構わないわよ。結婚しようがどうしようが、私は変わらないもの。それより、エリーやシシリーを狙った輩やからを許しておくなんてできないわね」

　自分の親友たちを害そうとした輩に対してマリアの怒りが凄い。

　目の前にいたら縊くびり殺ころしそうだ。

「……言っとくけど、今回は捕縛だからな？　相手は魔人じゃなくて人間だからな？　ちゃんと手加減しろよ？」

「分かってるわよ。まあ、もしかしたら手元が狂う可能性も……」

「なしでお願いします！」

「ちっ……分かったわよ」

　……なんでマリアが悪役みたいな顔して舌打ちしてんのよ？

　怖えよ、なんで俺の周りの女性は皆怖えのよ？

「マリアさん、怒ってるッスねえ」

「だなあ。っていうか、お前も怒ってるんじゃないの？　マーク」

「そりゃあ怒ってるッスよ。マックスの命を狙われたんスから。これで怒らない親はいないでしょ」

　普段はニコニコしてることの多いマークだが、今回限りはかなり厳しい顔をしている。

　こっちにも釘を刺しておかないとな。

「それより、ウォルフォード君が落ち着いているのが不思議。もっと怒り狂ってるかと思った」

　そう言いながらリンも会話に参加してきた。

「怒ってるよ。でも、オーグと相談して死ぬよりもっと苦しい目に遭わせてやろうって決めたから。簡単に死なれちゃ困る」

　俺がそう言うと、トニーとマークはドン引きした顔をした。

　リンは、なぜかグッと親指を立てた。

「どうやら緊張はしていないようだな」

　そんな話をしていると、オーグも会議室に入ってきた。

　今、ここダーム城の会議室に、オーグ、エカテリーナさん、アルティメット・マジシャンズの実働可能人員（新人を除く）、各国選りすぐりの精鋭たちが集結している。

　これから、ダームの害虫……汚職議員の一斉捕縛が行われる。

「まず、各街担当の責任者をアルティメット・マジシャンズの皆さんに務めてもらいます。各街に一人。異論は？」

　エカテリーナさんが会議室を見回すが、誰からも異論は出ない。

「結構。それでは、責任者に各街の議員の罪状が記載された逮捕状を渡します。それと、ダームの全権をイースに委任するという委任状も。これを提示して、素直に捕縛されるならそれでよし。もし抵抗するようなら、死なない程度に痛めつけて構いません」

「逮捕にはこの手錠を使ってくれ。アールスハイドで使っているものだが、使い勝手がいいのでな」

　オーグはそう言うと、自分の異空間収納から大量の手錠を取り出した。

　これは、この世界での捕縛は縄で縛るのが普通だったので効率が悪いと思い、作ったものだ。

　当然、前世の記憶の流用だ。

　これを作ったとき、警備隊員さんたちから凄く感謝されたな。

　各国の精鋭さんたちも、アールスハイド製の手錠を見て感かん嘆たんの声を漏もらしている。

　中にはオーグに、うちでもコレを使いたいのであとでサンプルを貰ってもいいかと交渉している人もいる。

　それはまあさておき、今回の作戦は各街を一気に制圧することになっている。

　これは俺のせいなんだけど、アールスハイドで固定通信機が一般家庭にも普及した。

　そしてそれは外国にも波及。

　今や、どの家庭にも一台は固定通信機がある。

　それは、領主館もそうだ。

　ダームの政治形態は前世とはちょっと違っていて、各街の代表を選挙で選出する。

　そして、その街で選出された議員がそのまま領主になる。

　知事とか、地方議員という制度はまだできていなかった。

　この辺が雑だったんだよな。

　その結果、選出された議員が各街において絶大な権力を持つことになってしまったんだから。

　そういう街を一個ずつ潰していくと、固定通信機であっという間に情報が回ってしまうので、逃げおおせる輩がでることが予想できる。

　それを防ぐために、各街一斉検挙ということになったのだ。

「それでは、各担当の街を確認したら、強襲班同士で集合。合図と共に責任者はゲートを開き、一気に制圧します。よろしいですね？」

『はっ！』

　エカテリーナさんの、静かながらも有無を言わせない言葉に、全員が揃った返事をした。

「それでは……作戦開始！　ゲートを開きなさい！」

　号令と共に、俺たちは各街にゲートを開く。

　アルティメット・マジシャンズの活動で、各街に行ったことがあってよかった。

　お陰で、今回こんなにスムーズに作戦を実行できるもの。

　こうして開いたゲートに、精鋭たちが雪崩れ込む。

　最後に俺もゲートを潜った。ゲートを閉じないといけないからね。

　ゲートを閉じた俺は、そのまま領主館の門に向かった。

　そこでは、突然現れた大勢の兵士たちを見て門番が震えていた。

「我々は、ダーム首相より全権を委任されたダーム暫定政府の者である！　本日をもって議員制度は廃止！　よって特権も全て剝奪されることとなった！」

　俺はそう言うと、強引に門を通ろうとした。

　すると、震えていた門番が、慌てて俺の前に出てきた。

「なんだ？」

「なんだ、って、急にそんなこと言われても信じられるわけないだろ！」

「これがその委任状だ！　時間がない、詳しく見たければ終わった後に見ろ！」

「はあ!?」

「行くぞ!!」

「ちょ！　ちょっと待て！」

　これは犯罪者の捕縛なので、俺は敢あえて上から目線で偉そうに捲まくし立たてた。

　案の定、門番はその勢いに押されて精鋭たちの侵入をいとも容易たやすく許した。

　慌ててあとを追いかけてくるが、もう後の祭りである。

　俺は、後ろからなにか叫んでいる門番を無視して、領主館の扉を思いきり蹴破った。

「なっ!?　なんだあ!?」

　領主館の中は、およそ役人とは思えない風貌の人間で溢れていた。

　本当に、議員という立場を私物化していたんだな、これは国が荒れるのも納得だわ。

「我々はダーム暫定政府の者である！　本日をもってダームの全権は我々に委任された！　よって議員制度は廃止、特権も全て廃止となる！　なお!!」

　俺は、突然乱入されて戸惑っているゴロツキたちに反論の余地を与えないために、一気に言い放った。

「ここの議員には数々の罪により逮捕状が出ている！　大人しくしろ!!」

　俺が声高にそう言うと、最初はポカンとしていたゴロツキたちだったが、次第に怒りを滲にじませ始めた。

「突然現れてふざけたこと言ってんじゃねえ!!　お前ら！　やっちまえ!!」

『おう!!』

　ああ、上手く煽あおれたみたいで良かった。

　ここに集まっているゴロツキたちの逮捕状までは用意されていない。

　なので、強引に逮捕することができない。

　そこで俺は、彼らを煽って公務執行妨害で逮捕することにしたのだ。

　一般市民にとっては途と轍てつもなく威圧感のある彼らも、俺や戦闘のプロである精鋭たちにとっては敵にもならない。

「おらあっ!!」

　ゴロツキの一人が、腰に下げている剣を振りかぶって俺に叩きつけてきた。

　しかし、所しよ詮せんは戦闘訓練を受けていないゴロツキの剣だ。

　ハッキリ言って遅すぎる。紙一重で避ける余裕すらあった。

「殺とったあ!!」

　紙一重で避けたため、俺を切ったと思ったんだろう、そんなことをゴロツキが叫ぶが、剣はそのまま床に叩きつけられた。

「ぐあっ！」

　なんの素材かは知らないが、床は固い素材で出来ている。

　そんな床を不意に思いきり叩けば、剣を持っている手の方がダメージを受ける。

　案の定、ゴロツキは床を叩いた衝撃で剣を取り落とした。

「……あ、ぐぼっ!!」

　剣を落としたゴロツキの腹部に、左ボディブローをかます。

　もちろん、思いきり手加減はしたけど、左でボディブローを打つと相手の右脇腹、つまり肝臓を打つことになる。

　肝臓はボディの中でも、一撃ＫＯできる急所だからな。ゴロツキは悶もん絶ぜつして床を転げまわっている。

「捕縛！」

「はっ!!」

　俺の命令に、後ろに控えていた精鋭の兵士さんがあっという間に捕縛していく。

　その様子を見て一瞬ゴロツキたちがたじろぐが、俺たちを倒さないと活路はないと判断したのか、改めて襲い掛かってきた。

　しかし、ここにいるのは各国精鋭の兵士たち。

　俺たちに歯向かったゴロツキたちは、あっという間に捕縛されていく。

　最初の一人を打ちのめした俺は、残りのゴロツキたちを兵士さんたちに任せ、真っすぐ領主の執務室を目指した。

　途中、執事やメイドとすれ違ったが、彼らは俺の歩みを全く妨害しなかった。

　むしろ、執務室まで案内してくれた。

　さっさと逮捕してくれってことなんだろう。手間がかからなくてありがたい。

　そんなわけで、スムーズに執務室に辿り着いた俺は、ノックもせずに執務室の扉を蹴破った。

「なんだテメエ!?　さっきから騒がしいんだよ!!」

「私はダーム暫定政府の者である!!　貴様には逮捕状が出ている！　大人しくしろ！　抵抗するようなら容赦しない!!」

「はあっ!?　なにわけ分かんねえこと言ってやがんだ!!　ふざけんじゃねえぞ!!」

　執務室にいた議員は、およそ政治家とは思えない口調で反論したあと、剣を抜いて切りかかってきた。

　しかし、裏社会の人間とはいえ、所詮は素人しろうとである。

　余裕をもって剣を避けると、手首を手刀で打って議員の剣を叩き落とす。

　痛みにうめいているところを、すかさず後ろ手に手錠をかけて捕縛完了だ。

「放せこの野郎!!　ふざけんな!!」

　捕縛されてもうるさいままだったので、猿轡を嚙ませた。

　眠らせる魔法とか使えないしな。

　こうして、俺の担当している議員は、あっという間に捕縛された。

　ちなみに、コイツはエリー襲撃の黒幕じゃない。

　そっちの担当は……。

　オーグの奴、やり過ぎてなきゃいいんだけどな。
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　ところ変わって、アウグストが向かったのは、ウルストの街。

　例の、市民証が発行された街である。

　その領主館の前では、先にゲートから出た各国の精鋭たち……兵士であったり各国の警察組織の人間であったりが門番と睨にらみ合あいをしていた。

「急に来て、なんだテメエら!?　さっさと帰りやがれ!!」

　門番は、急に現れた彼らが、着ている服や雰囲気から、敵対している組織の人間などではなく、公的な組織の人間だとすぐに察した。

　この館は、非合法なもので溢れている。

　なので、公的機関の人間を館に入れるわけにはいかなかったのだ。

　必死に追い返そうとする門番だったが、一人、スタスタと歩いてくる人間がいることに気が付いた。

「おい！　聞こえなかったのか!?　さっさと帰れって言ってんだよ!!」

　そう言って歩いてくる人物に向かって手を伸ばすが……。

　その手は届くことなく、その人物に摑み取られた。

「なんだ、この手は？」

　その人物……アウグストは、手を伸ばしてきた門番を、あまりにも冷たい目で見返した。

「ひっ！」

　その瞳の冷酷さに、門番は思わず悲鳴を上げた。

　そうして怯んだ門番を投げ捨て、アウグストは領主館の門を……。

「なあっ!?」

　魔法で吹き飛ばした。

　大音響をまき散らして吹き飛ぶ鉄製の門。

　その光景に、門番だけでなく随行していた精鋭たちも啞然としてしまった。

　ただ一人、その光景を作り出したアウグストだけが、平然と敷地内に入って行く。

「行くぞ」

　短くそれだけ言うと、さっさと領主館に向けて歩き出した。

　苦言や提言などしたらアウグストの逆鱗に触れる。それほど怒っていると察した精鋭たちは、これ以降アウグストの行動を諫めるのを止めようと思った。

　そして、それは正解だった。

　領主館についたアウグストは、正面玄関の扉を、開けるのではなくまた吹き飛ばした。

　扉の向こうに人はいなかったのだが、こんなに怒っているのに、ちゃんと人がいないことを確認して行動している辺り、怒っているが冷静だ。そして、そのうえでこんな無茶苦茶な行動を取っているのだと、先ほどの自分たちの判断が間違っていないことを精鋭たちは実感した。

　こんな状態のアウグストに苦言とか提言とか、怖すぎてできない。

　扉を吹き飛ばしたアウグストは、ズンズンと領主館内に侵入していく。

　当然のように現れたゴロツキたちは、アウグストの展開している物理障壁に阻まれて近寄ることさえできない。

　精鋭たちは、ただアウグストの後を追いかけ、襲い掛かってきたゴロツキたちを公務執行妨害で捕縛していくだけの作業を無心に繰り返した。

　ここまで、アウグストは一言も名乗りをあげていない。

　ここの人間にとって、アウグストはただの侵略者だ。

　しかし、歩を進めるアウグストを止められる者は誰もいない。

　アウグストを正面から見た、非戦闘員であるメイドが「ひいっ!!」という悲鳴をあげ、白目を剝いて気絶してしまったこともあった。

　後ろから追いかけている精鋭たちは、そんなに恐ろしい表情をしているのかと、このあと訪れる議員との対面に緊張を隠せなくなった。

　あらかじめ領主館の見取り図で確認していた執務室に迷うことなく到着したアウグストは、またしても扉をノックせず、今度は蹴破った。

「なあっ!?　なんだあっ!?」

　今までの騒ぎを聞いていたのか、部屋の中にいた議員は、剣を手にして警戒していた。

　だが、まさか扉を蹴破って侵入してくるとは思ってもみなかったのだろう。

　驚きを隠せていない。

「……私はアウグスト。アウグスト＝フォン＝アールスハイドだ」

　アウグストがそう名乗った瞬間、議員の顔色が変わった。

　驚きと怒りで赤かった顔が、一瞬で青くなったのだ。

　ヤバイ、なんとか言い逃れないと命がない。

　そう判断した議員は、全力でとぼけることにした。

「ア、アールスハイドの王太子様が、こんなところになんの御用でしょう？　そ、それに、いくら大国の王太子様といえど、他国の議員の館に無断で侵入されるのは……」

　そんなことを言う議員に、アウグストは無言で書類を突き出した。

「今回、私はアールスハイドの人間として来ているのではない。アルティメット・マジシャンズの人間として依頼を受けてここにいる」

「は？　依頼？」

　議員は一瞬なにを言っているのか分からなかったが、すぐに思い出した。

　アルティメット・マジシャンズは、超国家的組織であること。

　依頼があれば、各国どこにでも行ける権限を持っていること。

　それを踏まえたうえで、突き出された書類に目を通した。

　そして、そこで驚愕の内容を目にした。

　ダームの全権委譲、議員制度の撤廃、王制の復活、イース神聖国による当面の統治等々。

　それは、今まで自分が得てきた利権の全てを没収するという内容の書類に他ならなかった。

　議員は、あまりのことに怒りで書類を持つ手が震えている。

「こ、こんな……こんなことがまかり通るものか!!　偽物だ!!　この書類は偽物だ!!」

　そう叫ぶ議員の前に、もう一つの書類が突き出された。

「なんだ!?　また書類か!?　今度は……」

　叫びながら書類を受け取った議員は、内容を読んですぐに蒼あお褪ざめた。

　そこには、絶対にバレないと思っていた犯罪の数々が羅ら列れつされていた。

　中でもマズイのは、アールスハイド王太子妃殺害未遂が罪状として記載されていることだった。

　目の前にいるのは、その夫である王太子。

　しかも、世界に名だたるアルティメット・マジシャンズの副長だ。

　マズイ、これを認めたら自分は確実に死ぬ。

　そう感じた議員は、どうにかして罪を逃れようと足搔いた。

「こ、これはなんですか？　こんなもの、身に覚えは……」

「残念ながら全て証拠は揃っている。言い逃れなどできるとは思わないことだな」

「しょ、証拠とはなんですか!?　あるのなら提示して頂きたい!!」

　議員は、裏社会で生き延びてきた人間だ。

　そういう人間ほど慎重で、足が付く証拠などを残さないように行動する。

　なので、証拠などないと自信を持って言い切った。

　だがアウグストは「ふう」と息を吐くと、まるで汚い物を見るような目で議員を見た。

「この期に及んでまだ白を切るとはな。いいだろう、見せてやる」

　そう言ってアウグストが取り出したのは、録音機。

　それを再生すると……そこから、部下に命令する議員の声と、了承する部下の声。そして、その部下がとある商家を脅している言葉が流れてきた。

「な、こ……」

「これは録音機と言ってな。これには声を記録することができる。アールスハイドでは十分に証拠能力があるものとして認定されている」

　こんなものは証拠にならないと叫ぼうとしたが、アウグストに先んじて言葉を封じられた。

　これはもう仕方がない。しかし、一番マズイ王太子妃殺害未遂については証拠はないはずだ。

　それさえ言い逃れできれば、多少の服ふく役えきで出所できるかもしれない。

　そう考えてそこを追及することにした。

　それが、悪あく手しゆだと知らずに。

「な、なら！　この王太子妃殺害未遂というのはなんなのですか!?　こんな大それたことの犯人に仕立てようとするのだから、相当な証拠があるのでしょうな!?」

　そう言い切った議員は、今度こそ自信があった。

　だが、すぐにそれを口にしたことを後悔した。

　アウグストから強烈な威圧が発せられたからである。

　魔法が使えない人間にも見えるほど可視化された魔力で、議員は威圧された。

　言うんじゃなかった！　逆鱗に触れてしまった！　そう思ったがもう手遅れである。

　殺される！　そう思ったが、意外にもアウグストから手を出されることはなかった。

　その代わり、懐から二つの小さな品を取り出した。

「こ、これは……？」

「見て分からんか？　市民証だ」

「わ、わかりますが……これが一体？」

　なんで市民証を提示したのか分からない議員が恐る恐る訊ねると、オーグは目を細めたまま説明し始めた。

「この市民証にはな、いつ、どこで発行されたのかが記載されているのだよ」

「……え？」

　アウグストの放った言葉に、議員はすぐに反応できなかった。

「知らなかったか？　実は私も知らなかった。シンがそれを発見したのだが……まあ、発見した当時はそれがどうしたと思っていたのだが」

　アウグストはそう言うと、市民証を議員の前でヒラヒラと振ってみせた。

「この市民証は、先日王城で騒ぎを起こした賊が持っていたものだ。そして……」

　そこまで言って、ようやく議員はことのマズさに気付いた。

「あ！　いや……」

「この市民証には、三年前、この街で発行されたと記載されていた」

「あ……あ……」

「市民証の管理は国が行っている。街では領主だな。勝手に発行することは許されていない。なのに、これは三年前ここで発行されたことになっている。おかしいな？　これを持っていた者は二十二歳だそうだ。シンじゃあるまいし、その歳まで市民証を持っていなかったなんてあり得ると思うか？」

「……」

「つまり、この市民証は領主の権限でしか発行されない。それを賊は持っていた。お前が発行したということに他ならん。これ以上の証拠がいるか？」

　アウグストに追い詰められた議員は、最早反論することができなかった。

「う、うわああっ!!」

　思い余ってアウグストに切りかかるも、そんなものがアウグストに届くはずがない。

　少し強めに電撃を浴びせると、議員はあっけなく地面に倒れ伏した。

「……ふう」

　倒れた議員を見てアウグストは一つ息を吐くと、ずっと背景になっていた精鋭たちに声をかけた。

「すまないが捕縛してくれ」

　アウグストはそう言うと、領主館の外に出て、大きく深呼吸した。

「これで……ようやく終わりだ」

　四年前から続いた、王太子妃エリザベート襲撃事件が、本当の意味で終息した瞬間だった。
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　俺の担当した議員を逮捕状で、領主館にたむろしていたゴロツキたちを公務執行妨害の現行犯で逮捕してから、俺はダームの会議室に戻ってきた。

「お疲れ様、シン君。上手くできたかしら？」

　戻ってきた俺を出迎えてくれたエカテリーナさんは、まるで母親が息子にお使いができたかと訊ねるように進捗を聞いてきた。

「ちゃんとしてきましたよ。それより、なんでそんな子供に訊ねるような聞き方をするんですか」

　俺が呆れながらそう返すと、エカテリーナさんは笑みを深くした。

「だって、母親が息子のことを心配するのは当たり前……」

「うおいっ！　だからそれを止めろって言ってんだよ！」

　俺は慌てて周りを見た。

　すると、周りにいた人たちは、例の噂を知っているのか「やっぱり」という顔で、生温い視線を投げかけてきていた。

　はあ……本当に家の中だけじゃなくて、世間に浸透しちゃったよ……。

　その事実に頭を抱えていると、ゲートが開いた。

「ただいま戻りました」

「おかえりなさい、殿下。首尾は？」

「ちゃんと捕縛しましたよ。殺してません」

「そう。それは良かった」

　エカテリーナさんはそう言うと、よくできましたという顔で微笑ほほえんだ。

　っていうか、俺らは確かにエカテリーナさんの子供って言っていい年齢だけど、俺もオーグも二十二歳だし、オーグは一児、俺なんて三児の父だぞ？

　いい加減子供扱いはやめて欲しいな。

「む。他も帰ってきたようだな」

　エカテリーナさんとそんな会話をしていると、次々にゲートが開いた。

「皆さん、お疲れ様です」

「あ、教皇猊下！　ただいま戻りました！」

「はい、お疲れ様でした」

「捕縛完了しましたあ」

「そう、よくやったわね」

「こちらはすぐに投降してくれたので、混乱もなく収まりました！」

「あら、ふふ、素晴らしいわ」

「ちょっとぶっ飛ばした。でも殺してません」

「あらあら、抵抗されたのねえ。怪我はなかった？」

　マリア、トニー、マーク、リンから口々に完了報告がなされ、それに一つずつエカテリーナさんが労ねぎらいの言葉をかけていく。

　その様子は、まさに慈母と言っていい。

　ああ、そうか。エカテリーナさんは俺たちを子供扱いしているんじゃなくて、民衆皆が自分の子供なんだ。

　だから、相手の年齢にかかわらず子供に対する母親のような対応をするんだな。

　そう思うと、エカテリーナさんの態度にも納得が……。

「あ、シンくーん。今日これからおうち行くからー。さっきのお話聞かせてねえ」

　……理由は知ってるけど、分かってるけど、ホントやめて欲しい。

　俺は、エカテリーナさんの自由奔放で周りに誤解を与えまくる言動に頭を抱えてしまった。

　オーグには「そういう行動が、母親の言動に頭を悩ます息子みたいで誤解が加速するんだ」と言われてしまった。

　どうすりゃいいんだよ!?

　そんなこんなで、ダーム国内の不穏分子を全て排除し、王制も復活させた。

　ヒイロさんは、王制を撤廃したとは言っても、前世の記憶があるから象徴としての王族には手を付けずに残していたらしい。

　元貴族たちも、ある日突然貴族籍を剝奪されたとはいえ、元々行政に携わっていた人たちだ。

　自分たちの利権にしか興味のなかった議員たちは知らなかったらしいが、元貴族たちは役人として働いている人が多かった。

　それすらできなかった人は、今どうしているのか分からないらしい。

　まあ、貴族籍に復帰した人曰く、そういう人物は貴族としても問題のあった人物で、能力もないので放置しておいて構わないらしい。

　むしろ自分たちが恨みを買わずに無能な貴族を淘汰できたので、怪我の功名だと笑っていた。

　……貴族、怖え。

　エカテリーナさんにヒイロさんとの会話の際に約束していた話は、ウォルフォード家に戻ったときに話した。

　俺とヒイロさんが、こことは違う異世界の記憶を持っていたこと。

　恐らく俺の前世と同郷だったこと。ヒイロさんが、それに気付いていたこと。

　自分と同じ世界からの転生なのに、俺だけ恵まれた環境にいたことに嫉妬し、憎んで、こちらではまだ公表していない禁忌である魔石の摂取をしてしまい、俺に対する憎悪もあって魔人化してしまったことなどを説明した。

　話し終わると、エカテリーナさんは神妙な顔になった。

「前世……そう、だからなのね……」

　エカテリーナさんは、意味ありげにそう呟いた。

「えっと、どういうことですか？」

「ほら、シン君に初めて会ったとき、シン君は神が遣わした御使いじゃないかって聞いたじゃない？　そのとき、シン君、ちょっと動揺したでしょう？」

「……ああ、そういえば、そんなこともありましたね」

「あそこで動揺したのは、前世の記憶を引き継いで生まれて来てしまったから。なにかしら神の意思が反映したんじゃないかって考えたのね？」

「あ、そうです。まあ、実際神様には会ってないですけど、もしかしたら……って考えてしまって」

「今の話を聞いて、ようやくその謎が解けたの。やっとスッキリしたわ」

「そうですか。それにしても……」

「なに？」

「いや、エカテリーナさんもそうなんですけど、他の誰に話しても驚かないんだなって思って」

「そりゃあそうよ。むしろシン君の異常な強さの原因を知って、むしろ納得しかないわね」

　エカテリーナさんがそう言うと、その場にいたオーグやシシリーまで「うんうん」と頷うなずいている。

　まあ、もういいけどね。




　そんなやり取りがあった数日後、捕縛した元議員と、その周辺の人間に対して自白の魔道具を使っての尋問を行った結果、最初にエリーを狙った犯人も、ウルストの議員であることが判明した。

　街の為政者が市民証を違法発行し素性を偽るという前代未聞の事件と、二度もアールスハイド王太子妃を狙ったという悪質さから、その議員は極刑になることが確実だと言われている。

　その他の議員は、贈収賄や罪の揉み消しの他にも、他国に違法薬物を売りさばいたりしていたことが判明し、こちらも極刑ではないにしろ、相当重い罰が下る可能性が高いという。

　少なくとも、生きている間に社会復帰は見込めないだろうという予想だ。

　そしてダームは、ヒイロさんが敷いた体制を一旦全て廃棄し、再び王制に戻す準備をしている。

　とはいえ、街と国の最高責任者が変わるだけで、役所や省庁には元々役人や官僚が勤めているので、そんなに大きな混乱はないらしい。

　ただ、政治形態が変化するときというのは、治安が悪化しやすいこともあり、各国が協力して軍を派遣し、国中の警戒に当たっている。

　この機に乗じて悪さをしようとしている輩は、今までよりも重い罪に問われることになっている。

　ダームの新たな国王は、例のやらかした王の甥に当たる人物になるそうで、まだ八歳とのこと。

　彼が成人し、一人前に国政を取り仕切れるようになるまで、イース神聖国がダームを仮統治することになっている。

　イースからダームに『ダーム総そう督とく』という地位の人が赴き、その人物がダームを統治するとのこと。

　なんか、期限付きの植民地支配みたい。

　ただ、ダームの国民性なのか、イースに統治されることに忌避感はないそうだ。

　これが他の国だったら、もっと泥沼の内戦に発展していたかもしれない。

　それを考えると、混乱が生じたのがダームだったことと、それを押さえることができるイース神聖国という国があったのは運が良かった。

　あとは、ヒイロさんの魔人化に関する検証だな。

　これに関しては、今魔法界は制御魔力量を増やすことが主流になってきていて全体的なレベルが上がっている。

　だが、魔力が増えるということは暴走する危険性も高まるということ。

　そして、怒りや憎悪を抱えると魔人化するリスクが高くなるということだ。

　実際、どれくらいの魔力量があれば魔人化するのかは未知数だ。

　しかし、今後も魔力量を増やすのが主流になるのであれば、いずれ起こるであろう問題でもある。

　なので、ある一定以上の魔力を扱えるようになると、それを暴走させない、安定させる魔道具を義務として身に着けさせるという提案がなされた。

　提案したのはオーグだ。

　その提案は即時採用され、その依頼が俺のところに来たので、またビーン工房と自分の家の作業部屋に籠もる日々が増えてしまった。

　お陰で、ショーンやシャル、シルバーと遊ぶ時間もない。

　しかし、この魔道具を作ることは将来魔法使いが危険視されないようにするために必要なことだ。

　階下から聞こえてくる楽し気な声を聞いて羨ましい気持ちになりながらも俺は必死に魔道具を作り、ようやく魔力を常に安定させ暴走させない魔道具を作り出した。

　これによって、多少無茶な訓練をしても魔力暴走を起こすことがなくなった。

　この魔道具を発明したことで、大人のある程度魔力が大きくなった者以外に、魔力が不安定な子供にも使うといいのでは？　という意見があり、いくつかの試験を経てこの魔道具を身に着けてさえいれば、子供にも魔法を使うことを許可するという法案もできた。

　なので、子供が魔法を覚えられる年齢が引き下げられることになった。

　その年齢は、メイちゃんが魔法を覚えたのが十歳だったので、それに合わせて十歳となった。

　こうして、一連の事件でまた世の中が変わったり、家族構成が変わったりしながらも俺は平和な日々を過ごしている。

　この日々が続いてくれると嬉しいんだけどなあ……。





（つづく）








あとがき






『賢けん者じやの孫まご』十六巻を手に取っていただき、ありがとうございます。

　吉よし岡おか剛つよしです。

　この十六巻は、シンたちではなく子供たちがメインになっています。

　物語の主人公たちが結婚して、子供が産まれて、めでたしめでたし……の先が見たい私としましては、子供たちの活躍が見たいのです。

　なので、今回はシルバーたちに活躍してもらいました。

　まあ……一番強かったのは誰か……というのは、本文を読んでいただいた方にはお分かりかと思いますが……。

　それはともかく、今回の話は自分の子供の頃のことを思い出しながら書きました。

　皆さんは、一番幼いころの記憶って何歳くらいからありますか？

　私は、一番古い記憶が幼稚園に入園する前ですので四歳くらいかと思います。

　二つ年下の弟が、遊んでいるときに結構な怪我をしまして、顔面が血だらけになっている記憶がいまだに鮮明に残っています。

　そのあと親に、お兄ちゃんなんだから弟が危ないことをしようとしていたら止めないと駄目だろうと怒られたことまでセットです。

　そんな自分の記憶を元に、覚えているのは四歳くらいまでかな、ということで前回登場したのが三歳だったシルバーは、クワンロンに行ったこと、シャルが産まれる前にお兄ちゃんになるのを楽しみにしていたことなどをすっかり忘れているということにしました。

　ただ、弟妹たちを可愛がっていたのは事実ですので、わがままを言われたり困らされたりしても怒ったりしないとてもいい子が出来上がりました。

　この十六巻の頭までは幼子として無邪気に振る舞っていたシルバーが、自我を確立し理性的に振る舞うように成長した様は、自分で書いていて「成長したなあ」と感慨深い気持ちになりました。

　さて、この十六巻であらかたの伏線は回収できたと思います。

　……。

　回収できてますよね？　忘れてないですよね？

　私は元々、大まかな着地点は決めていますが、話の内容自体はキャラが勝手に動くのに任せていますので、元々考えていた話とは違った話になることが結構あります。

　元はＷｅｂ小説ですが、今後どういう展開になるのかといったことは担当編集さんにプロットとして先に渡してあります。

　そのプロットから逸脱することの多いこと多いこと。

　担当さんにはいつもご迷惑をおかけしております。

　今回、このシーンだけは書きたいと決めていたのは、シルバーがシャルたちを守り、シシリーがそれを助けるというシーンです。

　これだけはずっと、何年も前から書きたいと思っていたシーンですので、どうにかこうにかそのシーンに辿り着くように話を作っていきました。

　こんな風に着地点や書きたいシーンを目指して話を書いていますので、マックスとオクタヴィアは、当初の予定とは大分違う性格になってしまいました。

　……なんでだろう？

　まあ、キャラの動くままに書いた結果、マックスやオクタヴィアにも個性が出る結果になりましたのでそれはそれで良かったかなと思っています。

　そもそもこの『賢者の孫』自体が、一番最初のプロットからメチャメチャ逸脱しています。

　実は、最近昔のメモ帳が出てきまして、そこに『賢者の孫』というタイトルと、大まかな設定とプロットが書いてあったんです。

　それを見たとき「タイトル以外、なんも合ってねえ」って笑ってしまいました。

　まあ、キャラが動くに任せて書くこともストーリーやキャラに勢いを付ける意味では重要かと思いますが、最初から最後まで緻密に計算されたストーリーというものにも非常に憧れます。

　いつかそういう話が書いてみたいなあ。

　あくまで願望ですけど。

　それでは、今回も謝しや辞じを。

　このコロナ禍かの中でも色々とサポートをしていただいた担当Ｓ氏。

　今回も色々とご迷惑をおかけしてしまいました。

　すみません、次回はちゃんとします……。

　毎度言っている気がする……。

　今回も素晴らしいイラストを描いてくださった菊きく池ち先生。

　シルバーが成長したり、チビたちが色々でてきたり、服装を丸投げしたり……いつもご迷惑をおかけしてしまってすみません。

　私には服をデザインする才能はないんです……。

　そして、いつも素晴らしい漫画を描いてくださっている緒お方がた先生、清し水みず先生、西にし沢ざわ先生にも感謝を。

　漫画の本編は、小説以上の緊張感を見事に描いてくださっていて、緒方先生には毎度頭が上がりません。

　外伝は、若き日のマーリンたちをコミカルに、戦闘シーンでは少年漫画のように勢いよく描いていただいています。

　ＳＰは、ただただ可愛らしくて大好きです。

　本当に、色んな人に支えられての『賢者の孫』なんだなと実感します。

　なにより、いつもＷｅｂや書籍を読んでくださっている読者の方があってこそだと、最大の感謝をいたします。

　今後とも『賢者の孫』をよろしくお願いします。





二○二二年　二月　吉岡　剛
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